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第７次羽曳野市総合基本計画

この度、令和 8 年度から始まる10 年間のまちづくりの総合的な指針となる
「第７次羽曳野市総合基本計画」を策定しましたので、ご紹介いたします。

10 年間のまちづくりの長期的な指針として、まちの将来像や
まちづくりの方向性を示す総合基本計画の中心部分です。

２０２６→２０３５２０２６→２０３５

魅力が息づき　未来を築くまち　はびきの魅力が息づき　未来を築くまち　はびきの
　～みんなの想いがカタチになる　～みんなの想いがカタチになる　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　どんどん良くなる羽曳野市～　どんどん良くなる羽曳野市～

人や地域のポテンシャル人や地域のポテンシャル
を最大限に活かしたを最大限に活かした

まちづくりまちづくり

　市民・事業者・行政の連携・協働

　DX・デジタル化推進による暮らしの向上

　　経営資源 ( 財源･人材･施設 )を有効かつ効率的に運用する行財政運営

ともに育み、支え合い、ともに育み、支え合い、
学び続けることのできる学び続けることのできる

まちづくりまちづくり

だれもが安全・安心でだれもが安全・安心で
健やかに暮らし、次代に健やかに暮らし、次代に

つなげるまちづくりつなげるまちづくり

行政・市民・事業者等
で共有する、10 年間で
めざす将来のまちの姿

まちの将来像の実現に
向け、今後 10 年間で
特に重点的に取り組ん
でいく方向性

市のすべての取り組み
に通底し、保持していく
基本的な手段

人口減少が進む中、これまでの
「量」を重視するまちづくりから、
創意工夫によって暮らしやすさや
幸福度などの「質」を追い求める
まちづくりに転換を図ります。

まちの将来像

まちづくりの方向

まちづくりの方法

　* 身体的・精神的・社会的に良好
　   な状態にあることを表す概念

「ウェルビーイングの実現」*
キーワードは

策定のポイント・考え方策定のポイント・考え方

基本構想（10 年間）基本構想（10 年間）

市街地拡大 公共施設拡充

民間サービス増

→利用者誘導・
　ニーズ確保

→行財政改革・
　公民連携

行政サービス増
ニーズ増

ニーズ減ニーズ減
民間サービス撤退 行政サービス減

税減収税減収

人口減人口減

公共施設老朽化公共施設老朽化 市街地空洞化市街地空洞化

税収増

創意工夫

→集約・適正化→市街地再編

人口増

市が持つ様 な々魅力が相互に結び合わさること
で、新たな未来を築いていく様子や、市民一人
ひとりの想いや願い、幸せが実現し、市全体が
より良くなっていくまちをイメージしています。
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基本構想を実現するため、まちづくりの中期的な指針として、市が行う全施
策・事業の体系を示し、各施策の目的や方針、成果指標等を設定します。

基本計画 ( 前期 5 年間・後期 5 年間 )基本計画 ( 前期 5 年間・後期 5 年間 )

施策の体系

施
策
の
梁

施
策
の
土
台

施
策
の
柱

●安全・安心でいきいきとした生活の実現
●こどもの笑顔あふれる次世代育成
●次代につなぐ選ばれるはびきの未来創生

※策定に際しては、市民の皆様をはじめとする
　多くの方 か々ら貴重なご意見をいただきました。

総合基本計画の詳細は
　　　市ウェブサイトから▶

各種アンケート各種アンケート

市民ワーキング会議市民ワーキング会議

総合基本計画等審議会総合基本計画等審議会

①魅力的で持続可能な
　都市空間整備

⑱こどもの権利保障と
　健やかな成長の支援

⑦安全・安心な暮らし
　の確保

⑬共に支え合う
　地域社会の実現

(1)くらしを支える
基盤の充実

(0) 持続可能なまち
づくりへの推進力

(4) 羽曳野の宝を
守り育む

(2) 安全で安らぎのある
生活の実現

(3) 支え合い助け合う
社会の構築

②道路・交通の確保
　と充実

⑲安心してこどもを産み
　育てられる環境づくり

⑧持続可能な地域
　コミュニティの形成

⑭セーフティネットの
    確立と充実

③憩いとうるおいのある
　住環境の形成

⑳生きる力を育む教育
　の推進

⑨平和・人権・
　多様性の尊重

⑮誰もがその人らしく
自立して暮らせる
共生のまちの実現④安全で持続可能な

　上下水道の整備
㉑次世代を育む地域
　づくり

⑩自然と生活環境の
　保全

⑤都市農業の
　維持・発展

㉒生涯にわたる学びと
　多様な活動の推進

⑪環境に配慮した
　まちづくりの推進

⑯健康づくりと医療体制の
確保・充実

⑥地域経済の活性化

㉔市民ニーズに即した行政運営の推進 ㉕ DX 推進による市民サービスの向上

㉖協働・共創によるまちづくりの推進 ㉗シティブランディングの推進

㉓ 歴 史 文 化の保 存・
　活用と未来への継承

⑫犯罪が少なく、安心して 
生活できるまちづくりの
推進

⑰高齢者がいきいきと
　暮らせるまちづくりの
　推進

【問合せ】政策推進課
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ハザードマップの改訂　 ［1,075 万円］
�　防災情報を効率的に把握できるよう、防災ハザードマップと内水
氾濫ハザードマップを統合します。

子育てにかかる経済的負担の軽減［３億 2,763 万円］
・物価高騰に伴う保育園・こども園給食費支援
　保育園・認定こども園について、食材費高騰分の公費支援を行
　います。
・物価高騰に伴う学校給食費支援
　市立学校における給食費について、食材費高騰分の公費支援を
　行います。（小学校は完全無償化）

峰塚公園管理棟（時とみどりの交流館）のリニューアル　
［4,405 万円］
　史跡峯ヶ塚古墳から出土した文化財等を展示する歴史資料館
に改修します。

窓口サービスの DX 推進（窓口支援システム導入）　
［3,705 万円］
　住民票の写し等の証明書発行業務について、窓口で職員
が申請書の作成をサポートする「書かない窓口」を開始します。

通所型サービスＣ事業の拡充  ［2,496 万円］
　高齢者がいつまでも自立した生活を送ることができるよう、
短期間かつ集中的にリハビリ等を行う通所型サービスＣ事業
を拡充します。

胃内視鏡検診の実施　［530 万円］
　胃がん検診において、より早期に発見し早期治療につなげ
るため、５０歳以上の市民に対し、２年に１回の胃内視鏡検
査を検診項目に追加します。

小学校での巡回方式によるスクリーニング・アセスメントの
実施　［144 万円］
　小学校２年生・５年生を中心に、小児神経科医の巡回方式に
よるスクリーニング・アセスメントを実施します。

主なソフト事業

令和8 年度 羽曳野市の予算 総　　額　906 億 7,905 万円
一般会計　499 億 6,716 万円

令和８年度を始期とする第７次羽曳野市総合基本計画の３つの重点施策「安全・安心でいきいきとした生活の実現」や「こどもの笑
顔あふれる次世代育成」、「次代につなぐ選ばれるはびきの未来創生」のもと、これらの施策を優先的・横断的に取り組み、羽曳野
の未来創生のさらなる躍進へとつなげていくための予算編成となっています。 羽曳野市長　山入端　創

給食試食会の様子

恵我ノ荘駅前南側広場整備事業　［5 億 2,835 万円］
　恵我ノ荘駅前の交通混雑解消及び歩行者等の安全を確保する
ため､駅前南側広場整備に向けた実施設計を行います。

恵我之荘コミュニティセンターの設置　［1,528 万円］
　新たな地域のコミュニティ活動拠点として、高年生きがい
サロン２号館、恵我之荘集会所、恵我之荘老人いこいの家の
３つの施設の機能を集約した恵我之荘コミュニティセンターを
設置します。

無電柱化推進事業　［4,329 万円］
　市道郡戸古市線（白鳥通り区間）における都市防災の向上や安
全で快適な歩行空間確保のための電線類地中化に向け、電線共
同溝の詳細設計及び整備工事を実施します。

（仮称）丹下ちびっこ広場整備事業　［7,379 万円］           
　災害時の円滑な避難に資するよう、恵我之荘地域における一時
避難場所として、こどもの遊び場と防災機能を兼ね備えた（仮称）
丹下ちびっこ広場を整備します。

主なハード事業

認定こども園整備補助事業　［3 億 6,025 万円］
　恵我之荘幼稚園跡地において、民間事業者が令和９年
度に開園する新たな幼保連携型認定こども園の整備を支援
します。

恵我ノ荘駅前南側広場

（仮称）第４こども園整備事業　［1 億 6,179 万円］
　西浦東幼稚園・白鳥幼稚園・西浦幼稚園・軽里保育園を再編・
統合する（仮称）第４こども園について、民設民営による公私連
携幼保連携型認定こども園として令和１０年度の開園をめざします。
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歳出：一般会計の内訳（目的別）歳入：一般会計の内訳

歳入・歳出　一般会計の内訳 －羽曳野市の予算－

第1回定例市議会で可決承認された令和 8 年度当初予算

会 計 名 令和 8 年度 令和 7 年度 伸び率  
一　般　会　計 499 億 6,716 万円 538 億 5,619 万円 -7.2％ 

国民健康保険特別会計 121 億 4,699 万円 124 億 8,661万円 -2.7％ 
と畜場特別会計 2 億 3,259 万円 2 億 4,260 万円 -4.1％ 
財産区特別会計 16 億 2,852 万円 16 億 8,060 万円 -3.1％ 

介護保険特別会計 124 億 7,447 万円 121 億 7,187 万円 2.5％ 
土地取得特別会計 11 億 9,071万円 7 億 6,513 万円 55.6％ 

後期高齢者医療特別会計 26 億 7,556 万円 23 億 5,263 万円 13.7％ 
水 道 事 業 会 計 38 億 6,234 万円 37 億 5,586 万円 2.8％ 

下 水 道 事 業 会 計 65 億 71万円 63 億 4,331万円 2.5％ 
総　　額 906 億 7,905 万円 936 億 5,481万円 -3.2％ 

＜一般会計＞
　�福祉、教育、ごみ処理、道路などの一般的な事業を実施するための予算で、羽曳野市の事業の大部分を占めています。
＜特別会計＞
　�一般会計とは区別して特定の事業ごとに経理する予算で、羽曳野市には6つの特別会計があります。

※端数調整のため、各会計の合計値と総額の値は一致しないことがあります。
※下水道事業会計については、平成 30年度より公営企業会計を適用しています。

－羽曳野市の予算－

【問合せ】財政管理課　☎ 072-958-1111（内線 3562）

※令和 8 年度予算書は、ウェブサイトまたは情報公開コーナー（市役所本館 1階）で閲覧できます。
※ウェブサイトでは、市の財政状況を分かりやすく解説しています。　詳しくはこちら（QR）から▶

歳 出
（目的別）
499 億
6,716万円

【民生費】 【民生費】 
  275 億1,153 万円  275 億1,153 万円
　　　　（55.1％）　　　　（55.1％）

【教育費】 55 億3,645 万円（11.1％）【教育費】 55 億3,645 万円（11.1％）
※構成比および金額は、端数処理の関係で合計が100％にならない場合や総額と一致しない場合があります。

【土木費】 【土木費】 
  29 億4,352 万円（5.9％）  29 億4,352 万円（5.9％）

【総務費】 【総務費】 
  50 億3,811 万円  50 億3,811 万円
　　　　（10.1％）　　　　（10.1％）

【公債費】【公債費】
  32 億5,050 万円  32 億5,050 万円
　　　　（6.5％）　　　　（6.5％）

【衛生費】 
  31 億8,909 万円（6.4％）

【消防費】 15 億4,113 万円（3.1％）

【その他】 9億5,683万円（1.9％）

歳 入
499 億
6,716万円

【市税】 【市税】 
  134 億3,809 万円（26.9％）  134 億3,809 万円（26.9％）

【国庫支出金】 【国庫支出金】 
  122 億2,878 万円（24.5％）  122 億2,878 万円（24.5％）

【地方交付税】 【地方交付税】 
  9  977億7,00億7,0000万円万円
　　　（19.6％）　　　（19.6％）

【【地方消費税交付金地方消費税交付金】 】 
  29 億800 万円  29 億800 万円
　　　   （5.8％）　　　   （5.8％）

【府支出金】 【府支出金】 
  4  433億億88,23,2311万円万円
　　　　（8.8％）　　　　（8.8％）

【【諸収入】 】 
  12 億870 万  12 億870 万円円（2.4％）（2.4％）

【市債市債】 
  10 億8,270 万円（2.2％）

【使用料および手数料】 
  4 億8,150 万円（1.0％）

【その他】 44 億6,708 万円（8.9％）
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はびきの市民生活応援商品券を配付しています

新しい市役所の実施設計・工事を行う事業者が決定しました

小学校給食費の無償化と中学校給食費の負担軽減について小学校給食費の無償化と中学校給食費の負担軽減について
　令和 8 年 4 月から小学校給食費の無償化を実施しています。
財源の一部には国の「給食費負担軽減交付金」を活用しますが、
国の基準額を超える部分は市が独自に公費を上乗せし、給食の
質を維持・向上しながら、保護者負担の軽減に取り組みます。

子育て世帯への支援を進めるとともに、
安心・安全で栄養バランスのとれた学校給食の提供に努めます。　　＜問合せ＞食育・給食課

　市立中学校（義務教育学校後期課程を含む）では、食材費
の上昇に伴い、1 食当たりの給食費を 360 円から 380 円に
改定しますが、保護者負担額はこれまでと同額の 300 円に据
え置き、令和 8 年度は、差額の 80 円を公費で負担します。

　物価高騰の影響を受ける市民生活を支援し、市内での消費を喚起するため、
　対象者に、市内取扱店舗で利用できる商品券を配付しています。

　配付方法　４月下旬から６月初旬にかけて順次、世帯ごとに郵送
　　　　　   ※到着時期は世帯により異なります。また郵便事情により前後する場合があります。
　　　　　　※受取ができなかった場合は、自宅ポストに投函されたゆうパックご不在連絡票の
　　　　　　　内容に従って郵便局へご自身で保管期限内に再配達の手続きをお願いします。

   ▲▲! 本商品券は再発行ができません。受取後は紛失しないようご注意くださ本商品券は再発行ができません。受取後は紛失しないようご注意くださいい。。  ▲▲!
　使用期間　6 月1日㈪～ 10 月31日㈯　※期間外の利用はできません。

　問合せ　はびきの市民生活応援商品券コールセンター
　　　　　☎ 072-947-0112（平日9:00 ～１７:00）

対象者など事業詳細は
ウェブサイトをチェック▶

チケット本券（表面）

見 本

＜ 1 食あたりの食材費＞小学生一人あたり（低学年・高学年平均）
　※令和 8 年度予算策定

小学校 中学校

＜ 1 食あたりの食材費＞中学生一人あたり
　※令和 8 年度予算策定

1 食あたりの食材費 320 円

保護者負担額 0 円
1 食あたりの食材費 360 円 → 380 円へ改定

保護者負担額 300 円に据え置き ※令和 8 年度

給食費負担軽減交付金給食費負担軽減交付金（（国の基準額）国の基準額）
296296 円円

保護者負担額保護者負担額
300300 円円

市独自補助額市独自補助額
24 円 60 円    + 20円

60 円 →80 円へ増額

　市役所の新庁舎建設（実施設計及び工事施工）について、令和 8 年
3 月議会の議決を受け、＜戸田建設・梓設計特定建設工事共同企業体＞
と契約を締結しました。今後は、令和 12 年からの新庁舎での業務開始
をめざし、整備を進めていきます。

＜今後のスケジュール（予定）＞
↓
↓
↓
↓
↓
↓

① 令和 8 年   4 月～ 実施設計  基本設計をもとに、工事に向けた図面・積算をまとめます
② 11 月頃 準備工事　着工  仮設駐車場の整備など、新庁舎の建設に先行して工事を行います
③ 令和 9 年   3 月頃 事前解体工事　着工  敷地内建物の一部（A 棟など）を解体します
④ 10 月頃 新庁舎建設工事　着工  新庁舎の建設工事を開始します
⑤ 令和12年   1 月頃 新庁舎　供用開始  新庁舎での業務を開始します
⑥ 令和13年   7 月頃 全体供用開始  駐車場整備など、敷地すべての整備が完了します
※掲載時点での想定スケジュールであり、詳細については今後決定します。
※各工事の詳細（場所・時期など）は改めてご案内します。最新の情報はウェブサイトをご確認ください。

市ウェブサイト▶

【完【完成成イイメージメージ】】

  問問■■問問  象象管財用地課 庁舎整備推進室
□cityhall-project@city.habikino.lg.jp
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●峰塚公園、峰塚公園管理棟周辺に駐輪しないで
ください。LIC はびきの北側の駐輪場をご利用くだ
さい。また、公園内は歩行者の安全のため自転車
の進入を禁止しています。
●峰塚公園内に駐車場はありません。市役所・古
市駅西駐車場・はびきのコロセアム・陵南の森
に駐車場を設けていますので、お車でご来場の方
は、いずれかに駐車のうえシャトルバスに乗り換え
てお越しください。（古市駅西駐車場は有料、はび
きのコロセアム駐車場は２時間を超えると有料）な
お、車いす専用の乗降場を設置しています。乗降
のみ可能で駐車は出来ません。
●パビリオンブースでのアルコールの販売・提供あ
りません。会場内は飲酒禁止となりますので、ご理
解・ご協力をよろしくお願いします。
●会場内では、市広報紙や市民フェスティバルのポ
スターへの掲載、また、インターネット配信等をす
るために、市職員や実行委員が写真や動画の撮影
を行います。それらの写真や動画に来場者が映り込
む場合がありますので、あらかじめご了承ください。

～ ご挨拶 ～　毎年、多くの市民の皆さまにご来場いただいております「はび
きの市民フェスティバル」も本年で第 49 回目を迎えることができました。毎年、
皆さまのご支援・ご協力をいただき開催できることに心より感謝申し上げます。
　本年も５月５日 こどもの日に峰塚公園・LIC はびきのにおいて、「ひろがる
未来 みんなの “はびフェス”」をテーマに、ご来場者の皆さまに笑顔になってい
ただきたいと様々な企画をご用意しております。
　ご家族・お友達をお誘いあわせの上、多くの市民の皆さまのご来場を実
行委員会一同、心よりお待ち申し上げます。

第 49 回はびきの市民フェスティバル実行委員会　実行委員長　山本 俊明

大会会長
　羽曳野市長 
　山入端 創

実行委員長
　（一社）羽曳野藤井寺青年会議所
　山本 俊明

＜ステージプログラム＞
時間（目安） ステージ

9:30 ～
本部

9:00 ～ オープニングセレモニー（四天王寺東中学校高等学
校チアリーディング部 LOTUS） こ

ど
も
屋
台（
射
的
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、

　
３
D
も
ぐ
ら
た
た
き
、
に
げ
る
玉
入
れ
、

　
引
っ
ぱ
り
わ
な
げ
）

こ
ど
も
ラ
ン
ド（
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
ふ
し
ぎ
の
国
の
だ
い
ぼ
う
け
ん
、
ふ
わ
ふ
わ

　
エ
ア
マ
ッ
ト
）

9:40 ～ ヒーローステージショー（古代英雄神話シグナリア）
10:20 ～ 吹奏楽演奏（羽曳野市民ウインドオーケストラ）
10:50 ～ 環境ステージ（環境委員会）
11:00 ～ 太鼓演奏（和太鼓「昴」）
11:20 ～ ○×クイズ大会（来場者参加型イベント）
12:00 ～ 新極真カラテ演武（新極真会南大阪支部内藤道場） 12:30 ～
12:20 ～ ダンス！ダンス！ＤＡＮＣＥ！！（羽曳野市民等公募） 大

抽
選
会

　
抽
選
券
配
布

　
※
な
く
な
り

　
　

  

次
第
終
了

13:20 ～ 太鼓演奏（和太鼓「翔」）
13:40 ～ ヒーローステージショー（古代英雄神話シグナリア）
14:20 ～ 少年少女合唱（羽曳野少年少女合唱団）
14:40 ～ 大抽選会
～ 15:30 はびフェス終了

※大抽選会の抽選券（１２:30 ～配布）はなくなり次第終了。
※プログラム、内容、時間は変更となる場合があります。

はびきの市民フェスティバルは、各種団体・学生によるボランティアで成り立っています。
協賛いただいた多くの企業・団体様に、実行委員会一同、心より感謝を申し上げます。

主催：はびきの市民フェスティバル実行委員会
共催：羽曳野市　後援：羽曳野市教育委員会

（各種団体・学生によるボランティアで運営しています）
＜問合せ＞市民協働ふれあい課

主催：はびきの市民フェスティバル実行委員会
共催：羽曳野市　後援：羽曳野市教育委員会

（各種団体・学生によるボランティアで運営しています）
＜問合せ＞市民協働ふれあい課

▼詳しくはこちら
   （市ウェブサイト）
▼詳しくはこちら
   （市ウェブサイト）

第49回 はびきの市民フェスティバル第49回 はびきの市民フェスティバル

５月５日（火祝）
こどもの日

9:00▶15:30
峰塚公園
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« 広場 » ㈪～㈮ 10:00 ～11:30 ※㈷除く

子育て支援センター いちご
ぶどう
ばなな

0 歳児（令和 7 年 4 月 2 日生まれ～）
1歳児（令和 6 年 4 月 2 日～令和 7 年 4 月1日生まれ）
2・3 歳児（令和 4 年 4 月 2 日～令和 6 年 4 月1日生まれ）

子育て支援子育て支援すくすくすくすく

NPO法人 南河内こどもステーション ～子どもから大人まで～ 
市役所南側 ☎・FAX 072-957-1114　詳細は問い合わせください。
農業体験「いちご狩り」　3 日㈰ 10:00 ～ 13:00　■■場場■ ■ 所所所所 れんげ農場　※要参加費
みんなの食堂　㈮ 17:30 ～ 19:30・㈯ 11:00 ～ 13:00
みんなの居場所　㈪～㈯ 10:00 ～ 17:00（おやおやくらぶ 8 日㈮ 絵本の読み聞かせ、育児相談など）
一時保育（要登録）　㈪～㈮ 10:00～16:00（前日までに要予約・㈯㈰㈷ 時間外応相談）　■■￥￥  象象乳幼児1時間500円～
やってみようくらぶ　㈯ 思考力・パソコンくらぶ / 第1・3 ㈯ PM 図工 / 第2・4 ㈯ PM 英語（23 日㈯11:00～12:00 科学であそぼう）
習字くらぶ　㈮ 16:30 ～ 17:30　文字や絵など習字を学び、上手になろう（毛筆・こう筆）
こどもの手編み教室　第 4 ㈪ 15:30 ～ 16:30
子育て電話相談 ㈪～㈯ 13:00 ～ 17:00（羽曳野市こども家庭サポーターの会）

NPO 法人 つどいの広場 カンナ　高鷲 5-422-22　☎・FAX 072-939-1625
【開放時間】㈪㈬㈮ 10:00 ～ 16:00

こどもの日制作 1 日㈮ カ ラ ー ボ ー ル で 遊 ぼ う 15 日㈮
母 の 日 制 作  8 日㈮ おばあちゃんと遊ぼう＆相談会 22 日㈮
※実施時間すべて 10:00 ～ 12:00

NPO法人 サポートネットワークぬくもり　あいあい保育園
向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

あいあい
ルーム

え ほ ん ・ あ ら か る と 12 日㈫ 10:30 ～ 11:30
ホップ・ステップ・リトミック 26 日㈫ 10:30 ～ 11:30

就労相談（子育て中の再就職）第 2 ㈫ 11:00 ～ 12:00
子育て何でも相談 平日 10:00 ～ 16:00（電話可）広場開放 ㈫㈬㈮ 10:00～16:00 ※🅟あり

手をつなぐ子育て くるみ共同保育園（社会福祉法人 あすなろ）
壺井 508-1　☎ 072-957-3282　※前日までに電話にて予約
親子リズム遊び　21 日㈭ 10:00 ～ 11:00　
                    　■■対対■■象象 1 歳半以上の歩けるお子さん　■■持持■■物物 着替え、タオル、水筒
給食体験　21 日㈭ 11:00 ～ 11:30　■■対対■■象象 2 歳以上（1 食 400 円、定員 3 組）
実践で学ぶリズム学習会　21 日㈭ 10:00 ～ 11:00　■■対対■■象象 保育者、リズム遊びに興味のある人

園庭開放 ㈫㈬㈭ 10:00 ～ 16:00 ／子育て相談を随時実施　※🅟あり

四天王寺悲田院
地域子育て支援センターぼのぼ
学園前 6-1-1
☎ 072-957-7517　FAX 072-950-3457
◦前日までに電話にて要予約
0 歳 サ ロ ン
13 日㈬ 10:30～11:30
1 歳 親 子 教 室 20 日㈬
2・3 歳親子教室 27 日㈬
す こ や か 広 場 22 日㈮

10:30
～

11:30
※予約不要、自由参加
赤 ち ゃ ん 広 場
11 日㈪・25 日㈪ 10:30～11:30
お 絵 描 き  12 日㈫
※汚れてもいい服でお越しください
リ ズ ム の 日  29 日㈮

10:00
～

11:00
㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00
子育てに関する悩み・相談は随時受付

就学前の子どもが集まる「みんなの広場」「年齢別広場」「双子、年子の広場」、一日開放の「フリーデー」など。
詳しくは、センターニュース「てとてと」（ウェブサイト）をご覧ください。

子育て支援センターふるいち　　古市 4-2-9（古市複合館）　☎ 072-958-3308　FAX 072-958-3350
子育て講座 「子どもの世話と遊び」　■■とと■■きき 5 月 22 日㈮ 10:00 ～ 11:30　■■対対■■象象 就学前の子どもとその保護者、ファミリー・サポート・センター会員、一般

　　　　　　定定定定定定 　　　　定定定定 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 ■■定定■■員員 13 組程度（保育は生後 5 カ月～）　■■申申■■込込 5 月 1 日㈮～電話か窓口

あそびの広場「ピアノをたのしもう」　■■とと■■きき 5 月 19 日㈫ 10:00 ～ 11:30　■■対対■■象象 就学前の子どもとその保護者　■■申申■■込込 受付中（電話か窓口）

子育て応援ボランティア募集中
保育施設への送迎や短時間預かりなど、有償ボランティアさんを募集しています。年齢・資格不問。報酬 1 時間 700 円～。
■■問問 はびきのファミリー・サポート・センター（子育て支援センターふるいち内）☎ 072-956-4943

子育て支援センターむかいの　　向野 523（向野こども園旧園舎 1 階）☎ 080-7536-7898　FAX 072-953-6361
子育て講座 「歯っぴーきっず」　■■とと■■きき 5 月 27 日㈬ 10:00 ～ 11:30　■■対対■■象象 就学前の子どもとその保護者　■■定定■■員員 15 組程度（保育は生後 5 カ月～）　

　　　　　　　　　　　　　　　　申申申申申申申申申申申申申申申申 　　　　　　　　　　申申申申申申申申申申 ■■申申■■込込 5 月 1 日㈮～ 電話か窓口　※19 日㈫落選者のみ電話連絡

つどいの広場事業（5月）

子育て広場に遊びに来ませんか？
絵本の読み聞かせ・おままごと・季節の工作・
園庭遊びなど。保育士・臨床心理士・社会
福祉士に子育て相談が可能
■■とと■■きき 5月19 日㈫ 10:00～11:30　
■■場場■■所所  所所羽曳野荘 多目的ホール　
■■問問 児童養護施設羽曳野荘
　 中條・西岡 
　 ☎ 072-956-2102

▼羽曳野荘
　ウェブサイト



9−はびきの　令和 8 年 （2026 年）5 月−

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

催
し
・
ス
ポ
ー
ツ

～お母さんと乳幼児～

マタニティ交流会 ※予約制 (WEB 申込可）
手作りグッズ作成「デコマタニティキーホルダー」
■■とと■■きき  象象5 月 22 日㈮ 14:00 ～ 16:00
■■対対■■象象 妊娠 36 週未満の妊婦さん（妊娠 36 週以降の方は相談）
　　 ※保育なし

マタニティスクール ※予約制 (WEB 申込可）
■■とと■■きき  象象6 月コース：① 6月9日㈫  ② 20 日㈯  ③ 30 日㈫
■■対対■■象象  象象��象象初産婦さん・①②③とも参加可能な方優先

はじめての育児交流会 ※予約制（WEB 申込可）
■■とと■■きき  象象5 月 22 日㈮・6 月 30 日㈫ 14:00 ～ 16:00 
■■対対■■象象  象象生後２カ月頃～４カ月健診までの赤ちゃんとご家族　

＜申込フォーム＞

＜申込フォーム＞

＜申込フォーム＞

21 時まで子育て相談を受ける窓口
■■とと■■きき ㈪～㈮ 18:00 ～ 21:00
　　 ※㈷除く申申
■■申申■■込込 �市ウェブサイト上の
　　 申込フォームから予約

子育て世帯訪問支援事業
家事・子育てに不安や負担
を抱える子育て家庭、妊産
婦などに対して訪問支援員
が居宅を訪問し、家事・育児を支援
するサービスです。

児童虐待の疑いなど “おかしい”と思ったら
㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 ※㈷除く

子どもの居場所づくり団体一覧

こども家庭支援課 家庭児童相談担当  ☎ 072-956-1000

こども家庭支援課 母子保健担当     ☎ 072-956-1000

公立教育・保育施設の子育て支援（5 月）
施設名［☎ 市外局 072］ あそびにおいでよ！ようちえん

羽曳が丘幼稚園［958-7201］ 18 日㈪ 13:30 ～ 14:30
埴 生 南 幼 稚 園［957-0212］ 18 日㈪ 13:30 ～ 14:30
埴 生 幼 稚 園［955-1062］ 18 日㈪ 9:30 ～ 10:30
高 鷲 南 幼 稚 園［955-1624］ 11 日㈪ 13:00 ～ 14:00
こども未来館たかわし［955-0730］

 園庭開放　㈫㈭ 10:00 ～ 11:00
向 野 こど も 園［953-2071］
古 市 こど も 園［958-0206］
軽 里 保 育 園［958-3338］
はびきの保育園［958-3328］
■■持持■■物物  物物着替え・タオル・水筒・上靴（幼稚園のみ）　■■対対■■象象  物物未就園児と保護者

予定（中止の場合あり）や育児相談など、詳細は事前に各園へ問い合わせください。

民間教育・保育施設の子育て支援（5 月）
施設名［☎市外局 072］ 園庭開放（健康相談は要予約）

高鷲保育園 ［953-3883］㈪～㈮10:00 ～12:00 雨天中止
さかとがはらこども園 ［956-6246］第 2・4 ㈯10:00 ～11:00 雨天中止
明の守こども園 ［954-9630］第 3 ㈫10:00 ～11:00 （要予約）
認定こども園 誉田保育園 ［958-2525］23 日㈯10:00 ～11:00 雨天中止
郡戸こども園 ［938-5280］第 2 ㈫10:00 ～11:00 雨天中止
高屋保育学園 ［957-1234］㈫㈭14:30 ～15:45 雨天中止
四天王寺悲田院こども園［957-7517］㈫㈮10:00 ～11:00 雨天中止
あおぞらこども園 ［950-1105］第 4 ㈬10:00 ～11:00
ベビーハウス社協 ［930-0240］14 日㈭10:00 ～11:00
認定こども園 白鳩羽曳野幼稚園 [957-0555] 11日㈪・25 日㈪11:00 ～11:30

病後児保育（0 歳～学童）　とと

利用時間

8:00（7:30）～ 18:00（19:00）
※カッコ内は延長可能時間

［当日］9:00 ～ 17:30（延長不可）
［土曜］8:00 ～ 17:00（当日利用および延長不可）

■■申申■■込込  込込㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00（電話可、当日利用可）
■■￥￥ 1 人 1 日 1,000 円（延長 30 分 300 円）
　 ●給食費５００円（おやつ代含む）※令和８年４月１日より
　 ●非課税世帯は半額、生活保護世帯は無料、2 人目以降の子ども半額
■■問問 �NPO 法人サポートネットワーク ぬくもりあいあい保育園

（向野 2-8-2［埴生診療所敷地内］）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

乳幼児健康診査（場所：保健センター）
対象児に個別通知します。
健診日 2 週間前までに通知が届いていない方はご連絡ください。

種類 日程 対象児

4 カ月児
健康診査

5 月 15 日㈮ 令和 8 年 1 月 1 日～ 16 日
5 月 29 日㈮ 令和 8 年 1 月 17 日～ 31 日
6 月 12 日㈮・26 日㈮ 令和 8 年 2 月生まれ

1 歳 6 カ月児
健康診査

5 月 25 日㈪・26 日㈫ 令和 6 年 10 月生まれ
6 月 22 日㈪・23 日㈫ 令和 6 年 11 月生まれ

2 歳 6 カ月児
歯科健康診査

5 月19 日㈫・20 日㈬ 令和 5 年 11 月生まれ
6 月16 日㈫・17 日㈬ 令和 5 年 12 月生まれ

3 歳 6 カ月児
健康診査

5 月 12 日㈫・13 日㈬ 令和 4 年 11 月生まれ
6 月 2 日㈫・3 日㈬ 令和 4 年 12 月生まれ

健診や教室などの
　　日程はこちら▶

▼市ウェブサイト



10 −はびきの　令和8年（2026年）5月−

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

催
し
・
ス
ポ
ー
ツ

白鳥児童館白鳥児童館
翠鳥園 2-9-101　☎・FAX  072-957-4900
㈪～㈯ 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00
●小学生と保護者同伴の乳幼児対象　●駐車場なし

5 月の予定

13 日㈬ 10:30 ～ 11:00 絵本のへや（絵本・紙芝居など）

13 日㈬ 15:00 ～ 16:00 将棋であそぼう　■■対対■■象象  きき小学生

16 日㈯ 14:00 ～ 15:00 グラウンドゴルフで遊ぼう
■■持持■■物物  きき水筒、帽子　※雨天中止

18 日㈪ 10:30 ～ 11:30 わくわく子育て広場「どろんこ遊びをしよう」
■■持持■■物物  きき着替え、タオル　※雨天中止

20 日㈬ 15:00 ～ 16:00 みんなで遊ぼう水曜日 「鬼ごっこをしよう」
■■持持■■物物  きき水筒、帽子　※雨天中止

25 日㈪ 10:30 ～ 11:00 絵本のへや（絵本・紙芝居など）

23 日㈯ 
　① 10:00 ～ 11:30
　② 14:00 ～ 15:30

ハンドメイド教室（おやつ作り）「カップケーキ」
■■対対■■象象  きき1 ～ 6 年生　■■￥￥  きき100 円（当日持参）
■■定定■■員員  きき①②各 10 人（先着順）
■■申申■■込込  きき電話にて5月9日㈯9:00～
　　 （市民に限る）
■■持持■■物物  ききエプロン、三角巾、水筒、マスク

白鳥児童館
ウェブサイト▶ 青少年児童センター青少年児童センター

向野 3-1-33　☎ 072-952-0032　FAX  072-937-8580
●一般開放（体育館・運動広場・学習室）
　㈪～㈯ 13:00 ～ 17:00  ※㈰㈷除く

5 月の予定（教室の申込は電話・窓口で受付）

子ども広場「将棋教室」 ～初めての人・やってみたい人は気軽にご参加ください～
■■とと■■きき 9 日㈯・16 日㈯・30 日㈯ 15:00 ～ 16:30対対
■■対対■■象象  きき小学生（市内在住）　※開催日変更の場合あり

おもしろ教室「カラフルコースター」
～２枚のフェルトを組み合わせてコースターを作りましょう～
■■とと■ ■ きききき 23 日㈯ 10:00 ～ 11:30
■■対対■■象象  きき3 歳以上の幼児と小学生（市内在住・1 年生まで保護者同伴）
■■定定■■員員  きき先着 15 人　■■持持■■物物 筆記用具・たちばさみ ・定規
■■￥￥  きき200 円　■■申申■■込込 5月1日㈮ 9:30 から電話受付

子育てセミナー「親子体操」～親子で楽しくスキンシップ～
■■とと■■きき 16 日㈯ 10:30 ～ 11:30
■■場場■■所所  きき体育館　■■対対■■象象  きき就学前の子どもと保護者（市内在住）　
■■内内■■容容  ききマット・ボール運動・トランポリンなど　
■■持持■■物物  きき体育館シューズ（参加者全員）　■■￥￥  きき一家族 100 円
■■申申■■込込  きき当日、直接お越しください

青少年児童センター
　　ウェブサイト▶
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図書館だより 市内図書館の開館時間 10:00 ～ 18:00　※古市 [～17:30]、中央 [ 平日のみ ～ 20:00]
全館休館：毎月最終㈬ ※㈷の場合は翌日、12 月を除く
ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 072-937-7210  開館㈫㈭㈯ 13:30～16:30

『Doki ☆土器  発掘調査～関西万博のエピソードもあるよ～』
～羽曳野市文化財世界遺産室・羽曳野市立中央図書館共同企画講演会 第３弾～
■■とと■ ■ きききき 5 月 10 日㈰
　①午前の部 10:30 ～ 12:00（ワークショップ）先着 36 人
　②午後の部 14:00 ～ 16:00 頃（講演会）先着 50 人
■■場場■■所所   ききＬＩＣはびきの 3 階 視聴覚室
■■対対■■象象   きき小学 4 年生以上（小学1～ 3 年生は保護者同伴なら可）
■■申申■■込込  中央図書館窓口・電話・ロゴフォームから申込み

おはなしボランティア入門講座
＜講師＞桑原 絵里子さん
＜協力＞おはなしボランティアグループ「はびきの」とと
■■とと■ ■ きききき 6 月 4 日・18 日・7 月 2 日・16 日㈭ 10:15 ～ 12:00
■■場場■■所所   きき中央図書館 多目的室　　■■定定■■員員   きき先着 10 人
■■申申■■込込  中央図書館窓口か電話で申込み

大人のおはなし会（大人から子どもまで一緒に楽しめます）
「ことばのかたち」「どんと来い！三途の川」「くわずにょうぼう」ほか
出演：おはなしボランティアグループ「はびきの」とと
■■とと■ ■ きききき 6 月 13 日㈯ 14:00 頃～（ラジオ体操終了後）
■■場場■■所所   きき陵南の森総合センター　2 階視聴覚室

～図書館で映画を楽しもう～  わくわくドキドキ★ムービーシアター
『旭山動物園物語』（邦画）
■■とと■ ■ きききき 5 月17 日㈰ 上映14:00～（開場13:30～） 　
■■場場■■所所   ききLICはびきの映像セミナー室
■■対対■■象象   きき図書館利用カードをお持ちの方　　■■定定■■員員   きき先着 45 人
■■申申■■込込   きき5 月1 日㈮～ 中央図書館窓口・電話・ウェブサイトから申込み

令和 8 年度 雑誌スポンサー（企業、商店、団体）募集中！
雑誌にスポンサー名と広告掲載などの特典があります。

【期間】7 月 1 日～令和 9 年 6 月 30 日（年度途中の申込も随時受付）
募集要項など詳細は、図書館ウェブサイト参照

＜蔵書点検にともなう各図書館の休館日のお知らせ＞
　休館中の本の返却はブックポストへ（CD・DVD の投函不可）
陵南の森、羽曳が丘、丹比、東部
5 月 20 日㈬～ 24 日㈰、5 月 30 日㈯（6 日㈬～ 19 日㈫ ３週間貸出）
中央、古市
5 月 26 日㈫～ 30 日㈯（12 日㈫～ 24 日㈰ ３週間貸出）
ブックステーションはびきのコロセアム　5 月 30 日㈯

市内図書館 おはなし会 特集テーマ

中　  央　☎ 072-950-5501　㈪休館
  2 日㈯　16 日㈯ 11:00 ～ 一般・さあ、でかけよう／ 児童・みどりの本

特集１・「世界遺産のまち」
 特集２・書庫の本だしました

10 日㈰　24 日㈰ 14:00 ～
16 日㈯ 15:00 ～

陵南の森　☎ 072-952-2750　㈮休館
  3 日㈰　10 日㈰ 11:00 ～

一般・春だから…心と身体を整えよう！
児童・きもちをつたえる本

16 日㈯ 15:00 ～
17 日㈰　小さい子向け 11:00 ～
17 日㈰　少し長いお話を聞ける子向け 11:30 ～

東  　部　☎ 072-950-2002　㈮休館 13 日㈬ 10:30 ～ タイムトラベル！
古  　市　☎ 072-958-0050　㈪㈫休館 ー 一般・ぶらり、電車の旅 ／ 児童・のりものにのって どこにいこう
羽曳が丘　☎ 072-958-8653
　　　　　　 072-957-5553　㈮休館   9 日㈯　16 ㈯ 11:00 ～ 春、新しいこと始めてみませんか？

丹  　比　☎ 072-937-2355　㈮休館 23 日㈯ 10:30 ～ 旅るんるん

はびきの英語はびきの英語ドリードリーム・ム・フフェェススティティババルル2026  ～参加者募集～2026  ～参加者募集～
「英語のシャワーをあびる日」にあなたも参加しませんか？羽曳野市の ALT（外国人指導
助手）6 人が、ゲームやアクティビティなど、楽しく英語と触れ合う３時間を用意して
います。英語が苦手な人も、使ってみる、しゃべってみるチャンスです。
■■とと■ ■ きききき 7 月 22 日㈬・23 日㈭　※いずれか 1 日
■■場場■■所所   きき白鳥小学校　※送迎あり（詳しくは申込書参照）対対
■■対対■■象象   きき市立小（義務教育学校を含む）5・6 年生  ※多数の場合は抽選
■■申申■■込込   きき5 月 22 日㈮～ 6 月 19 日㈮、申込フォーム
　　 （市ウェブサイト上「申込書」内の QR コード）から。
■■問問   きき学校教育課

＜市ウェブサイト＞
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健康増進課の検診（健診）や教室の申込など ☎ 072-947-3660（直通） 市役所1階⑥番窓口
● 検診（健診）は年度内に各1回。定員になりしだい締切。FAX での申し込み不可。
● 詳しくは「令和 8 年度羽曳野市健康だより（保存版）」、市ウェブサイトをご覧ください。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

健
ふ みり-ぁ

康

　　がん検診

6月から胃内視鏡（胃カメラ）検査が始まります！6月から胃内視鏡（胃カメラ）検査が始まります！
対象者 1975 年以前（受診時満 50 歳以上）の西暦奇数年生まれ

検診期間 6 月 1 日（月）～令和 9 年 3 月 31 日（水）
費用 2,000 円　※生活保護受給者は無料（当日受給証明書が必要）

受診方法
①申込フォームまたは健康増進課窓口にて申込（令和 8 年 5 月 22 日～令和 9 年 3 月末）
②「受診券」が手元に届く
③希望の実施医療機関に、直接予約する

検診対象外となる人

①抗血栓薬（血をサラサラにする薬）を内服中の人
②胃の病気で通院中、治療中、または経過観察中の人
③胃を全摘出された人
④明らかに胃部に自覚症状のある人
⑤疾患の種類にかかわらず、入院中の人
⑥胃内視鏡の挿入ができない人
⑦呼吸不全のある人
⑧妊娠中の方、またはその可能性がある人
⑨令和８年度に市が実施する胃部レントゲン（バリウム）検査
　もしくは胃内視鏡（胃カメラ）検査を受診した人

実施医療機関 ひらたクリニック 072-950-0801　　　　　　城山病院 072-958-1000
しらとり病院 072-958-5566　　　　　　　  とよだクリニック 072-976-5865

がん検診ウェブサイト

▲健康だより

胃・肺・大腸がん
申込フォーム

胃内視鏡検査受診券 
←申込フォーム

乳・子宮がん
申込フォーム

定期健康相談・栄養相談
5 月 28 日㈭ 午前中　※要予約

●集団がん検診 5 ～ 7 月分の申込受付中。
　【申込方法】ウェブ申込（6 月 12 日㈮まで）、電話、来所（市役所 1 階⑥窓口）のいずれかの方法で申込。
　その他の日程、検診の詳細は「令和 8 年度羽曳野市健康だより」または市ウェブサイトを参照。
胃がん検診（バリウム検査）、

【対象】1975 年以前（受診時満 50 歳以上）西暦奇数年生まれ
【費用】1,000 円
肺がん検診（結核健診含む）、大腸がん検診（集団検診）対対

【対象】1987 年 3 月 31 日以前生まれ（今年度 40 歳になる人）
【費用】無料
※ 65 歳以上の人は、年 1 回結核健診を受けることが法律
で義務付けられています。ただし、他に受診機会のある人は
受ける必要はありません。
保健センター 5 月 18 日㈪、6 月 30 日㈫
石川プラザ 5 月 20 日㈬
陵南の森 5 月 25 日㈪
市役所別館  6 月 7 日㈰
タケダハムはびきのコロセアム 6 月 10 日㈬
MOMO プラザ 6 月 24 日㈬

乳がん検診・子宮がん検診（集団検診）
・受診券（ピンク色もしくは黄色のはがき）が必要
（乳がん）　1985 年以前の西暦奇数年生まれの女性
【費用】1,000 円（1985 年生まれと生活保護受給者 [ 当日
受給証明書が必要 ] は無料）

（子宮がん）2005 年以前の西暦奇数年生まれの女性
【費用】無料
※受診券は 3 月下旬に対象者に発送済み。転入などで受診券
が手元にない人、80 歳以上で検診を希望の人は、健康増進
課まで問い合わせください。
保健センター 5 月 21 日㈭、7 月 1 日㈬
陵南の森 6 月 1 日㈪

家族で食事を
楽しみましょう 食育だより

（隔月発行）

毎月19 日は「食育の日」
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学ぶで～健康教室（予約制・受付中）
■■場場■■所所  所保健センター　■■￥￥   ￥￥無料　■■対対■■象象  所羽曳野市民　

※詳しくは市ウェブサイト、ちらし参照。

医
師
講
座

骨粗しょう症予防
■■とと■■きき  象象6 月 25 日㈭ 14:00 ～ 15:30(13:45 ～受付）
■■講講■■師師  象象増田 博 医師
　　（羽曳野市医師会 ますだ整形外科クリニック）
■■持持■■物物 筆記用具

歯
科
講
座

歯周病予防
■■とと■■きき  象象6 月 3 日㈬ 10:00 ～ 11:30(9:45 ～受付）
■■講講■■師師  象象歯科衛生士　■■持持■■物物 筆記用具、普段使っている歯ブラシ

運
動
講
座

更年期をラクに乗り切るエクササイズ 
5 月 16 日㈯

肩こり・腰痛予防
6 月 11 日㈭

■■とと■■きき  象象各日 10:00 ～ 12:00（9:30 ～受付）
■■講講■■師師  象象健康運動指導士（医療法人はぁとふるEudynamicsヴィゴラス）
■■持持■■物物 筆記用具、タオル、水分（水筒やペットボトル）

栄
養
講
座

適正体重
■■とと■■きき  象象6 月 15 日㈪ 10:00 ～ 11:30（9:45 ～受付）
■■講講■■師師  象象管理栄養士　■■持持■■物物 筆記用具、手拭きタオル　※試食あり

　　予防接種

子宮頸がん予防ワクチン（ＨＰＶワクチン）
《定期接種》
【対象者】小学 6 年生～高校 1 年生相当の女子
【接種期間】高校 1 年生相当になる年度の 3 月末まで
（予診票は新中学 1 年生の 5 月上旬に送付します。）
接種することで、子宮頸がんの原因の 80 ～ 90% を占める
特定の 9 種類の型のウイルス感染を防ぐことができます。

日本脳炎第 2 期
【対象者】9 歳以上 13 歳未満
（予診票は新小学校 4 年生の 5 月上旬に送付します。）
日本脳炎は国内での報告は非常にまれですが、東アジア・南
アジアにかけて広く分布しています。接種することで日本脳炎
の罹患リスクを減らす効果があります。

接種期間は各予防接種で決められています。接種忘れがないか、母子健康手帳等で確認しましょう。

高齢者帯状疱疹ワクチン
【定期接種対象者】
　今年度 65 歳となる人　※原則
　（昭和 36 年 4 月 2 日～昭和 37 年 4 月 1 日生まれ）
＜経過措置対象者（令和 8 年度）＞下表に該当する人
昭和 31 年 4 月 2 日 ～ 昭和 32 年 4 月 1 日
昭和 26 年 4 月 2 日 ～ 昭和 27 年 4 月 1 日
昭和 21 年 4 月 2 日 ～ 昭和 22 年 4 月 1 日
昭和 16 年 4 月 2 日 ～ 昭和 17 年 4 月 1 日
昭和 11 年 4 月 2 日 ～ 昭和 12 年 4 月 1 日
昭和 6 年 4 月 2 日 ～ 昭和 7 年 4 月 1 日
大正 15 年 4 月 2 日 ～ 昭和 2 年 4 月 1 日

※対象者には 4 月に案内はがきを送付済

藤井寺保健所
ウェブサイト

救急インフォメーション市立休日急病診療所　誉田 4-2-3
☎ 072-956-1000（市立保健センター２階）
平日の連絡先  ☎ 072-947-3660（健康増進課）
●休日急病診療所（内科・小児科）
●小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
※来院時は必ず事前にお電話ください。

藤井寺保健所　藤井寺市藤井寺 1-8-36
☎ 072-955-4181
● HIV・梅毒即日検査、こころの健康相談、
　医療機関に関する相談など

生活衛生室　☎ 072-952-6165
●水質検査、腸内細菌検査、ぎょう虫卵検査など

5月 31日 世界禁煙デー、
5月 31日～ 6 月 6 日 禁煙週間
　昨年 4 月より大阪府受動喫煙防止条例が
全面施行され、飲食店のたばこのルールが変
わっています。羽曳野市の公共施設などの敷地内禁煙の情
報はウェブサイトをご覧ください。

なくそう！望まない受動喫煙～マナーからルールへ～　　

　あなた自身やあなたの周りの人で、ギャンブル等をやめ
たくてもやめられないと悩んでいる人はいませんか。
本人や家族だけで抱え込まず、まずはご相談ください。

5 月はギャンブル等依存症問題啓発月間

依存症の相談先などは、
「おおさか依存症ポータルサイト」参照▶
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GoGo ウェルネス（介護予防自主支援事業） 参加者募集
運動機器を使用した筋トレと有酸素運動交互に繰り返すサーキットトレーニングや自重の筋トレを行います。
DVD を見ながら進めるため特別な知識は不要で、サポーターは見守りや進行を通して地域の人の健康づくりを支えます。

＼参加者募集／ 身体を動かして楽しく健康づくり
■■とと■■きき  平日 9:30 ～ 16:30 内で毎週１時間程度
　　 （曜日や時間は施設により異なります）
■■場場■■所所  各生きがいサロン
　　 （住所・連絡先は 15 ページ参照）
■�■�対対対対■■象象  ・市内在住の 65 歳以上の人
　　 ・医師から運動制限を受けていない人
　　 ・ご自身で来所できる人
■■申申■■込込  直接各サロンに問い合わせ

＼サポーター募集／ 地域の皆さんと一緒に活動しませんか
■■とと■■きき  ５月 22 日㈮・29 日㈮ 13:30 ～ 15:00
■■場場■■所所  恵我之荘コミュニティセンター（恵我之荘 5-1-3）
■�■�対対対対■■象象  ・40 歳以上の市内在住で講座を２日間受講可能な人
　　 ・医師から運動制限を受けていない人
　　 ・介護予防教室に理解がありサポーターの役割を担える人
■■申申■■込込  高年生きがいサロン５号館（☎ 072-931-6010）
■■講講■■師師  ミズノスポーツサービス株式会社 平田律子

　 月 火 水 木 金

午
　
前

9:15

10:35
11:00

12:20

9:15 ～ 10:35
★★★★★

①ラララサーキット
※下記（左）参照

9:15 ～ 10:35
★★☆☆☆

⑪膝痛・腰痛改善クラス
膝や腰の悩みにアプローチします

9:15 ～ 10:35
★★★☆☆

⑨ラララサーキット・ライト
※下記（中央）参照

9:15 ～ 10:35
★★☆☆☆

⑫転倒予防クラス
転ばない体を目指します

9:15 ～ 10:35
★★★★★

⑦ラララサーキット
※下記（左）参照

11:00 ～ 12:20
★★★☆☆

⑧ラララサーキット・ライト
※下記（中央）参照

11:00 ～ 12:20
★★★★★

②ラララサーキット
※下記（左）参照

11:00 ～ 12:20
★★★★★

③ラララサーキット
※下記（左）参照

11:00 ～ 12:20
★★★★★

⑤ラララサーキット
※下記（左）参照

11:00 ～ 12:20
★☆☆☆☆
⑮元気体操

※下記（右）参照

午
　
後

13:15

14:35

15:00
15:15

16:20
16:35

13:15 ～ 14:35
★☆☆☆☆

⑩筋トレ＆ストレッチ
日常生活の動作に必要な

筋力づくり

（1）13:15 ～ 14:00
（2）14:15 ～ 15:00

★★★★★
⑲サーキットトレーニング
DVD でマシンと有酸素運

動を交互に行います

13:15 ～ 14:35
★★★★★

④ラララサーキット
※下記（左）参照

13:15 ～ 14:35
★★★★★

⑥ラララサーキット
※下記（左）参照

13:15 ～ 14:35
【文化プログラム】

⑳やさしいクラフト教室
7月 3・17、8月 7・21、9月 4・18
㉑喉を鍛える健康声みがき ® 講座

7月10・24、8月14・28、9月11・25

（1）15:00 ～ 15:45
（2）16:00 ～ 16:45

★★★★★
⑱サーキットトレーニング
DVD でマシンと有酸素
運動を交互に行います

15:15 ～ 16:35
★★★★☆

⑭レッツ筋力トレーニング
チューブを利用し、体幹や

脚力などを強化します

15:00 ～ 16:20
★★★★☆

⑯リズム運動
リズムにのって有酸素運動

筋トレを行います

15:00 ～ 16:20
★★★☆☆
⑬骨盤体操

骨盤周辺を強化します

15:00 ～ 16:20
★☆☆☆☆

⑰リラックスヨガ
自律神経を整え、心身の健康を支え

ます。初めての方にもおすすめ

LICウェルネスゾーン
2026年 7月期（7月～9月）受講生募集

7月1日スタート!  場所:LICはびきの＜🅟あり＞

【予約・申込】LICウェルネスゾーン ☎072-958-0711 ／【事業に関すること】高齢福祉介護課 ☎072-947-3825

対象　65 歳以上の市民（令和8年7 月1日時点）で、
　　　医師による運動制限のない方、自身で来所できる方
申込方法　5 月 7日㈭～15 日㈮に本施設に来館
当選発表　6 月 1日㈪～ 5日㈮に本施設・市ウェブサイトに掲載
　　　　※新規者優先　※★の数が多いほど運動強度が高くなります。

①～⑦ ラララサーキット
マシンを使った筋トレと椅子に座って

有酸素運動のリズム体操を交互に行います。

⑪膝痛・腰痛改善クラス
膝痛や腰痛の予防・改善に必要な

筋力トレーニングを行います。

⑧⑨ ラララサーキット・ライト（認知症予防）
筋トレと椅子に座って行うリズム体操。体も
脳も活性化させ認知機能向上を目指します。

⑫転倒予防クラス
足底のバランス向上や筋力トレーニングを

行い転ばない体づくりを目指します。

⑩筋トレ＆ストレッチ
日常生活の動作に必要な筋力づくり

⑮元気体操
筋力・認知・口腔機能を改善する

体操を行います。

※参加者として活動するにはクラスの収容人数により待機者登録の上お待ちいただくことがあります。
※サポーター希望者が参加者として活動したい場合は優先します。 
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認知症サポーター養成講座
認知症サポーターとは、認知症について正しく理解し、認知症の人
やその家族を温かく見守る応援者のことです。講師は研修を受けた
キャラバン・メイトが務めます。講座を受講するとオレンジリング

（「認知症の人を応援します」という意思を示す目印）をお渡しします。
■■とと■■きき  5 月 22 日㈮ 13:30 ～ 15:00
■■場場■■所所  高年生きがいサロン 6 号館とと

■�■�対対対対■■象象  市民優先（初めて受ける人）　■■定定■ ■ 員員員員 先着 20 人

■■申申■・■・込込込込 ■■問問  高齢福祉介護課（地域包括支援担当 ☎ 072-947-3822）
　　　　 へ電話

高齢者向けスマホ教室《LINE 活用編》基本的な使い方、友達追加や写真送信、グループトークの操作方法など
とき 場所 定員 講師

5 月 18 日㈪ 13:30 ～ 15:00 高年生きがいサロン 3 号館 先着 12 人 ソフトバンクより派遣
5 月 26 日㈫ 13:30 ～ 15:00 高年生きがいサロン 6 号館 先着 15 人 docomo 羽曳野店より派遣

■�■�対対対対■■象象  65 歳以上の市民　　■■持持■■物物   員員本人確認書類（26 日のみ）、筆記用具　　■■申申■■込込  各サロンへ電話
※教室内でスマホの営業・販売は行いません。同意がある場合のみ、後日アフターサポートなどの連絡をすることがあります。
※ 26 日の教室では docomo の会員登録が必要です。個人情報は適切に管理し、目的以外には使用しません。

生活支援コーディネーターが応援します！
　地域の「困りごと」や「やりたいこと」を生活支援コーディネ
ーターに話してみませんか？生活支援コーディネーターは、「地域
支え合い推進員」とも呼ばれ、高齢者が住み慣れた地域で自立し
た生活を続けられるよう、地域の支えあいの仕組みづくりを応援
します。
＜生活支援コーディネーターの主な活動といるところ＞
　●体操や趣味の教室などの活動情報を集めて紹介
　●「地域のために何かしたい」という人をサポート
　●「困った」と「助けたい」をつなぐ
　●自治会や NPO、企業などと協力し、つながりの輪を拡大　など

エリア（小学校区） 事業所名 ☎
市外局番 072

古市、白鳥、西浦、
古市南、駒ヶ谷、西浦東 在宅介護支援センター羽曳野 958-9951

羽曳が丘、埴生南、埴生 中圏域地域包括支援センター 959-2006
高鷲南、恵我之荘、高鷲、

高鷲北、丹比 西圏域地域包括支援センター 953-1003

いきいき百歳体操
　近くの集会所や公民館で、いきいき百歳体操に取り組みませんか？
1 回約 30 分、週 1 ～ 2 回の参加で、歩行や階段の上り下りが楽に
なったという声も多く寄せられています。体力づくりだけでなく、
地域の人との交流や外出のきっかけにもなります。
会場の場所や実施曜日、立ち上げ方法など詳しくは 
パンフレットかウェブサイトを参照ください。
＜パンフレット配布場所＞
高齢福祉介護課（市役所別館）、支所、
陵南の森公民館、高年生きがいサロン、
向野老人憩いの家、埴生南老人憩いの家、
はびきのコロセアム、市民体育館、
健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場、
市内コミュニティセンター、
エコプラザはにふ、LIC はびきの、
古市集会所　ほか
■■問問  問高齢福祉介護課　地域包括支援担当 
☎ 072-947-3822

笑顔で長生きいただきます講座～試食付き～
必要な栄養素の取り入れやすい方法を管理栄養士がお伝えします
＜試食の内容＞
　・電子レンジで蒸し鶏のバンバンジー
　・麩の卵とじ
　※少量の試食のため、昼食は済ませてお越しください。

とき 場所
6 月 15 日㈪ 13:30～15:00 高年生きがいサロン 3 号館
6 月   9 日㈫ 13:30～15:00 高年生きがいサロン 5 号館

■�■�対対対対■■象象  おおむね 65 歳以上の市民　　■■定定■ ■ 員員員員 各先着 15 人
■■申申■・■・込込込込 ■■問問  1 週間前までに各サロンへ申込み

まちの保健室
●運動・認知症・栄養・介護についての相談会や講義
●前月 1 日より受付開始。前日までに各サロンに申込み。
  （恵我之荘コミュニティセンターは生きがいサロン 5 号館へ申込み）
■�■�対対対対■■象象   所所おおむね 65 歳以上の市民　　■■￥￥  無料

日程 時間 場所 定員 内容

個
別
相
談

5 月 13 日㈬

13:00 ～ 15:30

6 号館

先着 5 人
（1枠30分程度）

保健師・管理栄養士が健康に関して
心配なことがあれば個別相談をお受けします。

5 月 19 日㈫ 5 号館
5月25日㈪ 3 号館

5月29日㈮ 恵我之荘コミュ
ニティセンター

5 月 28 日㈭（介護相談可） 14:00 ～ 16:00 5 号館 先着 8 人 理学療法士が病院受診のタイミング、痛みと運動の関係、
介護の方法等相談をお受けします。6 月 17 日㈬（介護相談可） 10:00 ～ 12:00 6 号館 先着 4 人

講
座

5 月 26 日㈫（介護相談可） 13:30 ～ 15:30 5 号館 ①先着 15 人
②先着 2 人

（同時開催）

①「スクエアステップで認知症予防」
脳の活性化のための軽い運動と講話
※上靴、水分補給の飲み物を持参

②認知症について
　の個別相談会6 月 19 日㈮（介護相談可） 10:00 ～ 12:00 6 号館

恵我之荘コミュニティセンター（恵我之荘 5-1-3　☎ 5 号館へ）
高年生きがいサロン 3 号館（古市 1541-1　  ☎ 072-959-0220）
高年生きがいサロン 5 号館（野 640-1　　　 ☎ 072-931-6010）
高年生きがいサロン 6 号館（羽曳が丘 3-1-13　☎ 072-959-0580）

【【パンフレットパンフレット表紙】表紙】
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●特定健康診査（特定健診）：メタボリックシンドローム（内臓脂肪型肥満）に着目した内容の健診
●後期高齢者医療健康診査（健康診査）：生活習慣病に加え、加齢に伴う心身の衰え（フレイル）などをチェックする健診
〇羽曳野市民健診：特定健診などに追加して血液検査項目などを充実させた健診。

特定健診（健康診査）などと同時実施となります。羽曳野市民健診のみの受診はできません。

＜受診方法＞
特定健診等受診券と保険資格の確認できるもの（マイナ保険証または資格確認書など）を持参し、実施医療機関にて受診

（※ 1）社会保険の方の特定健診自己負担額は、ご加入の保険者にご確認ください。
（※ 2）社会保険の特定健診では血清クレアチニン・e-GFR・尿酸が基本項目に含まれていませんが羽曳野市民健診で受診可能です。

特定健診・羽曳野市民健診実施医療機関一覧は右のページをご覧ください。（事前に医療機関へ連絡のうえ、受診してください）

♦♦その他検査♦♦
大腸がん検診・肝炎ウイルス検査は特定健診等と同時に無料で受けることができます。（羽曳野市内の指定医療機関のみ同時実施可能）
※肝炎ウイルス検査は 40 歳以上で今までに受けたことのない人が対象です。

＜問合せ＞　特定健診・健康診査：保険年金課 ☎ 072-947-3605　　市民健診・その他検査：健康増進課 ☎ 072-947-3660

　プレ特定健診のご案内

　４月下旬から以下の人にプレ特定健診受診券はがきを順次発送しています。生活習慣病の予防のため、年度に１回無料で受診できます。
【対　象　者】今年度中に 20 歳から 39 歳になる羽曳野市国民健康保険加入者
【受診開始日】５月７日㈭
【受診時の持ち物】受診券はがき・羽曳野市国保資格が確認できるもの（マイナ保険証・資格確認書など）
【実施医療機関】受診券はがきの裏面を確認ください。
※ 30 歳から 39 歳の方は、プレ特定健診か人間ドックのどちらか１つの受診となります。

　40 歳から 74 歳で羽曳野市国民健康保険に加入の人へ

特定健康診査受診券（水色）を順次発送しています。
【自己負担金】なし　　　【受診開始日】5 月 7 日㈭
※受診の際は、受診券と羽曳野市国民健康保険の資格が確認できるもの（マイナ保険証・資格確認書など）を必ず持参ください。

【問合せ】 保険年金課 保健事業担当　☎ 072-947-3605

5 月 7 日㈭から健診が始まります

＜問合せ＞　保険年金課 保健事業担当
☎ 072-947-3605

＋

特定健診の内容（基本項目）無料※ 1
身体診察  問診 / 身体計測 / 腹囲測定 / 血圧測定
血
液
検
査

脂質検査  中性脂肪 /HDL コレステロール /LDL コレステロール
肝機能検査  AST（GOT）/ALT（GPT）/ γ -GT
血糖検査  空腹時血糖 /HbA1c
腎機能検査  血清クレアチニン /e-GFR/ 尿酸 ※ 2

尿検査  糖及び蛋白の有無

羽曳野市民健診の内容（基本項目に追加）無料

血
液
検
査

肝機能検査  ALP

貧血検査  赤血球 / 血色素量（ヘモグロビン）/ ヘマトクリット /
 白血球 / 血小板 / 血清鉄

その他の検査  血清アミラーゼ / 血清アルブミン /CRP 定量
尿検査  潜血の有無
心電図検査  心疾患の有無
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人間ドックのご案内
生活習慣病の予防・早期発見・治療のため、羽曳野市国民健康保険被保険者の満 30 歳以上の人に年度内 1 回
人間ドックの費用助成を行っています。（自己負担あり）

【対象者】次の①～④の条件をすべて満たしている人
①申請時に羽曳野市国民健康保険被保険の加入届出日より 6 カ月以上経過し、
　かつ受診日も継続して資格を有する人。
②受診時、満 30 歳以上 75 歳未満の人。
③国民健康保険料の滞納がない人。
④年度内に特定健診（プレ特定健診）を受診されていない人。

＜人間ドック申請から予約までの流れ＞
①助成の申請（※受診後の申請はできません）
以下のいずれかの方法で申請してください。
●オンライン申請
●羽曳野市保険年金課窓口（支所では受付不可）
※窓口での申請の際は本人確認ができるもの

（マイナ保険証・資格確認書・運転免許証など）が必要。

②人間ドック助成決定通知書の発行
　申請から約 2 週間で手元に届きます。

③自身で人間ドックを予約
　決定通知書が手元に届いたら、右記の実施医療機関にて予約。

④人間ドック受診
　当日は、以下を持参のうえ受診してください。不足書類などがあると
　受診できません。
　・羽曳野市国保資格が確認できるもの（マイナ保険証・資格確認書など）
　・特定健診受診券（年度末年齢 40 歳以上かつ受診時に 75 歳未満の人のみ）
　・人間ドック助成決定通知書
　・医療機関から指定された書類など（問診票、検査キットなど）

＜人間ドック実施医療機関一覧＞
【羽曳野市】城山病院、天仁病院、
　　　　　  しらとり病院（旧藤本病院）

【藤井寺市】青山病院
【富田林市】PL 病院、大阪府済生会富田林病院
【松原市】松原徳洲会病院、阪南中央病院
【柏原市】市立柏原病院
【堺　市】ベルクリニック
【大阪市】多根クリニック、大野クリニック、
　聖授会 OCAT 予防医療センター、
　大阪公立大学医学部附属病院 MedCity21

＜問合せ＞　保険年金課　保健事業担当　☎072-947-3605

医  療  機  関  名 電 話 番 号 大腸がん
個別検診

江口クリニック 950-5580 ○
江藤クリニック 956-8881 ○

丘の上きのうクリニック 959-3707 〇
おとのクリニック 931-2001 ○

加藤医院 953-5901 ○
亀山医院 957-5330

かわばた医院 950-3700 ○
貴志クリニック 958-9062 ○

きのうクリニック 958-3388 ○
きのした整形外科 950-0787

倉岡医院 954-3294 ○
コープ診療所 938-6226 ○

坂本クリニック 958-7270 ○
しまだクリニック 954-3301 ○

しもと医院 955-1661 ○
たてやまクリニック 955-3005 〇

調子医院 952-3150 〇
土屋医院 957-1001 ○

とよだクリニック 976-5865 〇

医  療  機  関  名 電 話 番 号 大腸がん
個別検診

なわクリニック 958-2014 ○
ぬかた内科クリニック 958-2222 ○
はしむらクリニック 931-2759 〇

埴生診療所 953-0885 ○
はやま内科クリニック 958-1192 ○

ひきまクリニック 950-4880 ○
ひらたクリニック 950-0801 ○

福岡医院 956-3027 ○
ぶどうの家診療所 950-0155 ○

ふるやまクリニック 955-0188 ○
ますだ整形外科クリニック 957-6815 ○

森クリニック 930-2755 ○
やすだ内科クリニック 931-7777 ○

山田クリニック 953-0121 〇
山本内科クリニック 958-1567 ○

城山病院 958-1000
高村病院 939-0099 ○
天仁病院 939-8561

しらとり病院（旧藤本病院） 958-5566 〇

医  療  機  関  名 電 話 番 号

青山病院 953-1211
青山藤ヶ丘病院 931-1100

池田医院 955-0720
うえた内科医院 936-0088

内本外科内科診療所 955-2111
おおかわ整形外科クリニック（※） 945-2345

数尾診療所 955-4768
可児医院 955-1847

きしだ内科 955-8220
北村外科内科クリニック 938-1700

久保医院 955-1220
黒川クリニック 931-0800

くろだ内科クリニック 936-8810
佐井胃腸科肛門科 937-2029
しかたクリニック 937-2759

白江医院 955-0545
白川医院 955-0703

そごうクリニック 931-0005
竹口クリニック 930-5600

辰巳医院 939-8081

医  療  機  関  名 電 話 番 号

ときよしクリニック 952-8607
鳥居医院 955-0268

永井医院（※） 955-4993
長崎医院 955-7070

中本内科クリニック 952-5181
ナワタクリニック 953-0666

なんぽう腎・泌尿器科クリニック 936-3311
西村クリニック 952-8460

はまぐち内科クリニック 931-2727
平松産婦人科クリニック 955-8881
ふくはら整形外科内科医院 952-8834

藤田内科医院 954-7707
船内クリニック 955-0678

松田医院 939-4307
松田クリニック 931-5551
みつおか医院 955-1206

元村医院 955-0240
森川医院 939-5888

やまどり医院 954-8168

特定健診・羽曳野市民健診実施医療機関 ・  ○  大腸がん個別検診を同時実施（羽曳野市内医療機関のみ）
・（※）羽曳野市民健診未実施（特定健診のみ受診可能）

＜羽曳野市の医療機関＞ ☎市外局番 072 ＜藤井寺市の医療機関＞ ☎市外局番 072

♦♦対象となる 40 歳以上の人へ♦♦
・同一年度内に受診できるのは、特定健診か
  人間ドックのどちらか一方です。
・人間ドックは特定健診の検査項目を含むため、
 すでに特定健診を受診した人は人間ドックを
  受けられません。

【検査項目】
●人間ドック基本検査
　（身体測定・診察・肺活量・尿検査・便検査・血
　液検査・心電図・腹部超音波検査・レントゲン
　検査・聴力検査・眼科検査等）
●オプション検査
　・脳ドック（MRI・MRA）
　・レディースドック（乳がん・子宮がん）
　※オプション検査のみの実施は不可

オンライン申請
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

◆老齢基礎年金の受給資格期間について
老齢基礎年金を受け取るためには、国民年金

保険料納付済期間と国民年金保険料免除期間 
などを合算した資格期間が 10 年以上必要です。

また、厚生年金や共済組合等の加入期間や、
国民年金第 3 号に加入していた期間も、老齢 
基礎年金の資格期間に含まれます。

◆老齢基礎年金の受給には請求手続きが必要です！
受給権が発生する年の誕生月の約 3 か月前

に、日本年金機構または共済組合等から「年金
請求書」が届きますので、各提出先にてお手 
続きをしてください。

（はびきの鍼灸マッサージ師協会）　☎ 072-958-5764

自営業者やフリーランスなど国民年金の第1号
被保険者の方々が安心して老後を過ごせるように、
老齢基礎年金（国民年金）にゆとりをプラスする 
公的な年金制度です。詳しくは、下記までお問合せ
ください。

【 問合せ先 】	 全国国民年金基金　近畿支部
	 ☎ 0120-65-4192

国民年金の定額保険料に加えて付加保険料（月額 400 円）を納める
ことにより、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされる制度です。

■納付できる方
・国民年金第1号被保険者（産前産後免除期間も納付可能）
・任意加入被保険者（65 歳以上の方を除く）
※申出月からの加入となり、遡って加入はできません。
※個人型確定拠出年金は拠出限度額があります。納付額によっては、

付加保険料と併用できない場合があります。
■納付できない方

・国民年金保険料の納付を免除されている方
・国民年金基金の加入員である方

■付加年金額　「200 円×付加保険料納付月数」
例 ) 付加保険料を10 年 (120 月: 保険料 48,000 円 ) 納めた場合、

120 月×200 円＝24,000 円（年間受給額）が老齢基礎年金額
にプラスされます。

２年以上受け取ると納めた付加保険料以上の年金を受給できます。
【 届出先 】 年金事務所  または  保険年金課  年金担当

 【問合せ】 ■天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531（代）
 [ 平　日 ] 8:30 ～17:15 
　　　　　※週初めの開所日は19:00 まで 
 [ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
 ※自動音声による案内。（⑤で所員が対応。） 日本年金機構

ウェブサイト

顎関節症は、①噛みしめる筋肉などの痛み ②顎関節 
の周囲に有する靭帯や軟組織の損傷 ③関節円板の 
位置がずれることによる顎の動きの異常 ④顎関節の 
変形  による 4 種類に分類されます。

①は、食いしばりや歯ぎしり、不良な姿勢により 
筋肉が疲労することによって生じます。

②は、口を開けすぎたりすることで顎関節が捻挫の
ようになってしまうタイプです。

③は、関節円板と呼ばれる顎関節が移動するときに
クッションの役割を担ってくれる組織があります。不良
な噛み合わせや頬杖などにより、ずれてしまうことに
よって生じます。

④は、顎関節自体が食いしばりなどにより、すり 
減って変形してしまうタイプです。
『食いしばり』『歯ぎしり』『片側でしか食事をしない』

などの多種多様の要因により、口が開かなくなったり、 
痛みがでたり、 顎が曲がってしまったりする病気を 
顎関節症と呼称すると思っていただけたら幸いです。

顎に支障をきたすとどこで噛めば良いかの正解が 
分からなくなり悪循環に陥ってしまいます。顎関節症は
早期に手を打てば、徐々に治癒していくことが多いです。

少しでも顎や噛み合わせに違和感や痛みがあれば 
お近くの歯科医院までご相談ください。

青木歯科　青木拓也

顎関節症について顎関節症について   そ そのの②②（広（広報報33月号の続き）月号の続き）

受給資格期間が10年以上あれば
老齢基礎年金を受給できます！

国民年金基金について

付加年金について

（2） 気滞タイプ
気の巡りが悪い状態、気が停滞し、消化器の 

機能停滞や、上半身の緊張・疼痛や、さらに精神
症状が出やすい状態です。無気力や疲労感、だるさ、
食欲不振などが起きやすい。

・ニキビや吹き出物ができやすい
・怒りっぽい
・食事や睡眠時間が不規則
・ためいきをよくつく
・顔がほてることがある
ストレスを避け、深呼吸や運動、入浴などで、 

リラックスにつとめることが大切でしょう。

小児鍼・健康はり体験会
と　き　5 月 18 日㈪　13:30 ～ 18:00
場　所　保健センター 2 階 予防接種ホール
対　象　乳幼児・成人 
申　込　当日会場にて
問合せ　はびきの鍼灸マッサージ師協会
　　　　TEL・FAX　072-958-5764
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

お知らせ

「令和8年経済センサス‐活動調査」を
実施（6月1日から）

　「令和 8 年経済センサス - 活動調査」が
令和 8 年 6 月 1 日を基準日に実施します。
　この調査は全国すべての事業所および企
業が対象で、調査票は国からの郵送か、府
知事が任命した調査員が 5 月末日までに訪
問して配付します。
　なお、調査員は必ず「調査員証」を身に
着けています。調査への理解と回答への協
力をよろしくお願いします。（調査票の内容
は、統計法により目的以外に使用しません。）
■■問問  問総務課（統計・文書担当）
　☎ 072-947-3812（直通） 
　FAX 072-958-0212

障害者等の人に対する
軽自動車税の減免

　障害者手帳（身体、知的、精神）を
持っている人は、申請すると軽自動車税
の全額減免が受けられます。

【対象車両】手帳保持者 1人につき1台
●「手帳保持者」「手帳保持者と生計を
　共にする人」「手帳保持者を常時介護
　する人」が所有する軽自動車等
●�車いす移動車等に構造変更した軽自動車
※�自動車検査証または軽自動車届出済証に

事業用と記載のある車両は対象外です。
※�減免できる車両は手帳保持者 1 人につき

普通自動車を含めて1 台です。普通自動
車の自動車税で減免を受ける場合は、軽自
動車税の減免を受けることができません。

■■申申■■請請   問問・・問問 ■■問問 6 月 1 日㈪まで。必要書類を
　用意し、税務課 課税総務担当（本館
　1 階⑧窓口）で申請してください。
≪必要書類≫
・障害者手帳（更新手続き中を含む、
　　　　　　　　　　 現在有効なもの）・車検証
・納税義務者のマイナンバーカード
 （通知カード、公的機関が発行する顔写
　真付きの本人確認書類でも可）
・運転者の運転免許証（コピー可）
・窓口に来られる方の本人確認書類
・�委任状（納税義務者以外の人が来庁す

る場合。ただし、市内で納税義務者と
同一世帯の親族の場合は省略可）

・�民生委員発行の状況確認書（納税義務
者と手帳をお持ちの人が別住所のとき）

・�車いす移動車等と確認できる写真（車
いす移動車等で申請する場合）

■■対対 ��申申■■象象   請請 ①～④の要件すべてに該当する納
税義務者。

①�納税義務者が令和 8 年 1 月 1 日現在
で 65 歳以上、障害者、寡婦またはひ
とり親のいずれかであること。

②�納税義務者および当該納税義務者と
生計を一にする全員の前年中の合計
所得金額が、住民税非課税限度額以
下であること。
扶養の人数 前年の合計所得金額

なし 　　  420,000 円　
1 人 　　  930,000 円　
2 人 　  1,250,000 円　
3 人 　  1,570,000 円　

※�住民税非課税限度額（市税条例第 14 条第 1
項第 2 号または同条第 2 項）

③�所有している固定資産が自己居住用
のみで、所有家屋の延床面積が 70 ㎡
以下であること

④�固定資産税および都市計画税の年税額
（土地・家屋）の合計が 5 万円以下
であること。

≪減免額≫
　�申請日以後に到来する納期に納付す

べき税額の 2 分の 1 の額
≪申請期限≫
　各納期限まで
■■問問   問問税務課（固定資産税担当）

固定資産税・都市計画税の減免制度

　　対対 市税（市・府民税、固定資産税、軽
自動車税、法人市民税）の納期限から
一定期間を過ぎても納付確認ができな
い場合に、専門オペレーターが未納のお
知らせと納付案内を行います。
平日㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30
5 月 17 日㈰ 9:00 ～ 17:30
5 月 12 日㈫、14 日㈭、
19 日㈫、21 日㈭ 13:00 ～ 20:00

【振り込め詐欺など不審電話にご注意】
　「市税催告コールセンター」から、還
付金の案内や納付のために ATM の操作
を求めることは一切ありません。
■■問問   問問税務課（納税担当）

市税催告コールセンター業務

　　対対 令和 8 年度市民税・府民税の課税（非
課税）証明書は【6 月 1 日㈪ 9:00 から】
の交付です。
■市役所・支所で発行
　�マイナンバーカード・免許証などの本

人確認ができる書類が必要です。同一
世帯の親族以外の証明書を取得する
場合は、別途委任状が必要です。

　（手数料 1 通 300 円）
■■問問   問問税務課（市民税担当）

市民税・府民税の証明書発行

自動車税の納期限は【6 月 1 日㈪】
［大阪府］

≪府税の納付≫
　●キャッシュレス納付は納付書の「eL-
　　QR」などを利用できます。
　●�現金納付は、金融機関窓口、コンビ

ニエンスストアなどをご利用ください。
※�令和 7 年 9 月 30 日をもって、各府

税事務所内の指定金融機関窓口は廃
止されました（大阪自動車税事務所各
分室は除く）。令和 7 年 10 月 1 日以
降、各府税事務所窓口で府税の納付
は原則できません。

※�納税が困難な人は、早めに管轄の府
税事務所・大阪自動車税事務所に相
談ください。

詳細は、大阪府ウェブサイト参照。

■■問問   問問自動車税コールセンター（大阪府）　
　☎ 0570-020156
　ウェブサイト［府税あらかると］検索

納
税
の
窓
口

自
動
車
税

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

自
動
車
税
A
I

チ
ャ
ト
ボ
ッ
ト

車
の
住
所
変
更

固定資産税第 1 期・軽自動車税の
納期限は【6 月 1 日㈪】

　市税の納税通知書に記載の『納期限』が
その税金を納める期日です。
　納期限を過ぎると延滞金が加算される場合
があります。詳細は市ウェブサイト
参照。
■■問問  問税務課（納税担当）
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　段ボールを燃えるごみに出す場合は、
45リットルの袋に入れてください。袋に
入らない場合は、数枚程度であれば、
収集しやすいように紐で束ねて出して 
ください。
　また、資源の有効活用のため、自治会・
町会などが実施している古紙回収への 
ご協力もお願いします。
詳細は、市ウェブサイト参照。
■■問問   問問環境保全課

段ボールのごみ出しについて

　5 月下旬～ 6 月上旬頃一般競争入札
申込受付予定。詳細が決まりしだい、市
ウェブサイトなどでお知らせします。
≪売却予定物件≫

物件の所在地 登記地籍（㎡）
桃山台四丁目 133番3

（河原城中学校外敷地） 265.60

河原城469番1、469番3
（市営住宅河原城住宅
 　　　　整備事業用地）

1,397.43

■■問問   問問管財用地課
　☎ 072-947-3803（直通）

【予告】市有地の売却を予定

柏羽藤環境事業組合からのお知らせ

　柏羽藤環境事業組合のごみ焼却工場
（柏羽藤クリーンセンター）などから排
出されるダイオキシン類濃度（排ガス・
ばいじん・排水）の令和 7 年度測定結
果を柏羽藤環境事業組合ウェブサイトで
公表しています。
■■問問   問問柏羽藤環境事業組合
　☎ 072-976-3333

　　とと 税証明書の年度更新のため、以下の
期間は税証明書の発行を停止します。
■■とと■■きき   問問5 月 27 日㈬ 終日～ 6 月 1 日㈪
 　9:00まで
■■問問   問問市民課

税証明書のコンビニ交付サービス、
窓口受付システムの一時利用停止

　　とと 大阪府営住宅（公営住宅）の保証人
制度は、令和 6 年 3 月 27 日に廃止さ
れました。府営住宅に新たに入居する人、
入居中の人も、保証人の確保は不要です。
■■問問   問問大阪府営住宅藤井寺管理センター
　（日本管財㈱）☎ 072-930-1093

大阪府営住宅（公営住宅）の
保証人制度を廃止

■■とと■■きき   問問5 月 24 日㈰　9:00 ～ 12:00
■■場場■■所所   所所●市役所本館 1 階 ②窓口  ●支所

【受け取りの必要書類】
 ・�交付通知書（はがき）  ・通知カード
 ・�本人確認書類 （運転免許証などの顔

写真付きの書類なら 1 点、それ以外
の書類は 2 点以上）

 ・住民基本台帳カード（あれば）
【電子証明書更新手続の必要書類】
 ・マイナンバーカード
 ・更新通知書（あれば）

※受け取り場所は交付通知書を確認。
※日曜窓口ではオンライン予約の対応は
　していません。
※受け取り、電子証明書の更新手続き以
　外の業務は行いません。
※原則、本人が受け取り者です。

■■問問   問問市民課 / 支所 ☎ 072-955-0583

マイナンバーカード「日曜窓口」
（受け取り、電子証明書の更新手続き）

戸籍のフリガナの変更期限は、
5 月 25 日㈪です

　「戸籍に記載される振り仮名の通知書」
のフリガナが違っている人は、5 月 25
日㈪までに、届け出てください。（混雑
が予想されますので、届出はお早めに。）
①マイナポータルを利用する。
②�住民登録地または本籍地のある市区

町村の役所の窓口へ届出書を提出ま
たは郵送する。

※�詳細は、市ウェブサイトまたは QRコー
ドからご確認ください。

期期

期期

期期

期期

【問合せ】
 ［制度一般］
　 法務省振り仮名コールセンター
　 ☎ 0570-05-0310
　（受付 ㈯㈰㈷除く。8:30 ～ 17:15）
 ［マイナポータル利用方法］
　 マイナンバー総合フリーダイヤル
　 ☎ 0120-95-0178
　（受付 平日 9:30 ～ 20:00、
　  ㈯㈰㈷ 9:30 ～ 17:30）
●市民課振り仮名担当
　☎ 072-947-3724（直通）
　（受付 ㈯㈰㈷除く。9:00 ～ 17:30）

▲市ウェブサイト ▲法務省ウェブサイト

　本市の水道事業は、人口減少などの
理由により給水収益が減少傾向にあるの
に対し、水の供給に必要な電気代や物
価の高騰などにより営業費用は増加傾向
にあります。さらに、災害対策として老
朽化した水道施設・管路の更新・耐震
化需要の増大が見込まれています。
　水道事業の持続可能な経営基盤の確
立のため、「羽曳野市水道事業経営審議
会」を設置し、水道料金の見直し・改
定に向けての検討を進めています。
　会議の内容や詳細な情報は、局ウェブ
サイトや広報はびきの、
SNS などで発信します。
■■問問   問問水道局

羽曳野市水道事業経営審議会

マイナ保険証の利用をご検討ください

　後期高齢者医療資格確認書（桃色）
の有効期限は令和 8 年 7 月 31 日です。
この機会に、「マイナンバーカード」の健
康保険証利用を検討ください。
　マイナ保険証の利用登録は、医療機
関・薬局にマイナンバーカードの持参で
登録できます（マイナポータルや、セブ
ン銀行 ATM からも利用登録が可能）。
　マイナンバーカードは健康保険証として
利用するほか、日常生活で利用できるシー
ンが広がっています。
≪マイナ保険証のメリット≫
●�過去の薬・診療データに基づく、医

療が受けられる
●�突然の手術・入院でも高額支払いが

不要になる
●�救急現場で、搬送中の適切な応急処

置や病院の選定などに活用される
■�健康保険証の申し込みやマイナンバー

カードについての問い合わせは
　マイナンバーカード総合フリーダイヤル
　☎ 0120-95-0178
■■問問   問問保険年金課（後期高齢者医療担当）
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5 月 12 日「民生委員・児童委員の日」

　民生委員・児童委員は、地域の福祉
を担うボランティアです。民生委員・児
童委員には法に基づく守秘義務があり相
談内容や個人の秘密は守られますので、
安心してご相談ください。
■■問問   問問保健福祉政策課（地域福祉担当）

蜂の巣駆除費助成金制度

　特定の蜂の巣の駆除を行い、交付 
要件に該当する場合、駆除費の一部を 
助成します。
　助成対象や助成金額などの詳細は、市
ウェブサイトまたは環境保全課
まで問い合わせください。
■■問問   問問環境保全課

■■対対■■象象   問問昭和 56 年 5 月 31 日以前に建て
　られた個人所有の木造住宅。

補助内容 受付
耐震
診断

費用の約 9 割を補助
（最大 5 万円）

1 月
末日

設計
改修

費用の 8 割を補助
（最大 50 ～ 115 万円）
※条件で、補助金額が異なる

12 月
上旬

除却 費用の５割を補助
（最大 20 万円）

1 月
末日

●�申請前に契約すると補助対象外です。
●�所得制限等により対象にならない場合

があります。
●空家でも対象になる可能性があります。
●予算がなくなりしだい受付終了。
■■問問   問問建築住宅課

耐震補助制度

　一人ひとりが人間として幸せに生きる
ために、生まれながらに持っている固有
の権利を人権といいます。「職業選択の
自由」「幸福を追求する権利」「教育を
受ける権利」などの基本的人権は、憲
法で保障されています。
　だれもが平等で明るく幸せに暮らせる
社会を築くためにお互いの人権を尊重
し、憲法の精神を守り育てましょう。

法務省人権啓発キャッチコピー
～「誰か」のことじゃない。～

「誰か」のことではなく、自分自身のことと
して捉え、一人ひとりが人権を尊重するこ
との重要性を正しく認識し、自分以外の
人権にも配慮した行動をとりましょう。

■憲法週間の行事
　本市では、憲法週間にパネルの展示
を実施します。
≪平和展＆人権展≫
■■とと■■きき   問問5 月 1 日㈮～ 15 日㈮（開庁時）
■■場場■■所所   問問市役所本館1階 コミュニティスクエア
≪平和展＆人権展
　   はびフェス [ 市民フェスティバル ]≫
■■とと■■きき   問問5 月 5 日（火祝）10:00 ～ 15:00
■■場場■■所所   問問峰塚公園（はびフェス [ 市民フェスティ
　バル ] 会場内）
≪特設人権相談（無料・秘密厳守）≫
　暮らしの中で起こる人権問題に、人権
擁護委員が相談に応じます。
■■とと ��期期■■きき   問問5 月 15 日㈮ 14:00 ～ 16:00
■■場場 �■�■所所所所   問問陵南の森総合センター2階視聴覚室
（※直接会場へお越しください。）

■■問問   問問人権推進課

憲法週間（5 月 1 日～ 7 日）

　　とと ことどもの健やかな成長や、家庭を取り
巻く環境について、国民全体で考えるこ
とを目的に「こどもまんなか 児童福祉
週間」が定められています。
　全てのこどもが、適切な養育を受け、
その心身の健やかな成長・発達、自立
が図られることなどを保障される権利を
有しています。こどもたちが、家庭や地
域で心豊かに生活できる環境づくりのた
めに、児童福祉について考
えてみましょう。
■■問問   問問こども政策課

『こどもまんなか 児童福祉週間』
（5 月 5 日～ 11 日）

■■問問   問問危機管理課（危機対策室）

令和 8 年度  羽曳野市防犯カメラ設置事業補助金

　自治会等で防犯カメラを設置する費用の一部を補助します。

設置にかかった費用の 3 分の 2 を補助［防犯カメラ 1 台につき上限 20 万円］
　※同一年度で 1 自治会等での申請台数の上限は 3 台までです。
　※申請が多数の場合、抽選で交付団体を決定します。

≪対象要件≫
　①�撮影範囲は、主に道路等の公共の用に供する場所とし、共同住宅の内部、駐

車場、事業所、工場の敷地内などは対象外。
　②�設置、管理または運用に関し、「羽曳野市防犯カメラ設置基準」に適合する

基準を定めていること。
　③�設置に関し、他の補助金等の交付を受けていない、受ける予定がないこと。

≪対象経費≫
　�　防犯カメラの設置に要する経費（カメラや記録装置購入の費用、支柱の設置

費用、電気工事代等）※保守点検、修理、電気料金等の維持管理に要する経
費は自治会等の負担です。

≪申請までの流れ≫
　①抽選参加申込期間
　　6 月 1 日㈪～ 12 日㈮（平日の 9:00 ～ 17:30）
　　指定の抽選申込書に記入。
　②抽選日
　　6 月 15 日㈪ 10:00 ～
　　交付団体が決定後に、補助金交付申請。
　③申請期間
　　6 月 16 日㈫～ 7 月 31 日㈮

必要書類、その他詳細は、市ウェブサイトを検索
または、お問い合わせください。

　経済的な理由で、市立小中義務教育
学校に子どもを就学させることが困難な
保護者に対して、学用品費などの一部を
援助します。※毎年申請が必要
■�■�申申申申■■請請   問問5 月 1 日㈮～ 29 日㈮　9:15 ～

17:00（㈯㈰㈷除く）児童生徒の 
在籍する小・中・義務教育学校または
学校教育課で受付（オンライン申請可。 
ただし学校諸経費に未納
がある場合は、学校で 
のみ申請可。）詳細は市 
ウェブサイト参照。

　■期間中に申請できなかった人
　令和 9 年 2 月 26 日㈮まで随時受付。
　ただし、支給額は申請月によって減額
　されます。
■■問問   問問学校教育課 ☎ 072-947-3907（直通）

令和 8 年度 就学援助
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大阪南消防局消防吏員募集

■■試試■ ■ 験験験験 6 月 21 日㈰
■■申申■■込込   験験5 月 7 日㈭～ 21 日㈭
※�採用予定人数や受験資格など、詳細

は QRコードからご覧ください。
■■問問   問問大阪南消防局 総務部
　人事企画課 人事係
　☎ 072-958-9926

定期救命講習（普通救命講習Ⅰ）

　AED（自動体外式除細動器）の使用方法や応急手当など
■■とと ��期期■■きき   問問6 月 17 日㈬　13:30 ～ 16:30
　（WEB 講習修了者 14:30 ～ 16:30）
■■場場 �■�■所所所所   問問富田林消防署 3 階
　（富田林市甲田 1-7-1）
■■対対 ��所所■■象象   問問柏原市・富田林市・河内長野市・

羽曳野市・藤井寺市・太子町・河南町・

千早赤阪村に在住、在勤、在学の人
■■定定 ��所所■■員員  員先着 20 人
■■申申 ��所所■ ■ 込込込込 5 月 15 日㈮  9:00 から電話申込
■■問問   問問大阪南消防局警防部救急課
　☎ 072-958-9932
　（平日 9:00 ～ 17:00）

留守家庭児童会で勤務できる看護師
の募集（会計年度任用職員 : 一般）

　児童の医療的ケア行為・サポート業務
■■定定 ��期期■■員員   問問2 人程度
■■対対 ��期期■■象象   問問看護師免許を有する人
■■場場 ��期期■■所所   問問市内の留守家庭児童会　
■■勤勤 ��期期■■務務   問問【平日】放課後～17:00 の間で対

象児童がいる時間
　【㈯・夏休みなど】8:30 ～17:00 の
　間で対象児童がいる時間
■■任任 ��期期■■用用   問問勤務可能日～令和 9 年 3 月 31日
　（再度の採用あり）
■■申申 ��期期■■込込   問問事前に連絡の上、次世代育成課の

窓口へ採用試験申込書の提出
■■問問   問問次世代育成課

放課後児童支援員・補助員の募集

放課後児童支援員・補助員（週５日勤務）
■■定定 ��期期■■員員   問問3 人程度（社会保険・期末手当有）
■■勤勤 ��期期■■務務   問問㈪～㈮＋月 2 回程度の土曜保育出

勤（平日 12:45 ～ 17:45 学校休業日
等 8:30 ～ 17:15）

放課後児童支援員の補助員（スポット勤務）
　勤務可能日を登録して働く仕事です。
■■定定■■員員   問問10人程度（社会保険・期末手当なし）
■■勤勤■■務務   問問シフト制（平日12:45 ～17:45　学
校休業日等 8:30 ～17:15）

■■対対 ��期期■■象象   問問児童の保育に興味のある人
■■任任 ��期期■■用用   問問勤務可能日～令和 9 年 3 月 31日
　（再度の採用あり）
■■申申 ��期期■■込込   問問Web 応募もしくは次世代育成課

の窓口へ採用試験申込書の提出
　※�詳細は募集要項をご覧ください（同

課窓口、市ウェブサイトに掲載）。
■■問問   問問次世代育成課

迷惑メールをブロックする設定にしているのに迷惑メールが届く。
何に注意すればいいだろうか？Ｑ
どれだけメール設定を活用していても、迷惑メールは届いてしまうことが
あります。迷惑メールは巧妙になっており、件名や文章だけでは判別す

るのが困難です。トラブル防止のため、次の点に注意して対処しましょう。
①迷惑メールは開けずに削除！
　��件名に「重要」「緊急」などの記載があっても慌ててメールを開けてはいけません。

送信元のアドレスやドメインに不自然な点がないか確認することも重要です。
②URLはクリックしない！
　�送られてきたメールに URL が書かれていても、クリックしてはいけません。
　気になる情報が書かれている場合は、公式サイトや公式アプリから確認しましょう。
③個人情報の入力には要注意！
　�URL から接続したサイトで、氏名や住所、クレジットカードの番号やアカウントの

ID やパスワードなどの個人情報の入力を指示されても、絶対にしてはいけません。

A

～迷惑メールの対処方法～

≪消費生活相談≫ 消費生活センター　☎ 072-947-3715（直通）
　　　　　　　　 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:30 ※㈯㈰㈷除く

教えて消費生活Ｑ＆A

令和８年度  大阪府市民後見人養成講座・オリエンテーション

　市民後見人は、判断能力が十分でない人（認知症高齢者、知的障がい、精神障がいのある人）
の生活を支援し、住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる社会をめざし活動しています。

■�■�対対対対■■象象   問問［オリエンテーション］どなたでも参加可能。［養成講座］市内在住・在勤の人、年
齢制限など該当要件あり。

■�■�申申申申■・■・込込込込 ■■問問   込込社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 地域福祉部 権利擁護推進室（市民後見担当） 
☎ 06-6764-7760　FAX 06-6764-7811　　　　　　　   申込はこちら▶

　ﾒｰﾙ osk-shimin@osakafusyakyo.or.jp

6 月 13 日㈯　9:50 ～ 12:00
opsol 福祉総合センター 2 階研修室 2
6 月 13 日㈯　10:00 ～ 12:10
門真市役所本館 2 階 大会議室
6 月 20 日㈯　10:00 ～ 12:10
高槻市役所 総合センター 15 階 C1501
会議室
6 月 20 日㈯　14:00 ～ 16:10
布施駅前市民プラザ多目的ホール

6 月 26 日㈮　14:00 ～ 16:10
富田林市立多文化共生・人権プラザ
TONPAL 3 階
6 月 27 日㈯　9:40 ～ 11:50
大阪府社会福祉会館 5 階 501
7 月 4 日㈯　9:50 ～ 12:00
泉南市役所本館 2 階 大会議室
7 月 4 日㈯　10:00 ～ 12:10
豊中市立地域共生センター西館 3 階 
会議室 3
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羽曳野市手話教室

��場場■■とと■■きき   物物［入門］5 月 13 日～ 10 月 7 日 
　［基礎］10 月 14 日～令和 9 年 3 月
　10 日（毎週㈬ 41 回 ※ 8 月 12 日、
　9 月 23 日㈷、12 月 30 日は休講）
　≪昼の部≫ 10:00 ～ 12:00
　≪夜の部≫ 19:00 ～ 21:00
■■場場 ��場場■■所所   物物市役所別館 2 階ほか
■�■�対対対対■■象象   所所市内在住、在勤、在学の人（中学生以上）
■■定定■■員員   所所各30人　■■￥￥   所所3,300円（テキスト代）
■�■�申申申申■■込込・・込込 ■■問問   問問5 月 8 日㈮ まで。窓口、電話、

FAX 申込。障害福祉課
　☎ 072-947-3824（直通）
　FAX  072-957-1238

第 60 回たかわしこどもまつり
舞台や模擬店、移動動物園など
��場場■■とと■■きき   物物6 月 7 日㈰ 9:30 ～ 14:30
■■場場 ��場場■■所所   物物高鷲学園・高鷲保育園　園庭
■■￥￥   所所 参加協力券（大人 200 円、中高生
200 円、こども 100 円）
■■問問   問問高鷲学園 ☎ 072-953-3881

健康未来塾＋オレンジカフェ

�　�　場場場場 前半は、昔のことを思い出す「回想」
の前向きな意義や、回想を楽しく体験でき
る演習など。後半は、珈琲や紅茶を飲み
ながら、創作活動や認知症・介護の相談。
■■とと■■きき   物物5 月 23 日㈯ 13:30 ～ 15:00
■■場場 ��場場■■所所   物物老人保健施設 悠々亭 5 階 講堂
　（樫山 100-1）
■■定定■■員員   所所20 人
■■問問   問問悠々亭　☎ 072-953-1002
　㈪～㈯ 9:00 ～ 17:00

催し・スポーツ 平和の取材「親子記者」参加者募集
主催：日本非核宣言自治体協議会

　長崎で、原爆の被害や平和の大切さ
を学び、新聞を作ってみませんか。
■■とと■■きき   問問8月8日㈯14:30～11日（火・祝）12:00
■■場場■■所所   問問長崎市内（原爆資料館等）
■■対対■■象象   問問小学 4 ～ 6 年生とその保護者
■■定定■■員員   問問全国で 9 組
■■申申■・■・込込込込 ■■問問   問問協議会ウェブサイトから、申込書
に必要事項を記入し、メール・郵送で申込み。
　�　�問問問問 日本非核宣言自治体協議会事務局（長崎

市平和推進課内）☎ 095-844-9923
　メール info@nucfreejapan.com

子育てに苦しさを感じている親のための
「MY TREE ペアレンツ・プログラム」
受講者募集

　「子育てがつらい」「子ど
もに暴言、暴力、無視を繰り
返してしまう」そんな人を大
切にするプログラムです。（秘密厳守）
■■とと ��期期■■きき   問問6 月 2 日～ 10 月 6 日（毎週㈫ 8

月4日・11日・18日、9月22日除く）、
および 12 月 22 日㈫、3 月 16 日㈫

　［全 17 回］10:00 ～ 12:00
■■場場 �■�■所所所所   問問富田林市立多文化共生・人権プラザ
（TONPAL）

■■定定 ��申申■■員員   問問10 人 ※保育あり（無料、要予約）
■�■�申申申申■・■・込込込込 ■■問問   問問5 月 7 日㈭から電話、FAX、

メール申込。受講参加は、面接で決定
　（5 月 19 日・26 日㈫のどちらか）。
　（一社）富田林市人権協議会
　☎ 0721-24-3700  
　FAX  0721-25-5952　
　メール wakaichi@luck.ocn.ne.jp 

救命率向上プロジェクトで救われた命 ～教訓を活かす～
　大阪南消防局では「救命率向上プロジェクト」と題して、２つの事業に取り組んでいます。

■■問問   問問大阪南消防局警防部救急課
☎072-958-9932

1. まちかど救急ステーション事業
　�　消防局管内のAEDを設置している施設に「まちかど救急
ステーション」として登録していただき、AEDの活用と救命
を促進する事業です。

2.「AED GO」スマートフォン活用型 AED 運搬システム
　�　「AED GO」アプリに「救命ボランティア」登録していただ
き、近くで救命が必要な場合、消防指令センターから登録者
のスマートフォンアプリに通知します。

　今回は、『まちかど救急ステーション事業』が活用され、尊い
命が救われたことから、まちかどAED設置施設へ感謝状を贈
呈いたしました。一人でも多くの命を救うためには皆様の力が
必要です。登録の詳細はQRコードより確認お願します。

羽曳野市民ウインドオーケストラ
♪ティータイムコンサート♪

　喜歌劇「天国と地獄」、Time To Say 
Goodbye、嵐メドレーほか多数。
■■とと ��期期■■きき   問問5 月 31 日㈰  14:00 ～ 16:00　
（13:30 開場）

■■場場 ��期期■■所所   問問LIC はびきの サムテックホールＭ
■■問問   問問羽曳野市民ウインドオーケストラ
　☎ 090-1583-2991　
　メール habikinowind@yahoo.co.jp

子どもの居場所づくりに取り組む団体
の募集について

生活困窮家庭等の子どもを対象に、子ど
もの居場所づくりとして、生活支援、学
習支援に取り組んでいる地域団体に対
し、運営経費の一部を支援する事業を実
施します。詳しくは市ウェブサイトまたは
こども家庭支援課までお問合せください。
■■問問 5 月 1 日㈮～ 29 日㈮ 9:00～17:30
　※㈯㈰㈷を除く
こども家庭支援課　☎ 072-956-1000

大阪府地域防災総合演習開催のお知
らせ ※駐車場の台数に限りあり
水防工法訓練や救出・救助訓練など、
水害時に必要な防災訓練を実施。防災
に関する展示や災害対策用の車両など
も展示。
■■とと ��対対■■きき き５月 23 日㈯９:30 ～ 12:00

（展示・体験コーナー 12:30 まで）
※雨天決行（会場が使用できない場合中止）
■■場場 ��場場■ ■ 所所所所 藤井寺市川北地先 大和川右岸河川

敷（河内橋下流）
■ ■ 問問問問 危機管理課（危機対策室）　

※広報 4 月号 26 ページに記載の気象警
報の表において、正しくは「レベル 4 高潮
危険警報」であるところを「レベル 5」と
記載していました。お詫びして訂正します。

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】
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パソコン、スマホ相談会

　困りごとを個別に対応、解決します。
��場場■■とと ��場場■■きき   物物5 月 19 日㈫、6 月 16 日㈫
　各日 13:00 ～ 17:00（第 3 ㈫予定）
■■場場 ��場場■■所所   物物LIC はびきの 3 階 小会議室
■■対対 ��対対■■象象   所所市内在住の方　■■定定■■員員   所所各日先着 6 人
■■￥￥   所所1 時間 500 円
■■持持■■物物  員ノートパソコン（貸出あり）
■�■�申申申申■■込込   込込 要予約。会ウェブサイトから申込。

相談内容をお伝えください。
■■問問   問問羽曳野 ITサポート会（カワイ）
　it.habikino@gmail.com

年に一度の古市古墳群展望ツアー
（イズミヤ屋上から）

��場場■■とと ��場場■■きき   物物5 月 5 日（火・祝）10:00 ～ 15:00
■■場場 ��場場■■所所   物物イズミヤショッピングセンター古市店屋上
※小学生以下は保護者同伴
■■問問   問問NPO 法人フィールドミュージアムトー
　ク史遊会（至田）
　☎ 090-3825-6412
　メール shiday@maia.eonet.ne.jp

第 24 回 羽曳野写真連盟「写真展」

��場場■■とと ��場場■■きき   物物5 月 7 日㈭～ 10 日㈰ 
　10:00 ～ 17:00（初日 12:00 ～、
　最終日 16:00まで）
■■場場 ��場場■■所所   物物LIC はびきの 1 階アトリウム
※小学生以下は保護者同伴他他

■■他他  � �所所所所写真連盟には、「21 フォト・フレン
ズ」「ピンボケ写真クラブ」「写団み
やび」の 3 クラブがあり、月 1 回の
撮影会と例会を行っています。一緒
に写真を楽しむ仲間を募集中。

■■問問   問問羽曳野写真連盟会長（清田）
　☎ 090-8651-1949
　事務局担当（福本）
　☎ 080-3803-3793

■■とと■■きき   問問5 月 10 日㈰  9:00 ～ 12:00
　※修理の受付は 11:30まで
■■場場 ��場場■■所所   所所市役所別館 2 階
■■他他  問おもちゃの取扱説明書があれば持参
　ください。
■■問問  問羽曳野市社会福祉協議会
　☎ 072-958-2315 （平日のみ）

はびきのおもちゃ病院ボーイスカウト体験募集
「ひみつの森のたからを守れ！」

■■とと ��期期■■きき   問問5 月 10 日㈰定定

■■場場 ��期期■■所所   問問峰塚公園（集合）
■■対対 ��期期■■象象   問問小学 1 ～ 2 年生
　（保護者・きょうだい同伴可）
■■他他 ��期期  込込雨天時は個別に連絡します。
■■問問   問問ボーイスカウト羽曳野第 4 団
　（ワタナベ） ☎ 090-1719-9385

「運動のプロと学ぶ腰痛改善教室」
～高村病院提携講座～

■■とと ��期期■■きき   問問6 月 23 日㈫ 14:30 ～ 16:00定定
■■場場 ��期期■■所所   問問峰塚公園管理棟（時とみどりの交流館）
■■講講 ��期期■■師師   問問高橋一貴（医療法人昌円会 高村病院 

リハビリテーション科 ヘルスケア推進室 理
学療法士・3 学会合同呼吸認定療法士）

　山崎彩夏（理学療法士・機能的骨盤底筋
　エクササイズpfilAtes™認定インストラクター）
■■定定■■員員   験験先着 20 人　■■￥￥   定定500 円
■■持持■■物物   験験タオル・上靴・飲み物・筆記用具
■■申申■■込込   験験5 月 9 日㈯～ 6 月 22 日㈪
　（㈭休館）10:00 ～ 17:00
　・来館申込（申込時支払い）
　・電話申込（7 日以内に支払い）
　※受講料は返金できません。
■■問問   問問主催 株式会社 みのりの里
　峰塚公園管理棟　☎ 072-942-6647

オナカマ食べようプロジェクト・フー
ドパントリー

　食品、日用品の無料配布、子どもの
遊び場あり。寄附をしていただける人は、
問い合わせください。
■■とと ��期期■■きき   問問5 月 17 日㈰ 
　①事前申込の人 10:00 ～ 10:30
　②当日受付の人 11:00 ～ 12:00
　※なくなりしだい終了　　定定定定
■■場場 ��期期■■所所   問問コープ診療所、市役所議会棟下駐

車場
■■申申 ��申申■■込込   験験事前申込は、問合せるか QR コー

ドから（5 月 10 日㈰まで）
■■問問   問問はみんぐ南河内 
　☎ 072-976-5255
　haming@grape.plala.or.jp

安全・安心 住まいの耐震・リフォーム
の個別相談会と展示会

■■とと ��期期■■きき   問問5 月 30 日㈯ 10:00 ～ 16:00
■■場場 ��期期■■所所   問問市役所別館 2 階 研修室
■■定定 ��期期■■員員   問問先着 50 人
■■申申 ��申申■■込込   験験電話か FAX で申込み。
　特定非営利活動法人「人・家・街 安全 
　支援機構」
　☎ 0120-263-150　FAX 06-6456-1073
■■問問   問問建築住宅課

●上映会「ヤマトタケル白鳥伝説」（子
ども無料）●講演「大きな古墳と小さな
古墳 - 古市古墳群のおもしろさ」●バザ
ー（袋を持参）●パネル展 ●みんなの
ひろば（点字・書道・絵手紙・工作） 
●喫茶コーナー
■■とと■■きき   問問5 月 31 日㈰  10:00 ～ 15:00
■■場場 ��場場■■所所   所所エコプラザはにふ
■■問問  問市民協働ふれあい課
　☎ 072-947-3609（直通）
　（主催：はびきの市民活動交流会）

はびきの市民活動フェスタ 2026

【1 日目】エコプラザはにふ
　5 月 20 日㈬ 14:00 ～ 15:30

【2 日目】市役所別館 2 階研修室 3
　5 月 26 日㈫ 13:30 ～ 15:30

【3 日目】高年生きがいサロン３号館
　6 月 3 日㈬ 14:00 ～ 15:30
■■対対 ��対対■■象象   所所市内でボランティア活動ができる人
■■持持■■物物  員折り紙（15cm 角・無地）、筆記用具、
　定規、はさみ、のり
■■申申 ��申申■■込込   験験事前に電話、窓口で申込。
■■問問  問羽曳野市社会福祉協議会
　☎ 072-958-2315

ボランティア・市民活動わくわく講座
５月・６月　折り紙ボランティア養成講座
はびきの折り紙ボランティア桃

大阪府立近つ飛鳥博物館 5 月の催し　☎ 0721-93-8321
令和 8 年度 春季特別陳列

「大阪の眠れる逸品たち」 6 月 7 日㈰まで

こどもファーストデイ 5 月 16 日㈯
古墳時代まつり 5 月 3 日㈰
令和 8 年度特別講座　連続講座（前期） 5 月 10 日㈰、24 日㈰
㈪休館　※5月4日（月祝）・5日（火祝）・6日（水祝）開館、7日㈭ 休館

各催しの日程や場所、
参 加 料 ほ か
詳細はこちら

（QR）から▶
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

コミュニティセンター教室生募集 （丹治はやプラザ・石川プラザ・MOMOプラザ）

 申込は、各コミュニティセンターの窓口まで。詳細は、QRコードを読み込んでいただき、ウェブサイトでご覧いただくか、お問い合わせください。
■フェイストリートメント 5 月 11 日㈪　■誰でもできるヨガと秘密のアンチエイジング教室㈫ 
■己書教室㈬　　■リフレッシュヨガ教室㈬　　■太極拳教室㈬　　■手作りパン教室 5 月 14 日㈭
■はじめてのフラダンス教室㈮　　■ストレッチポール＆リズム体操㈮

 

■健康・美人大学㈪　　　　　  ■楽しい『ZUMBA』ダンス㈫　　　■フラダンス教室㈫
■からだ改革『ピラティス』㈫　 ■やさしいヨガ教室㈭　　　　　　　■健康いきいきクラブ㈭
■ゆぅ～遊太極拳教室㈮　　　　■背骨コンディショニング㈮　　　　  ■土曜ベーシックヨガ教室㈯　 　  　
■初夏の鳥かご FL アレンジメント 5 月 15 日㈮　■歌声くらぶ 5 月 19 日㈫　■リフレクソロジー 6 月 11 日㈭
■ドライヘッドトリートメント（頭ほぐし）6 月 11 日㈭　■紫陽花のエレガントアレンジ 6 月 19 日㈮

 

■リフレッシュヨガ㈪㈬　■イブニングヨガ・ナイトヨガ㈭　■ストレッチヨガ㈯　■アシュタンガヨガ㈯　
■踊る健康・楽しい ZUMBA ㈰　■背骨コンディショニング㈭　■背すじ美人㈫　■整うカラダピラティス㈰　 
■きのくり健康教室㈪　■ぱ～んｐａ！パン教室㈯　■ ZUMBA ＋ PILATES ㈰　■書を楽しむ教室㈮
■簡単♡大人のパン教室㈯　■ ZUMBA ショートコース 45 ㈰　■茶道教室㈭㈯
■心もカラダも整うリラックス教室㈭　■ STRONG NATION ㈰　 ■やさしいフラダンス教室㈫
■まるごと韓国語文化教室㈮　■楽しい和装教室㈫㈬

丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355

石川プラザ
☎ 072-950-2002

MOMO プラザ
☎ 072-957-5553

 公開講座

 聴講生募集

⑥ロボットとAI が変える私たちの未来
【触って理解する】ロボット技術を活用した障害を支援する福祉機器とと
■■とと■■きき   問問5 月 30 日㈯ 14:30 ～ 16:00　■■場場■■所所   問問視聴覚室
■■定定■■員員  員市外可、どなたでも　■■定定■■員員  員お問い合わせください
■■￥￥  ￥800 円（当日、現金のみ）　
■■申申■■込込  込講義 1 週間前～前日まで。来館・電話・FAX 申込

誰も行けない場所へ！ ロボットが広げる空と宇宙のフロンティア
■■とと■■きき   問問［第 1 回］6 月 13 日㈯ 14:30 ～ 16:00
　　　　　　　宇宙ロボット : 小天体探査ローバを知ろう
　　 ［第 2 回］6 月 20 日㈯ 14:30 ～ 16:00
　　　　　　　航空ロボット：自律型無人飛行機を知ろう
■■場場■■所所   問問視聴覚室　■■￥￥  ￥1,000 円（2 回分）　■■定定■■員員  員先着各 60 人
■■申申■■込込  込6 月 12 日㈮ まで。来館・電話・FAX 申込
心を整える香り －塗香づくり体験－
■■とと■■きき   問問6 月 26 日㈮ 10:30 ～ 12:00
■■場場■■所所   問問視聴覚室　■■￥￥  ￥1,500 円（材料費込）　■■定定■■員員  員先着 32 人
■■申申■■込込  込5 月 8 日㈮～ 6 月 19 日㈮ まで。来館・電話・FAX 申込

公開講座の支払い方法
［来館支払］申込来館時に、お支払いください。［銀行振込］事
務局が案内する期日内に、お支払いください。（返金不可）

彗星ってどんな星？大阪市立科学館へ行ってみよう
■■とと■■きき   問問5月22日㈮13:10～14:45　■■場場■■所所   問問大阪市立科学館（集合・
解散）　■■￥￥  ￥500 円（入館料別）　■■定定■■員員  員先着 50 人　■■申申■■込込  込5 月 15
日㈮ まで。来館・電話・FAX 申込
改めて知る印象派とその前後
■■とと■■きき   問問5 月 31 日㈰ 10:30 ～ 12:00　■■場場■■所所   問問視聴覚室　■■￥￥  ￥500 円
■■定定■■員員  員先着 60 人　■■申申■■込込  込5 月 28 日㈭ まで。来館・電話・FAX 申込

 ■第 1 部  学位記授与式
 ■第 2 部  Spring Concert

第 2 部【出演】�TROMBONE SONIC（在籍数 50 人を超える
　　　　　　　日本最大級のトロンボーンアンサンブル）
■■とと■■きき   問問5 月 16 日㈯  13:45 ～ 15:35（13:15 開場）
■■場場■■所所   問問サムテックホール M　 （自由席）　

はびきの市民大学 軽里 1-1-1（LIC はびきの内）　☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650

古代史・月例見学会　 NPO法人フィールドミュージアムトーク史遊会

■古代史見学会「奈良県馬見丘陵の古墳群を歩く」
■■とと■■きき  き5 月 16 日㈯［集合］
　　10:30 近鉄大阪線五位堂駅北口 ロータリー￥￥

■■￥￥  200 円（資料代など）　■■申申■■込込   込込事前申込不要持持

■■持持■■物物   込込昼食持参　■■他他   込込雨天順延
≪コース≫
五位堂駅 ～ 奈良交通バス 10:56 発 ～ 牧野古墳 ～ 三吉石塚古墳 
～ 新木山古墳 ～ 竹取公園（昼食）～ 馬見丘陵公園内（巣山古墳、
狐塚古墳、ナガレ山古墳、乙女山古墳など）～ 馬見丘陵公園（奈良
交通バス）～ 五位堂駅（解散 16:30 頃・約 8km）

■月例見学会「初夏の古市古墳群・陵墓域を想う
　　　　　　　　　　〜主墳と陪

ばいちょう

冢が織りなす聖なる空間〜」
■■とと■■きき  き6 月 13 日㈯  ［集合］10:00 土師ノ里駅改札前
■■￥￥  200 円（資料代など）　　申申 ■■申申■■込込   込込事前申込不要　　持持持持
■�■�持持持持■■物物   込込昼食持参　■■他他   込込雨天順延
≪コース≫ 土師ノ里駅 ～ 鍋塚古墳 ～ 仲姫命陵古墳 〜 古室山
古墳 ～ 赤面山古墳 ～大鳥塚古墳 〜 狼塚古墳（※）～ 誉田丸山古墳
〜 応神天皇陵古墳 ～ 応神天皇陵古墳外濠外堤 〜 東山古墳 〜 
アリ山古墳（※）～ 羽曳野市役所（昼）・市役所屋上 ～ 文化財展示室 
～ 向墓山古墳 ～ 墓山古墳 〜 野中古墳 ～ 浄元寺山古墳 ～ 西
墓山古墳（※）～ 翠鳥園遺跡公園 ～ 白鳥陵古墳 ～ 近鉄南大阪線・
古市駅（解散 15:30 頃・約 7.4km）（（※）は消滅 / 埋没古墳）

■■問問   問問NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会（至田）　☎ 090-3825-6412　メール shiday@maia.eonet.ne.jp
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［対象］市内在住・在勤・在学の人 　
［申込］5 月 11 日㈪ 10:00 ～ 22 日㈮ 17:00　電話申込　☎ 072-952-2751
 　　   ・1 通話で 1 人のみ 1 講座の申込（食育講座は 1 組単位）。
　　　・受付時に氏名・年齢・電話番号が必要。代理申込可。

［￥］�返金不可。講座運営費は講座初日に持参。材料費は講座の申込期日までに持参。
（お釣りがないようにお願いします。）

　　 期限内に費用の支払いがない場合はキャンセル扱いになります。
［他］�駐車場に限りがあるので、公共交通機関や公共施設循環バスを利用ください。

R8-05 ●メンズクッキング（春）カフェ風お手軽ご飯とと
■■とと■■きき   問問6 月 25 日㈭（ロコモコワンプレート、スープ）7 月 9 日㈭（タコライスワンプレート、スープ）
　　各日 10:30 ～ 13:00（受付 10:00）
■■場場■■所所   問問料理実習室　■■定定■■員員   員員10 人　■　■￥ ￥￥ ￥  ￥［講座運営費］各日 200 円　［材料費］各日 1,000 円
■■持持■■物物   物物マスク、エプロン、三角巾、ふきん（食器拭き用・台拭き用）、
　　 タオル（新しいもの）2 枚、持ち帰り用容器
R8-06 ●手打ちそば入門講座（春）　　とととと
■■とと■■きき   問問7 月 1 日㈬［A 班］10:00 ～ 11:30　［B 班］11:30 ～ 13:00（受付各 30 分前）
■■場場■■所所   問問料理実習室　　定定 ■■定定■■員員   員員8 人（各班 4 人）　■　■￥ ￥￥ ￥  ￥［講座運営費］200 円　［材料費］2,000 円
■■持持■■物物   物物エプロン、三角巾、ふきん（台拭き用・食器拭き用）、持帰り用容器、
  　  タオル（新しいもの）２枚
R8-07 ●古文書入門講座（春）　古文書にふれてみませんか（超初級）とと
■■とと■■きき   問問7 月 6 日㈪、13 日㈪ 14:00 ～ 15:30（受付 13:30）　■■場場■■所所   問問会議・視聴覚室　　定定定定
■■定定■■員員   員員15 人　■　■￥ ￥￥ ￥  ￥［講座運営費］800 円　■　■持 持持 持■■物物   物物筆記用具

令和 8 年度  はびきのふれ愛学のススメ（春）市民生涯学習講座 受講生募集

令和８年度・陵南の森公民館グループ一覧表
No 活動内容 定期利用団体名 定期活動日・時間帯
1 絵画 アート・サークル 第 2・ 第 4 ㈰ 午後
3 墨彩画 陵南墨彩会 第 2・ 第 4 ㈪ 午後
4 ペン習字 あじさいペン習字クラブ 第 2・ 第 4 ㈬ 午前
6 木目込人形 若葉会 第 1・第 3 ㈬ 午後 
7 七宝焼 あじさいクラブ 第 1 ㈭午前・第 3 ㈭ 午後
8 川柳 はびきの市民川柳会 第 4 ㈰ 午後
9 陶芸 若草陶芸クラブ 第 1・第 3 ㈯ 午後 
11 ビーズ手芸 アート　ビーズ 第 2 ㈮ 午前 
12 合唱 はびきの女声コーラス 第 1・ 第 2 ㈯ 午後、第 3 ㈯ 午前
13 合唱 カナリア 第 2・第 3・ 第 4 ㈮ 午後
14 合唱 コーラスたんぽぽ 第 2・第 3・ 第 4 ㈮ 午前
15 詩吟 あすなろ 第 1 ～ 第 4 ㈪ 午後

16 ボランティア
朗読ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ 

「はびきの」
第 2・第 4 ㈭ 午後

17 ボランティア
歌声ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
抒情歌サロン・ロンド

第 1 ㈪ 午前、第 2・第 3 ㈪ 午後 

18 合唱 羽曳野少年少女合唱団 第 1 ㈯ 午前、第 3 ㈯ 午後 

19 ボランティア
音楽ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ

「玉手箱」
第 1 ㈮ 午後、第 3 ㈭ 午後 

20 百人一首・競技かるた 羽曳野かるた会 第 1・第 3 ㈯ 午後
21 教育 大阪友の会 古市方面 第 2 ㈰ 午前
22 クラフトバンド クラフトバンド同好会 第 1・第 3 ㈫ 午後、第 2 ㈬ 午後
23 写真 ピンボケ写真クラブ 第 3 ㈰ 午後 
24 人形劇 ポップコーン 第 1 ～ 第 4 ㈬ 午前
28 書道 洗心書友会 第 1・第 3 ㈮ 午前
29 書道 みずぐき会 第 2・第 4 ㈯ 午前
30 書道 陵南子ども習字 第 1・第 3 ㈯ 午前
31 ペン習字 洗心ペン習字 第 2・第 4 ㈭ 午前
32 ペン習字 そよかぜペン習字クラブ 第 2・第 4 ㈯ 午前
34 着付け 着付教室 第 1・第 3 ㈭ 午前
36 手編み かすみ草 第 4 ㈬ 午前

No 活動内容 定期利用団体名 定期活動日・時間帯
37 パッチワーク ゆめのキルト同好会 第 2・第 4 ㈭ 午前
40 洋裁 ポピーソーイング 第 1・第 3 ㈪ 午後、第 2 ㈮ 午後
41 刺繍 花の糸 第 1・第 3 ㈮ 午後
45 茶道 寿雅会 第 1・第 3 ㈫ 午後
46 茶道 なごみ会 第 2・第 4 ㈭ 午後
49 健康体操 健康体操 第 1 ～第 4 ㈭ 午後
50 太極拳 太極拳 剣 同好会 第 1 ～第 4 ㈯ 午前
51 太極拳 楊家養心気功太極拳クラブ 第 1 ～第 4 ㈪ 午前
52 太極拳 太極拳・拳友会 第 1 ～第 3 ㈮ 午後
54 ヨガ ヨガ同好会 第 1 ～第 4 ㈬ 午前
56 社交ダンス 社交ダンス 同好会 第 1 ～第 4 ㈭ 午前
57 社交ダンス DI クラブ 第 1 ㈰ 午後
59 社交ダンス 社交ダンス マーメイド 第 1 ～第 4 ㈬ 午後
62 リズム体操 リズム教室 第 1 ～第 4 ㈮ 午前
63 フォークダンス フォークダンス サークル 第 1・第 2・ 第 4 ㈪ 午後
64 ジャズダンス M-Shining 第 1 ～第 4 ㈫ 午前
65 ジャズダンス ジャズダンス インフェローズ 第 1 ～第 4 ㈭ 夜間

66 ジャズダンス スタジオ Y2
第 1・第 3 ㈯ 夜間、
第 2・第 4 ㈫ 夜間

67 子どものｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ ジャズダンスキッズ Ⅰ 第 1 ～第 4 ㈯ 午後
68 子どものｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ ジャズダンスキッズ Ⅱ 第 1 ～第 4 ㈯ 午後
69 ヒップホップダンス ミカラ・ミカラ 第 1 ～第 4 ㈪ 夜間
70 民舞 安来節愛好会 第 2 ㈰ 午前
71 民謡 若草民謡会 第 1・第 3 ㈰ 午後
72 篆刻 篆刻同好会 第 1 ㈭ 午後
73 尺八 尺八楽奏会 第 1 ㈪ 午後
74 琴 箏曲雅会 第 1 ～第 4 ㈮ 午前
75 英会話 英会話サークル 第 1 ～第 4 ㈪ 夜間
76 英会話 Kei's English Studyo 第 1・第 3 ㈭ 午前
77 韓国語 羽曳野韓国語会話グループ 第 1・第 3 ㈬ 午前
78 中国語 中国語サークル 第 1 ～第 4 ㈭ 夜間

■■会会 ��期期■■費費   問問2,500 円以下 / 月（別途負担あり）　　■■時時 ��期期■■間間   問問［午前］9:00 ～ 12:00、［午後］13:00 ～ 17:00、［夜間］18:00 ～ 21:00
■■問問   問問陵南の森公民館　☎ 072-952-2751

令和 8 年度陵南の森老人福祉センター
生きがい講座
そろばんを使った脳トレ入門講座
■■とと■■きき  きき6月8日・22日、7月6日・27日、9月7日・
　　 14 日、10 月19 日・26 日、11月 2 日・16 日
　　 全㈪10:30～11:30
■■場場■ ■ 所所所所 陵南の森公民館　2 階　会議室・視聴覚室 
■■定定■■員員 員先着 28 人　　■■持持■■物物  筆記用具、そろばん
■■講講■■座座■■運運■■営営■■費費  ￥￥1,000 円（教材費 500 円）　
英会話入門講座「Let's talk in English !」
■■とと■■きき  きき6 月 5 日・12 日・19 日・26 日、7月 3 日
　　 全㈮10:30 ～12:00
■■場場■ ■ 所所所所 老人福祉センター　1 階　第一会議室定定
■■定定■■員員 員先着 15 人　　■■講講■■座座■■運運■■営営■■費費  ￥￥500 円
健康を維持するための鍼灸・整体講座
■■とと■■きき  きき6 月 9 日・16 日・23 日
 　　全㈫14:00 ～15:00
■■場場■ ■ 所所所所 老人福祉センター 2 階 大広間定定
■■定定■■員員 員先着 20 人　　■■講講■■座座■■運運■■営営■■費費  ￥￥300 円

■■対対■■象象    市内に居住する 60 歳以上の人
■■申申■■込込・・込込 ■■問問  問問  込込5 月 1 日㈮ 10:00 ～電話・窓口
受付開始。代理申込可。
陵南の森老人福祉センター 
☎ 072-952-2751



市役所　☎072-958-1111（代表番号）
電話交換手が出ます。課名や内容などをお伝えください。

27

－はびきの　令和8年（2026年）5月－

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

催
し
・
ス
ポ
ー
ツ

令和８年度・陵南の森老人福祉センター登録クラブ 一覧表
No クラブ名 活動内容 活動日時など

1 詩吟クラブ 詩吟
【とき】第 2・4 ㈭ １０:00 ～１２:00
【￥】入会金 1,000 円、会費 2,500 円 / 月
【場所】第 1 会議室

2 抒情歌クラブ 抒情歌
【とき】第 1・第 3・第 4 ㈭ １４:00 ～１５:00（㈷休）
【￥】会費 100 円 / 月　【場所】多目的室

3
社交ダンス 
フレンド

社交ダンス
【とき】第１～第４ ㈮ １３:30 ～１６:00
【￥】会費 1,000 円 / 月　【場所】大広間

4
カラオケ
星の会

カラオケ
【とき】第１～第４㈭ １５:00 ～１７:00
【￥】会費 500 円 / 月　【場所】カラオケ室

5
ヘルシー

体操クラブ
百歳体操

【とき】第１～第４㈬ １３:30 ～１５:00
【￥】会費 2,000 円 / 年　【場所】多目的室

6
陵南の森

カラオケクラブ
カラオケ

【とき】［Ａ班］ 毎週㈬・㈭  ［Ｂ班］ 毎週 ㈮・㈯
　　　 ［Ｃ班］ 毎週㈪・㈫   各班９:00 ～１５:00

【￥】会費 2,000 円（6 カ月）　【場所】カラオケ室

7 英語で話そう 英会話
【とき】第 2・第 4 ㈰ １３:00 ～１５:00
【￥】会費 1,000 円 / 月　【場所】第 1 会議室

8
折り紙サークル

さざん花
折り紙

【とき】第 1・第 3 ㈯ ９:00 ～ 12:00
【￥】会費 125 円 / 月　【場所】第 1 会議室

9
絵画クラブ
「二水会」

水彩画
【とき】第 1・第 3 ㈬ １３:00 ～１６:00
【￥】会費 1,000 円 / 月　【場所】第 1 会議室

※ 10 欠番

No クラブ名 活動内容 活動日時など

11
みささぎ

俳句クラブ
俳句

【とき】第 2 ㈯ 13:00 ～１７:00　
【￥】会費 500 円 / 月　【場所】第 1 会議室

12
陵南の森

囲碁クラブ
囲碁

【とき】㈪～㈯ 13:00 ～１６:00（5 週目除く）
【￥】会費 1,000 円（6 カ月）
　　（前期 1 月～ 6 月、後期 7 月～ 12 月）

13
陵南の森

将棋クラブ
将棋

【とき】㈪～㈰ 13:00 ～ 17:00（5 週目除く）
【￥】入会金 1,000 円　会費 1,500 円

14
バンパー
クラブ

バンパー
プール

【とき】㈪～㈯ 13:00 ～ 17:00（5 週目と㈷除く）
【￥】会費 300 円 / 月

15
陵南の森
グラウンド

・ゴルフ愛好会 グラウンド
ゴルフ

【とき】第 1 ～第 5 ㈫㈮
　　　 ㈫ 9:00 ～ 11:00　㈮ 13:00 ～ 15:00

【￥】会費 200 円 / 月

16
ニューホープ

クラブ
【とき】第 1 ～第 5 ㈫  13:00 ～ 15:00
【￥】会費 2,000 円 / 年

17 なごみ会 【とき】第 1 ～第 5 ㈬㈮  11:00 ～１３:00

18
陵南ゲート

ボールクラブ
ゲート
ボール

【とき】㈪～㈰（㈫除く） 9:00 ～ 12:00
【￥】会費 3,000 円 / 年

19
笑いヨガ
クラブ

笑いヨガ、
歌体操 ほか

【とき】第 1・第 3 ・第 4 ㈬（㈷休） 14:00 ～ 15:00
【￥】会費 100 円 / 月　【場所】大広間

20 SOV Ⅱ ボランティア
【とき】第 1・第 3 ㈮  10:00 ～ 12:00
【￥】会費 1,000 円 / 年　【場所】第 1 教養娯楽室

■■対対 ��期期■■象象   問問市内在住の 60 歳以上の人（事務所で使用証の交付を受けてください）。入会希望者は問い合わせください。
■■問問   問問陵南の森老人福祉センター　☎ 072-952-2751

スポーツ

第 47 回 市民総合体育大会結果
バスケットボール（一般男子） バスケットボール（一般女子）

優勝 RAID ASA
準優勝 Naicha s̓ athleteX
3 位 東地区 SCRAP Super Whales Aula
ソフトテニス（中学生 男子） ソフトテニス（中学生 女子）

優勝 山口裕馬・岩本琉輝 林こころ・金森夢月
準優勝 川野旬太郎・橋本晟 泉陽音・泉希果

3 位
前島翔利・奥田純之助 田中愛菜実・髙橋夢

草開脩・須田稔生 新熊悠花・倉陽菜
サッカー中学生

優勝 河原城中学校
準優勝 誉田中学校
3 位 高鷲南中学生

（高村病院理学療法士による）筋力・柔軟性・バランス
測定会 ＆ 簡単エクササイズのワンポイントアドバイス

■■とと■ ■ きききき 6月15日㈪13:30～14:30　■■￥￥ 300 円（保険料含む）
■■場場■■所所   所所タケダハムはびきのコロセアム サブアリーナ　■■定定 ��対対■■員員 き若干名
■■持持■■物物   所所運動できる服装、上靴、飲み物　※マスク着用は任意
■■申申 ��持持■■込込・・込込 ■■問問   所所5 月 11 日㈪ 9:00 ～タケダハムはびきのコロセアム
　に参加費を持参（電話申込不可・代理可）
　☎ 072-937-3123

■■問問  道の駅しらとりの郷・羽曳野         詳しくはこちら▶
　 総合棟 ☎ 072-957-6900　　  

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

お墓の市民講座（無料）　樹木葬や散骨、従来のお墓などさまざまな供養法やお墓じまいについて学べる教室
��場場■■とと■■きき   物物5 月 30 日㈯ 10:00 ～ 11:00　■■場場 ��場場■■所所   物物タケダハムはびきのコロセアム　■■定定■■員員  員先着 10 人　
■■講講■■師師  員お墓ディレクター 大道樹也　■■問問   問問石留石材㈱　☎ 0120-53-5578（8:00 ～ 17:00）　　　　　　  詳しくはこちら▶
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プログラム （小雨決行。一部プログラムの中止や開催時間を変更することがあります。）

午前の部（9:00 開始）
1 開会式 全　員
2 準備体操 全　員

3 なかよく玉入れ 幼児（保護者）・シニア（60 歳以上）
・来賓者

4 50 ｍ走
小学 1 ～ 3 年生
小学 4 ～ 6 年生
中学生以上一般

5 どれにしようかな 幼児（保護者）
6 ボール運び 小学１～３年生
7 サンドウィッチ競争 小学 4 ～ 6 年生
8 障害物競走 中学生以上一般

午後の部（13:00 開始予定 ※早まる場合あり）
9 ○×クイズ 小学生
10 新・おやつをあげよう 幼児（保護者）
11 ボールころがし シニア（60 歳以上）
12 折り返しリレー 小学１～３年生※

13 リレー
スポーツ少年団・体育協会（小学生）※

小学 4 ～ 6 年生※
中学生以上一般

14 綱引き 小学生
中学生以上一般

15 閉会式 全　員
16 大抽選会 全　員

●各種目の参加者は招集場所へ集まってください。※ 12、13 のリレー種目への参加は小学生 1 人につき 1 回のみ。
　なお、スポーツ少年団・体育協会（小学生）リレーは事前申込が必要です。
●種目ごとに参加賞を配布します。（参加者が予定数を超えると、配布する賞品が異なることがあります。）

■問合せ■ 生涯学習スポーツ課 ☎ 072-958-1111  ＜主催 : 第 57 回市民体育祭実行委員会＞

▲詳細はこちら

第第5577回 回 市民体育祭市民体育祭（参加無料）
inin 中央スポーツ公園中央スポーツ公園

9：00 -16：009：00 -16：00

5/31
sun

第 43 回ソフトテニス連盟
団体戦大会の参加者募集

●男子・女子 1 部（高校生以上） 
●男子・女子 2 部（45 歳以上）
● 3 部（男女 65 歳以上・女子 60 歳以上
　の男子ペア・女子ペア・ミックスあり）
■■とと■■きき 間間
女子１部・２部 ６月７日㈰
男子２部・３部 ６月１４日㈰
男子１部 ７月１２日㈰
※全部門予備日なし、７:00 ～コート使用可
■■場場 ��場場■■所所   所所市民体育館屋外テニスコート（西浦）
■■対対 ��場場■■象象  � �所所所所市内在住・在勤・在クラブの高校生

以上または連盟が認めた人
■■￥￥   所所1 チーム 9,000 円（高校生 4,500 円）
■■申申 ��持持■・■・込込込込 ■■問問     所所所所所所
女子 1 部・２部 5 月 27 日㈬まで
男子２部・３部 5 月 27 日㈬まで
男子１部 6 月 30 日㈫まで
猪砂（いのさこ）☎ 072-956-4788　
ＦＡＸ 072-926-6996　携帯 090-3821-7547
渡辺　☎・ＦＡＸ 072-911-4940
携帯 080-5779-3089

野球・ソフトボール活性化委員会（球活ＪＰ）
による「キッズ・ボールパーク」を開催

柔らかいティーボールでボールの投げ方や打
ち方のレッスン、チームに分かれての試合形
式など。※未経験者向けとと
■■とと■■きき き6月14日㈰
午前の部 10:00 ～12:00
■■対対■■象象   所所4 ～ 6 歳の未就学児と保護者

午後の部13:30 ～ 15:30
■■対対■■象象   所所小学 1 ～ 3 年生の野球チームに
　　 所属しない児童と保護者

■■場場 ��場場■■所所   所所タケダハムはびきのコロセアム サブアリーナ
※必ず保護者の方と一緒に参加してください。
■■定定 ��定定■■員員 30 組（60 人）
■■持持■■物物   物物動きやすい服装、屋内用運動靴、飲料
　※グローブ不要
■■申申 ��持持■・■・込込込込 ■■問問   所所6 月 7 日㈰までに電話か LINE か

ら申込み。（先着順）
※ LINE 申込は、必要事項を記
入した応募ちらしの画像を添付
羽曳野市少年軟式野球連盟
森：090-4287-9079

「球活ＪＰ」検索

～キッチンカーも出店予定～

市民体育館（西浦）教室
☎ 072-958-2340 ※申込は来館受付のみ
■太極拳教室
■■とと■■きき き5 月 14 日～ 6 月 18 日㈭ （全 6 回）
13:00 ～ 14:45　■■定定■■員員 き12 人　
■■￥￥   定定3,600 円 ( 保険料込）　■■申申■■込込 受付中

■朝 YOGA 教室
■■とと■■きき き5 月 9 日～ 6 月 20 日㈯（全 7 回）
　A クラス （9:20 ～ 10:20）
　B クラス（10:35 ～ 11:35）
■■定定■■員員 き各 15 人
■■￥￥   定定各 4,200 円（保険料込）  ■■申申■■込込 受付中

■ NIGHTピラティス教室
■■とと■■きき き5 月 12 日～ 6 月 16 日㈫（全 6 回）
　A クラス （18:15 ～ 19:15）
　B クラス（19:30 ～ 20:30）
■■定定■■員員 き各 15 人
■■￥￥   定定各 4,620 円 ( 保険料込）  ■■申申■■込込 受付中

※�空き状況により、体験や途中参加可



はびきの産ワイン



30 −はびきの　令和8年（2026年）5月−

街かどから・・・
adidas SEIDO KARATE GRAND PRIX 2025 優勝
　丹比小学校５年生の濵

はま
嵜
さき

 碧
あお

士
と

さんが、「adidas SEIDO KARATE 
GRAND PRIX 2025」（第 43 回全日本空手道選手権大会）の小
学５年男子重量級で優勝、第 11 回リアルチャンピオンシップ決
勝大会でも優勝と、複数の大会で
活躍され、その報告に市役所を訪
問してくださいました。今後もま
すますのご活躍をお祈りしており
ます。

小学校生活を締めくくるソフトボールお別れ大会
　3月8日㈰、羽曳野市こども会育成連絡協議会主催のソフトボー
ルお別れ大会が埴生南小学校グラウンドで開催されました。市内
のこども会に所属する小学6年生で構成された2チームが参加し、
みんなで笑顔あふれる熱戦を繰り広げました。中学校でも充実し
た日々を過ごされることをお祈りしております。

ここ
ん
に
ん
に
ちち
はは

あ
か
ちち
ゃゃ
んん母親の

愛梨さん

< 河原城 >阿
あ べ

部 晴
は お

於ちゃん

令和7年 10月生まれ母親の
夏恋さん

< 誉田 >後
ご

藤
とう

 衣
い

音
と
ちゃん

令和7年 11月生まれ

誰もが驚く大きめ赤ちゃん。
これからもスクスク元気に育ってね！

< 羽曳が丘西 >

母親の
美佳さん

石
いし

田
だ

 桜
お

都
と
ちゃん

令和7年 8月生まれ

毎日元気いっぱいおとちゃん！
パパとママはメロメロです♥

暴れんぼう晴於くん☆
すくすく成長中！！

▲3月11 日㈬ 市役所にて

さばのごま焼き、具だくさんのみそ汁など。
テーマは、秋の食材で勉強もスポーツもがん
ばれる力が湧いてくる献立（升本さん）

ヤンニョムチキン、カミカミチュモッパ風
ふりかけなど。テーマは、よく噛んで楽し
く食べる韓国料理の献立（土井さん）

いわしの蒲焼き丼、きのこ汁など。テー
マは『ごんぎつね』ごんが兵十に食べて
もらいたい献立（辻下さん）

キーマカレー、春雨サラダなど。テーマ
は、お宝尽くしの冒険献立 “豆と野菜
の宝探し”（濵田さん）

市内小中学校の給食献立コンテストで受賞
　市教育委員会では、市立小・中・義務教育学校に通う児童生徒
を対象に学校給食の献立を募集し、小学生 682 点・中学生 630
点の応募の中から、栄養バランスや再現性などの点を評価された
献立が 4 点各賞に選ばれました。受賞者 4 人の献立は、今年度の
学校給食で実際に提供される予定です。（敬称略）

市長賞 升
ますもと

本  大
たい

智
ち

高鷲南中
辻
つじした

下  穂
ほ の み

実 高鷲小

審査員特別賞 土
ど い

井  杏
あんじゅ

樹 高鷲南中
濵
はま

田
だ

  芽
め い

生 高鷲北小
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英語力と表現力を競うコンテストで最優秀賞
　西浦小学校５年生の藤田しずくさん、田

た
代
しろ

 一
いち

華
か

さんが、全国
の小学 5・6 年生が、小学校の授業で学んだ英語を使って自由に
パフォーマンスや即興会話などを競う「第４回全国小学生英語
パフォーマンス・チャレンジ・
コンテスト」（ヒューマニ
スティック英語教育研究会 
主 催 ） の ス キ ッ ト の 部

（セリフを作って覚えて、 
グ ル ー プ で や り 取 り や 
寸劇）にて、First Prize の
成績を収められ、その報告
に市役所を訪問してくださ
いました。おめでとうござ
います。今後もますますの
ご活躍をお祈りしており 
ます。

・・・HABIKINO CITY TOPICS
高校生「いちじく豆知識 BOOK」を制作し、市に寄贈
　羽曳野市の特産品である「いちじく」について、「富田林高校ビジ
ネス探求いちじく広め隊」の浅井さん、日野さん、松田さんの3 名 
が、研究成果をまとめた小冊子『いちじく豆知識 BOOK』を制作
し、市へ寄贈してくださいました。同冊子には、いちじくの特徴
などが分かりやすくまとめられており、羽曳野市の魅力を広く伝
える内容となっています。高校生の皆さんが制作の経緯や、研究
を通じて学んだことを市長に
報告しました。寄贈いただ
いた冊子は、今後、市内小
学校で活用し、ふるさとへ
の愛着や理解を深める取り
組みにつなげてまいります。

（写真下）3 月 26 日㈭ 市役所にて
いちじく農家の吉川さん、富田林高校の松田さん、日野さん



32 −はびきの　令和8年（2026年）5月−

総合福祉センター（市役所別館）2 階　☎ 072-958-2315　FAX 072-958-3853
https://www.hasyakyo.net　 E メール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp羽曳野市社会福祉協議会

社会福祉法人

誉田 4-2-1　☎ 072-952-1234こちら羽曳野けいさつ署

自転車の交通違反への青切符適用が開始  
自転車の交通違反で検挙された後の手続きが大きく変わります。（16 歳以上）

切符の種類 手続 主な違反内容
赤切符 刑事手続 ▲▲！酒酔い運転　　▲▲！妨害運転

青切符 反則金を納付

▲▲！信号無視　　　　▲▲！指定場所一時不停止
▲▲！通行禁止違反　　▲▲！遮断踏切立入り
▲▲！携帯電話使用等　▲▲！制動装置不良自転車運転
▲▲！通行区分違反（右側通行、歩道通行等）
▲▲！歩道における通行方法違反
▲▲！公安委員会遵守事項違反（傘差し）

　　　　　　　 詳しくは警視庁自転車ポータルサイト（QR コード）参照→

５月「自転車月間」
いのちを守りたい…
～自転車ヘルメットが当たり前
の世の中に～　自転車の安全利
用について考えてみませんか。

大阪府警察交通部
　公式YouTube▼

警視庁自転車
ポータルサイト

善意のご寄付ありがとうございます（令和 8 年 3 月）
浅田 照次　　￥20,000
浅田 悦弘　　￥10,000
堀ノ内 玉江　 ￥10,000　
匿名          ￥2,000

浄土真宗本願寺派 石川北組仏教婦人会連盟
所属寺院 羽曳野地区（元勝寺、西念寺、覚永寺、
圓光寺、浄念寺、勝光寺、真蓮寺、願行寺、西向寺、
光宗寺、西光寺）　￥100,000

※敬称略、受付日順

広 

告

公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター
野々上 4-5-12 ( シルバーワークプラザ )　☎ 072-936-1500   FAX  072-936-1511
https://habikinosc.ec-net.jp　             E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

シルバー会員募集中
■■対対■■象象  象象市内在住で満 60 歳以上の
健康で働く意欲のある人

60 歳からのヨガ講座 ～未経験者大歓迎～
■■日日■■時時  5月 14日㈭ 15:30～ 16:30※駐車場有
■■￥￥  500円（シルバー会員は無料）
○市在住、60 歳以上の人対象（会員以外も可）
〇実施場所は羽曳野市シルバー人材センター
〇申込は電話もしくは事務局にて。要予約

■シルバー貸農園好評受付中！残り３区画
○利用条件
利用料： 1区画：6,000 円 / 年
利用資格：	シルバー人材センターに会員登録している人および入会できる人
	 シルバー農園利用契約書および利用の決まりを守れる人
○農園の場所：南恵我之荘 5丁目

Web 入会説明会▶

愛の献血にご協力を【400ml 限定】
5 月 5 日（火祝）10:00 ～ 16:00
市民フェスティバル会場 峰塚公園にて

（羽曳野ライオンズクラブ共催）
●献血カードを持っている人は 
　「献血方法別次回献血可能日」を確認してください。
●本人確認のため、受付時に身分証明書（免許証・
　保険証など）の提示をお願いする場合があります。

ベビっこひろば ＜ベビーハウス社協 ☎ 072-930-0240＞
■■日日■■時時  5月 14日㈭ 10:00～ 11:00問問
■■場場■■所所  ベビーハウス社協（園庭）　■■対対■■象象  地域の親子
※雨天時は室内遊び（2階なかよしひろば）

地域福祉活動協力金にご協力お願いします
　校区福祉委員会や各校区の活動費、また、当会の行う市内全域の地
域福祉事業の財源として活用させていただいています。

赤十字の活動資金にご協力お願いします 5 月 1 日～ 6 月 30 日「赤十字運動期間」
　活動資金は全額日本赤十字社大阪府支部に送金し、国内の災害救援活動は
もとより国際救援活動や各種講習会など様々な活動資金として活用されます。

けんけつちゃん

広告掲載に関する問い合わせは 合同会社 IM総合企画　☎072-275-5449 

市役所別館 2 階 研修室 シルバー人材センター3 階 研修室
5月15 日㈮、6 月 22 日㈪13:30 ～ 5月 22 日㈮、6 月16 日㈫13:30 ～

■対面式の入会説明会もやってます！
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広 

告

広告掲載に関する問い合わせは 株式会社ウィット　☎ 072-668-3275 
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相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

12 日㈫・19 日㈫・26 日㈫
6 月 2 日㈫13:00 〜17:00 市役所1階 市民相談室 ■■相相■■談談 対面（要予約、相談時間 30 分、年度内1人1回） 

■■対対■■象象 市内在住・在勤・在学の方　■■定定■■員員 1日 8 人
※陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）
☎ 072-957-4000

7 日㈭・21日㈭
6 月 4 日㈭13:00 〜17:00 陵南の森総合センター

行政相談 13 日㈬13:00 ～15:00 陵南の森総合センター 国の仕事に関する要望・苦情・意見など。　
■■相相■■談談 対面  ☎ 072-958-1111内線1070　※靴下着用（素足厳禁）

行政書士による
無料相談会（予約制） 21日㈭13:30 ～15:30 LIC はびきの 2 階 中会議室 B

相続、遺言、成年後見制度、法人設立および建設業などの営業許可など申
請手続について。■■相相■■談談 要予約、相談時間 30 分
大阪府行政書士会南大阪支部  中山  ☎ 072-950-4545

「憲法週間」
特設人権相談 15 日㈮14:00 ～16:00 陵南の森総合センター ２階視聴覚室 人権について困りごとなど。　■■相相■■談談 対面　☎ 072-958-1111内線1054

「人権擁護委員の日」
特設人権相談

6 月1日㈪
10:00 ～12:00、13:00 ～15:00 市役所別館 3 階　会議室 人権について困りごとなど。　■■相相■■談談 対面　☎ 072-958-1111内線1054

女性相談 13 日㈬・27 日㈬13:30 〜16:30 市役所 4 階 人権推進課 人間関係、暴力（DV・虐待など）、からだのことなど、女性が抱える悩み。
■■相相■■談談 電話か対面（要予約）
☎ 072-958-1111内線1055

女性相談支援員に
よる女性相談

㈪㈫・㈭㈮
10:00 ～15:00［㈷除く］ 市役所 4 階 人権推進課

消費生活相談 ㈪ ～ ㈮［㈷除く］10:00 〜12:00　
13:00 ～16:00 ※受付15:30 まで 市役所消費生活相談室 契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフなどに関すること。

■■相相■■談談 原則：電話（予約優先）☎ 072-947-3715

地域就労相談 ㈪ ～ ㈮［㈷除く］9:00 〜17:00 地域就労支援センター（人権文化センター
内および 経済労働課内） ■■相相■■談談 電話か対面　※就職斡旋は行いません。☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会 第1・第 3 ㈮13:00 ～17:00 市役所別館1階 相談室 南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

多重債務無料相談 ㈪～㈮ [㈷除く]9:00～12:00、13:00～17:00 近畿財務局（大阪市中央区大手前
4-1-76　大阪合同庁舎 4 号館）

借金問題について解決方法をアドバイス。まずはお電話ください。
☎ 06-6949-6523

育児相談
家庭児童相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00 市立保健センター こども家庭支援課 ☎ 072-956-1000

保育士による育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

■■相相■■談談 電話か対面
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308   ［むかいの］ 携帯 080-7536-7898

教育相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］10:00 〜16:00 教育研究所（旧西浦幼稚園） ☎ 072-958-7867

進路選択支援相談 ㈫ 9:00〜17:00 ／㈮13:00〜17:00 羽曳野市立教育研究所
（旧西浦幼稚園）

進学・就学に向けての相談・助言、各種奨学金や貸付制度などの活用など。
☎ 072-958-0155

学習相談（生涯学習） 毎日［㈷除く］9:00 〜17:00 LIC はびきの1階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650　市民大学ウェブサイトでも受付。

ひとり親家庭相談 ㈫㈮ 9:15 〜17:00 市役所 1階 こども政策課 ■■相相■■談談 要予約　こども政策課 ☎ 072-947-3836（直通）

障害者生活相談
㈪ ～ ㈮［㈷除く］9:00 〜17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方の相談、障害者の就業に関する相談。

☎ 072-959-3261／ＦＡＸ 072-957-1604

㈪ ～ ㈮［㈷除く］8:45 〜17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方の相談。☎ 072-950-1530 ／ＦＡＸ 072-950-1531

㈪ ～ ㈮［㈷除く］10:00 〜17:00 相談支援事業所フレンドハウス 精神障害者の方の相談。☎ 072-937-7898 ／ＦＡＸ 072-937-7898

障害者雇用相談 ㈪ ～ ㈮［㈷除く］9:00 〜17:00 支援センターはる 知的・身体・精神など障害者の就業に関する相談。
南河内北障害者就労・生活支援センター  ☎ 072-957-7021内線1150／FAX 072-957-1604

ボランティア相談

㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00

市役所別館 2 階 （社会福祉協議会） ■■相相■■談談 電話か対面 　社会福祉協議会 ☎ 072-958-2315

介護相談 市役所 A 棟1階 ■■相相■■談談 電話か対面 　社会福祉協議会 ☎ 072-950-0950

総合福祉相談 ①市役所別館 2 階（社会福祉協議会）
②社会福祉協議会　西部事務所

■■相相■■談談 電話か対面
社会福祉協議会 　①☎ 072-958-2315　②☎ 072-953-8067

生活自立相談 市役所別館 2 階（社会福祉協議会） 生活困窮の様々な原因に応じて支援計画を策定し、自立支援を行います。
■■相相■■談談 電話か対面　☎ 072-958-2315

青少年に関する相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 ～17:45 大阪府富田林子ども家庭センター 青少年（16 ～おおむね 25 歳）が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）
大阪府富田林子ども家庭センター　☎ 0721-25-1553

総合相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に関すること。　■■相相■■談談 電話か対面
地域人権協議会 ☎ 072-937-0860

5 月の相談日程（無料）～ お気軽にご相談ください ～

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは 合同会社 IM総合企画　☎072-275-5449 



 

◆ 

編
集
委
員
会
よ
り 

◆

令
和
8
年
第
1
回
定
例
会
が
、
3
月
30
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
で
は
、
市
長
の

施
政
方
針
に
対
す
る
各
会
派
か
ら
の
代
表
質
疑

お
よ
び
一
般
質
問
を
行
い
、
次
に
上
程
さ
れ
た

市
民
の
暮
ら
し
に
大
き
く
関
わ
る
一
般
会
計

予
算
を
は
じ
め
と
す
る
新
年
度
各
種
予
算
案

な
ど
が
本
議
会
や
各
種
常
任
委
員
会
に
お
い
て

議
論
さ
れ
ま
し
た
。

長
引
く
円
安
や
国
際
情
勢
の
影
響
に
よ
る

物
価
高
騰
の
継
続
に
加
え
、
日
本
銀
行
の
政
策

転
換
か
ら
定
着
し
た
金
利
上
昇
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

や
生
活
資
金
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
切
実

な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
社
会
経
済

環
境
が
激
変
し
、
先
行
き
へ
の
不
安
が
広
が
る

今
こ
そ
、
身
近
な
場
所
で
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
基
礎
自
治
体
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、

か
つ
て
な
い
ほ
ど
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
市
議
会
議
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

切
実
な
「
声
」
を
届
け
る
代
弁
者
と
し
て
、こ
の

変
化
の
激
し
い
時
代
に
即
し
た
支
援
策
や
市
政

の
あ
り
方
を
厳
し
く
、か
つ
前
向
き
に
提
言
し
て

お
り
ま
す
。
本
誌
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
定
例

会
に
お
け
る
議
論
の
ご
く
一
部
の
紹
介
と
な
り

ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を
支
え
る

た
め
の
議
会
の
活
動
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

市
議
会
の
活
動
は
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
身
近

で
あ
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向
き

合
う
重
要
な
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。
議
会
で
の

議
論
や
議
決
結
果
に
つ
い
て
、よ
り
詳
し
い
情
報

を
知
り
た
い
方
は
、
市
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

て
録
画
映
像
や
会
議
録
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

紙
面
で
は
す
べ
て
を
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
閲
覧
可
能
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員
会
一
同
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
声

を
反
映
さ
せ
、
さ
ら
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
紙
面
作
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
き
、温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

令和令和 88 年第年第 11 回定例会報告回定例会報告
　　「市長の施政方針に対する各会派代表質疑」「市長の施政方針に対する各会派代表質疑」

令
和
8
年
第
1
回
定
例
会
は
、
2
月
24
日
か
ら

3
月
30
日
ま
で
の
35
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
令
和
8
年
度
施
政
方
針

に
対
す
る
5
会
派
に
よ
る
代
表
質
疑
と
、
12
名
の

議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
市
政
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

議
案
と
し
て
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
7
年
度

一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、

令
和
8
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
の

当
初
予
算
な
ど
、
市
民
生
活
に
関
わ
る
重
要
な

案
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
対
策
や
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境

の
充
実
、
地
域
活
性
化
、
福
祉
施
策
の
推
進
な
ど

幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
市
民
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
と
、
将
来
を

見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
多
角
的
な
視
点

か
ら
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
代
表
質
疑
の
内
容
を
中
心
に
報
告

し
、
一
般
質
問
、
各
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
、

審
議
さ
れ
た
案
件
の
議
決
結
果
等
は
６
月
号
に

掲
載
い
た
し
ま
す
。

第
1
回
定
例
会

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

樽󠄀
井　
佳
代
子　
　
　
　
　
麻
野　
彰
子

清
水　
ひ
で
た
だ　
　
　
　
阪
倉　
禎
明

ま
り
や
ま　
百
合
子　
　
　
古
澤　
　
悟

石
田　
幸
平

  1

  2 ～ 6

第 1 回定例会

編集委員会より

各会派代表質疑

もくじ

〒583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1
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市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和8年（2026年）5月− 2

通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
安
全
・
安
心
で
い
き
い
き
と
し
た

生
活
の
実
現
よ
り
》

●
質
疑　
当
市
と
し
て
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

普
及
に
向
け
た
助
成
は
考
え
て
い
る
の
か
。

●
市
長　

本
市
で
は
、
国
が
定
め
た
密
集

市
街
地
に
は
該
当
し
て
い
な
い
、
市
民
の

皆
様
に
は
自
助
の
観
点
か
ら
火
災
防
止
策
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

●
要
望　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど
の
普
及
で

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
き
の
焼
失
棟
数

を
大
幅
に
削
減
で
き
る
と
示
さ
れ
た
。
当
市

に
お
い
て
も
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
促
進

の
た
め
の
助
成
金
の
交
付
を
要
望
す
る
。

《
く
ら
し
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
よ
り
》

●
質
疑　
白
鳥
通
り
の
整
備
工
事
の
無
電
柱

化
事
業
の
目
的
、
古
市
駅
西
側
の
開
発
事
業

に
向
け
た
都
市
計
画
・
構
想
が
あ
っ
た
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
伺
う
。

駅
前
私
有
地
の
違
法
駐
輪
対
策
は
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

●
市
長　

大
規
模
地
震
や
台
風
等
の
激
甚

化
、
頻
発
化
に
伴
う
倒
木
や
電
柱
の
倒
壊

リ
ス
ク
に
備
え
、
緊
急
活
動
の
円
滑
化
を

図
る
事
を
目
的
と
し
、
景
観
の
向
上
、
通
行

の
快
適
性
、
安
全
性
の
向
上
と
い
っ
た
観
点

か
ら
も
有
効
な
事
業
で
あ
る
。
自
転
車
、

バ
イ
ク
の
違
法
駐
輪
に
つ
い
て
、
地
権
者
・

地
元
区
長
の
承
諾
を
得
た
。
新
た
に
自
転
車

禁
止
区
域
を
指
定
の
上
、対
策
を
強
化
す
る
。

古
市
駅
前
西
地
区
に
つ
い
て
は
、
市
街
地

再
開
発
事
業
の
決
定
に
向
け
、
準
備
組
合
が

設
立
さ
れ
た
が
、
地
権
者
の
合
意
形
成
が

進
ま
ず
、
都
市
計
画
決
定
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
古
市
駅
前
の
再
開
発
は
、
市
民
の

利
便
性
向
上
や
地
域
の
活
力
創
出
に
つ
な

が
る
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
本
市

の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
環
境

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
と
も
検
討

し
て
い
く
。

●
要
望　

交
通
量
も
多
い
道
路
で
渋
滞
が

発
生
し
、
住
宅
地
へ
の
迂
回
も
多
く
な
る
と

予
測
さ
れ
る
。
小
学
校
の
通
学
路
で
も
あ
る

の
で
、
十
分
な
安
全
対
策
を
要
望
す
る
。

《
安
全
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
の
実
現
よ
り
》

●
質
疑　

自
主
防
災
組
織
を
支
援
す
る

補
助
金
事
業
が
あ
る
が
、
防
災
士
資
格
の

取
得
費
用
を
加
え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

●
市
長　

防
災
士
資
格
取
得
に
つ
い
て
は
、

自
主
防
災
組
織
活
動
の
充
実
の
た
め
、
令
和

8
年
度
か
ら
補
助
対
象
を
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

私
有
地
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る

自
転
車
な
ど
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
対
策
の

強
化
を
要
望
す
る
。

●
質
疑　

地
域
未
来
交
付
金
を
活
用
し
た

備
蓄
品
の
拡
充
に
つ
い
て
、
災
害
時
に
お
け

る
ト
イ
レ
、
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
、
ペ
ッ
ト

同
行
避
難
の
取
組
に
つ
い
て
。

●
市
長　

自
助
の
観
点
か
ら
最
低
３
日
分

の
簡
易
ト
イ
レ
や
携
帯
ト
イ
レ
を
自
宅

で
の
備
蓄
を
講
演
会
や
訓
練
な
ど
で
伝
え

て
い
る
。
公
助
と
し
て
避
難
者
の
健
康
面
、

衛
生
面
か
ら
避
難
所
の
環
境
改
善
を
図
る

た
め
、
水
洗
機
能
付
組
立
て
式
ト
イ
レ
や

簡
易
ト
イ
レ
の
増
加
を
進
め
て
い
る
。
ペ
ッ
ト

同
行
避
難
は
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
、
飼
い

主
が
ペ
ッ
ト
と
共
に
安
全
な
場
所
へ
避
難

す
る
た
め
の
ペ
ッ
ト
の
避
難
同
行
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
原
則
と

し
て
居
住
ス
ペ
ー
ス
と
飼
育
ス
ペ
ー
ス
と

を
分
け
て
管
理
。
平
時
か
ら
の
し
つ
け
の

必
要
性
を
示
し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止

す
る
こ
と
と
な
る
。
よ
り
実
効
性
の
あ
る

同
行
避
難
体
制
を
構
築
。

●
要
望　

普
通
運
転
免
許
で
4
ト
ン
ト
ラ

ッ
ク
に
乗
せ
て
運
べ
る
、
水
循
環
式
自
己

完
結
型
ト
イ
レ
の
検
討
。
携
帯
ト
イ
レ
の

無
償
配
布
、
ま
た
助
成
金
の
交
付
を
要
望

す
る
。

《
支
え
合
い
助
け
合
う
社
会
の
実
現
よ
り
》

●
質
疑　

古
市
駅
東
広
場
の
喫
煙
所
の

設
置
、
胃
が
ん
検
診
、
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

Ｃ
事
業
の
拡
充
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
に
対
す
る
指
導
監
督
体
制
の
強
化
に

つ
い
て
。

●
市
長　

古
市
駅
は
多
く
の
方
が
利
用

す
る
本
市
の
玄
関
口
に
お
い
て
、
喫
煙
者
と

非
喫
煙
者
双
方
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
お
互
い

に
と
っ
て
快
適
な
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

駅
東
広
場
に
設
置
の
検
討
を
開
始
す
る
。

胃
内
視
鏡
検
査
導
入
に
当
た
り
、
国
が
示
す

が
ん
予
防
重
点
教
育
及
び
、
が
ん
検
診
実
施

の
た
め
の
指
針
に
基
づ
き
、
対
象
年
齢
や

実
施
方
法
の
検
討
を
し
、
対
象
年
齢
を
50
歳

以
上
と
し
て
実
施
す
る
。
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

C
事
業
の
拡
充
は
、
フ
レ
イ
ル
状
態
に
あ
る

高
齢
者
に
短
期
集
中
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
、
地
域
の
介
護
予
防
活
動
に
つ
な
げ
、

自
立
し
た
生
活
の
継
続
を
高
齢
者
自
ら
が

実
践
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
介
護
予
防

施
策
の
重
要
な
一
つ
の
柱
と
し
て
推
進
を

す
る
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対

す
る
指
導
監
督
体
制
の
強
化
は
、
要
件
を

十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
事
業
者
も
あ
り
、

誤
っ
て
介
護
報
酬
を
支
払
わ
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
運
営
指
導
を
重
点
的
に

行
い
、
介
護
給
付
費
の
適
正
化
を
図
れ
る

よ
う
、
指
導
監
督
体
制
を
強
化
す
る
。

●
要
望　

喫
煙
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

道
路
、
通
行
動
線
か
ら
距
離
を
取
る
様
に

し
、
完
全
分
煙
型
を
要
望
す
る
。
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
リ
ハ
ビ
リ
終
了

後
の
不
安
を
抱
え
る
高
齢
者
が
利
用
し
や

す
い
様
、
対
象
者
基
準
の
柔
軟
化
の
検
討
を

要
望
。

《
羽
曳
野
の
宝
を
守
り
育
む
よ
り
》

●
質
疑　
（
仮
称
）第
4
こ
ど
も
園
、
子
育
て

支
援
員
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
セ
ス
メ

ン
ト
、
チ
ー
ム
担
任
制
に
つ
い
て
、
中
央

ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化

に
つ
い
て
伺
う
。

●
市
長　

近
隣
住
民
や
町
会
へ
の
説
明
に

は
、
3
月
1
日
に
西
浦
町
会
の
役
員
会
議
に

参
加
し
説
明
し
た
。
子
育
て
支
援
員
に
つ
い

て
、
令
和
8
年
度
か
ら
、
研
修
に
つ
い
て
大
阪

府
が
取
り
ま
と
め
る
研
修
コ
ー
ス
を
活
用

す
る
予
定
。
チ
ー
ム
担
任
制
に
つ
い
て
、

実
際
に
行
う
と
好
評
の
声
が
多
く
、
今
年
は

3
校
が
加
わ
り
、
来
年
度
も
実
施
校
が
増
え

る
見
込
み
。
人
工
芝
化
は
、
雨
天
後
す
ぐ
に

活
用
で
き
、
多
目
的
に
使
用
で
き
、
稼
働
率

の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
。
利
用
者
の
け
が
の

防
止
に
も
つ
な
が
り
、
多
く
の
市
民
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
る
よ
う
取
り

組
む
。

●
要
望　
次
世
代
育
成
に
つ
い
て
、
子
育
て

支
援
員
の
保
育
士
不
足
は
す
ぐ
に
は
解
消

さ
れ
な
い
。
子
育
て
支
援
員
の
募
集
は
今
後

も
増
や
す
よ
う
お
願
い
す
る
。
チ
ー
ム
担
任

制
は
今
後
さ
ら
に
情
報
共
有
で
、
よ
り

よ
い
チ
ー
ム
担
任
制
の
構
築
を
お
願
い

す
る
。
人
工
芝
生
は
デ
メ
リ
ッ
ト
を
視
野
に

入
れ
、
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
化
を
お
願
い

す
る
。

《
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
力
》

●
質
疑　
道
の
駅「
し
ら
と
り
の
郷・羽
曳
野
」

魅
力
向
上
に
つ
い
て
伺
う
。

●
市
長　

令
和
9
年
度
に
道
の
駅
開
場

20
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
道
の
駅
を

運
営
い
た
だ
く
指
定
管
理
者
を
は
じ
め

様
々
な
主
体
と
連
携
、
協
働
に
よ
り
、
施
設

の
魅
力
向
上
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　

以
前
の
ア
ジ
サ
イ
の
よ
う
に
、

見
て
よ
さ
が
分
か
る
取
組
を
要
望
す
る
。
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
公
共
施
設
の
あ
り
方
と市

民
参
加
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

第
2
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
は
庁
内
の

検
討
委
員
会
で
策
定
と
な
っ
て
い
る
が
、

市
民
に
深
く
か
か
わ
る
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み

作
り
が
必
要
。
本
市
の
重
要
施
策
や
計
画

策
定
に
、
行
政
が
民
意
の
反
映
が
必
要
と

判
断
す
れ
ば
付
属
機
関
へ
の
諮
問
・
答
申
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
住
民
に
密
接
に
か
か
わ

る
重
要
な
施
策
に
は
審
議
会
や
協
議
会
な
ど

を
設
置
し
、
市
民
参
加
の
取
組
が
必
要
だ
が

そ
の
考
え
は
。

●
市
長　

人
口
減
少
が
進
む
と
推
計
さ
れ
る

中
で
、
公
共
施
設
の
更
新
問
題
は
将
来
世
代

に
大
き
な
財
政
負
担
を
残
す
こ
と
に
な
る

た
め
、
計
画
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
総
務
省
が
示
す
「
公
共
施
設
総
合
管
理

計
画
の
策
定
時
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
き

改
定
作
業
を
行
う
。
市
政
へ
の
市
民
参
画
と

公
正
な
施
策
推
進
の
た
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

●
要
望　
こ
の
間
の
新
庁
舎
建
設
計
画
に
も

第
2
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
も
市
民
参
画
の

仕
組
み
は
な
く
、
行
政
が
判
断
し
な
い
と

市
民
参
画
の
仕
組
み
は
作
ら
れ
な
い
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
意
見
が
政
策
決
定
に
反
映
さ
れ
る
余
地

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
羽
曳
野
市
で
も
住
民
の

声
が
十
分
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
作
り
の
た
め

「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
を
強
く
要
望
。

《
公
立
園
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

羽
曳
野
市
の
こ
ど
も
園
事
業
は

公
立
の
幼
保
連
携
型
こ
ど
も
園
と
し
て

第
3
園
ま
で
進
め
ら
れ
た
が
（
仮
称
）
第
4

こ
ど
も
園
は
公
私
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

で
民
設
民
営
で
あ
る
。
子
ど
も
の
権
利
を

保
障
す
る
た
め
に
は
、
公
的
な
責
任
に
お
い

て
自
治
体
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
、
教
育
・

保
育
の
質
の
向
上
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
を
手
放
す
こ
と
は
、
自
ら
の
公
的

責
任
を
放
棄
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
が

考
え
は
。

●
市
長　
（
仮
称
）
第
4
こ
ど
も
園
は
公
立

園
の
統
合
園
で
あ
り
、
民
設
民
営
へ
の
移
行

に
市
が
一
定
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
公
立
・
民
間

園
が
密
に
連
携
・
協
力
し
、
公
立
民
間
の

優
劣
は
付
け
ら
れ
な
い
。
第
4
こ
ど
も
園
の

事
業
手
法
は
経
費
の
試
算
や
比
較
、
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
実
施
で
方
針
を
決
定

し
た
。

●
要
望　

公
的
責
任
は
民
間
と
比
較
す
る

も
の
で
は
な
い
。
第
4
園
は
公
私
連
携
と

言
う
が
民
設
民
営
の
こ
ど
も
園
で
あ
る
。

公
立
園
は
市
町
村
の
保
育
義
務
を
遂
行
し
、

保
育
の
質
に
関
す
る
責
任
を
自
治
体
が

直
接
持
ち
、
安
定
し
た
運
営
を
行
う
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
こ
の
役
割
こ
そ
果
た
す
べ
き

こ
と
を
要
望
。

《
I
C
T
教
育
と学

校
の
適
正
規
模
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

I
C
T
教
育
が
導
入
さ
れ
5
年

が
経
つ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
集
中

力
、
考
え
る
力
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き

た
の
か
。
ま
た
検
証
結
果
か
ら
見
た
I
C
T 

導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
ま
た
公
立
諸

学
校
の
規
模
や
適
正
化
計
画
の
策
定
に

向
け
て
、
審
議
会
報
告
を
地
域
で
行
い
、

児
童
・
生
徒
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施

さ
れ
た
。
し
か
し
学
校
の
存
続
は
地
域
の

大
き
な
関
心
事
で
あ
り
重
要
な
問
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
十
分
時
間
を
取
り
進
め
る
べ
き

だ
が
、
今
後
の
取
組
や
進
め
方
の
考
え
は
。

●
市
長　

I
C
T
活
用
と
学
力
調
査
の
正
答

率
に
は
相
関
が
あ
り
、
国
で
も
効
果
が
強
調

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
き
、
A
I

ド
リ
ル

等
に
よ
る
学
び
と
対
話
に
よ
る
学
び
を

一
体
的
に
推
進
す
る
。
学
校
規
模
の
適
正
化

に
つ
い
て
審
議
会
答
申
に
基
づ
き
検
討
を

す
す
め
、
現
段
階
は
具
体
案
の
策
定
前
段
階

だ
が
、
次
年
度
よ
り
全
庁
的
に
連
携
し
、
将
来

推
計
や
老
朽
化
対
策
、
通
学
路
の
安
全
性

な
ど
踏
ま
え
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

当
市
で
も
さ
ら
に
今
後
I
C
T 

の
活
用
の
取
組
が
さ
れ
る
が
、
一
方
で

I
C
T
教
育
に
よ
る
「
集
中
力
や
考
え
る

力
」
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
報
告
も
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
へ
与
え
る
影
響
の
検
証
を

要
望
。
学
校
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
丁
寧
に

取
り
上
げ
、
計
画
策
定
は
、
意
見
聴
取
や
議
論

が
で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と
を
強
く
要
望
。

《
自
治
体
D
X
の
推
進
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

D
X
化
推
進
計
画
に
基
づ
き

窓
口
D
X
を
推
進
す
る
た
め
、
業
務
の
減
少

や
効
率
化
や
、
コ
ス
ト
削
減
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
人
的
、
財
政
的
負
担
の
軽
減
が
ど
の

よ
う
に
図
ら
れ
、
職
員
数
へ
の
影
響
は
。

ま
た
基
礎
自
治
体
機
能
を
運
営
す
る
た
め

の
必
要
な
数
や
職
員
配
置
の
考
え
は
。

●
市
長　

D
X
推
進
で
業
務
効
率
が
進
む

こ
と
に
よ
り
、
運
営
に
係
る
コ
ス
ト
が
削
減

さ
れ
る
。
効
率
化
に
よ
り
職
員
数
の
見
直
し

を
行
う
可
能
性
は
あ
る
が
、
人
口
が
減
少

す
る
中
で
、
職
員
数
が
相
当
数
減
少
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
基
礎
自
治

機
能
を
効
果
的
に
運
営
で
き
る
よ
う
に

職
員
の
配
置
を
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　

窓
口
D
X
推
進
で
業
務
の
効
率

化
や
コ
ス
ト
削
減
に
よ
り
、
職
員
数
を

見
直
し
、
適
正
な
定
数
管
理
を
行
う
こ
と

は
、
人
員
削
減
の
方
向
で
あ
る
。
し
か
し

自
治
体
の
仕
事
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん

で
も
、
職
員
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
市
民
と

の
対
面
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で

あ
る
。
D
X
推
進
で
職
員
を
減
ら
す
の
で
は

な
く
、
職
員
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
仕
事
に

切
り
替
え
、
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り

組
む
こ
と
。
ま
た
防
災
の
観
点
か
ら
も
災
害

時
に
機
能
が
発
揮
で
き
る
職
員
数
や
職
員

配
置
の
確
保
を
強
く
要
望
。

《
さ
ら
な
る
行
政
改
革
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

当
市
の
財
政
の
弾
力
性
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
、
非
常
に
硬
直
し
た
厳
し

い
状
況
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
財
政
状
況

の
見
通
し
と
考
え
は
。
ま
た
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
の
た
め
、
更
な
る
行
財
政
改
革

の
推
進
す
る
重
点
は
。

●
市
長　

財
政
見
通
し
は
市
税
収
の
伸
び

悩
み
、
扶
助
費
の
増
加
な
ど
で
厳
し
い
財
政

状
況
が
見
込
ま
れ
、
施
策
や
事
業
を
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
見
直
し
優
先
度
を
見
極
め
、
事
業

の
選
択
と
集
中
を
強
力
に
進
め
る
。
改
革
の

重
点
は
こ
れ
ま
で
の
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず

新
し
い
発
想
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
意
識
し

取
り
組
む
。

●
要
望　
当
市
の
財
政
状
況
は
、
令
和
11
年

度
で
は
39
億
1,
4
0
0
万
円
の
赤
字
見
通

し
で
、
今
後
給
食
セ
ン
タ
ー
や
こ
ど
も
園
の

新
設
、
さ
ら
に
新
庁
舎
整
備
の
た
め
の
公
債

費
が
大
き
な
財
政
負
担
と
な
っ
て
く
る
。
し

か
し
今
年
度
の
行
政
改
革
は
「
第
4
こ
ど
も

園
」
の
民
設
民
営
化
、
公
共
施
設
の
総
量
を

減
ら
す
見
直
し
や
、
水
道
料
金
な
ど
各
種

料
金
を
値
上
げ
す
る
と
い
う
受
益
者
負
担

が
進
め
ら
れ
、
今
の
物
価
高
騰
で
苦
し
む

市
民
の
生
活
に
寄
り
添
う
も
の
で
は
な
い
。

独
断
専
行
で
す
す
め
て
き
た
多
額
な
新

庁
舎
整
備
費
負
担
を
市
民
に
押
し
つ
け
る

こ
と
な
く
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
行
政

運
営
を
強
く
求
め
る
。
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百
谷
孝
浩
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
安
全
・
安
心
で
い
き
い
き
と
し
た

生
活
の
実
現
》
か
ら

●
質
疑　

ど
の
よ
う
な
新
技
術
を
導
入
し

て
、イ
ン
フ
ラ
管
理
体
制
を
構
築
す
る
の
か
。

●
市
長　

下
水
道
調
査
に
ド
ロ
ー
ン
カ
メ
ラ

導
入
と
官
民
連
携
で
ウ
ォ
ー
タ
ー
P

 
P
 P 

導
入
を
推
進
す
る
。

●
要
望　

官
民
連
携
と
新
技
術
導
入
に

よ
り
、
下
水
道
の
持
続
可
能
な
維
持
管
理
と

将
来
負
担
の
軽
減
を
要
望
。

●
質
疑　
重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
を
ど
の

よ
う
に
庁
内
外
と
連
携
し
、
支
援
体
制
を

定
着
さ
せ
て
相
談
体
制
を
構
築
し
て
い
く

の
か
。

●
市
長　

全
庁
的
に
重
層
推
進
員
配
置
で
包
括

的
支
援
体
制
を
強
化
し
、
共
有
対
応
す
る
。

●
要
望　
誰
も
が
迷
わ
ず
相
談
で
き
る
入
口

整
備
と
、
支
援
者
が
孤
立
し
な
い
重
層
的

支
援
体
制
の
充
実
を
要
望
。

《
次
代
に
つ
な
ぐ
選
ば
れ
る

羽
曳
野
の
未
来
創
生
》
か
ら

●
質
疑　
税
収
確
保
の
観
点
か
ら
企
業
誘
致

は
重
要
。
企
業
立
地
制
度
の
方
向
性
は
。

●
市
長　

企
業
立
地
促
進
へ
、
新
規
条
例
の

年
内
制
定
を
目
指
す
。

●
要
望　

本
市
の
特
性
を
活
か
し
た
企
業

誘
致
戦
略
を
明
確
に
し
、
雇
用
創
出
と
地
域

経
済
活
性
化
を
要
望
。

●
質
疑　
公
共
施
設
再
編
と
受
益
者
負
担
見

直
し
含
め
た
行
財
政
運
営
を
ど
う
進
め
る
か
。

●
市
長　

人
口
減
少
す
る
な
か
で
、施
設
適
正

化
と
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
検
討
す
る
。

●
要
望　
負
担
の
公
平
性
と
丁
寧
な
説
明
を

重
視
し
、
将
来
世
代
に
責
任
あ
る
持
続
可
能

な
行
財
政
改
革
を
要
望
。

《
く
ら
し
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
》
か
ら

●
質
疑　
（
仮
称
）
丹
下
ち
び
っ
こ
広
場
に

ど
ん
な
機
能
を
備
え
、
地
域
と
連
携
し
た
、

一
時
避
難
場
所
と
し
て
整
備
す
る
の
か
。

●
市
長　

防
災
機
能
を
備
え
た
広
場
整
備

と
し
て
地
域
連
携
を
推
進
す
る
。

●
要
望　

地
域
と
連
携
し
た
運
用
体
制
を

整
え
、
防
災
と
交
流
の
拠
点
と
な
る
居
場
所

の
広
場
整
備
の
推
進
を
要
望
。

●
質
疑　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
改
定

で
優
良
農
地
の
確
保
・
保
全
と
担
い
手
確
保
、

農
業
活
性
化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

●
市
長　

特
産
品
の
苗
木
購
入
と
就
農
支
援

を
実
施
す
る
。

●
要
望　

販
路
拡
大
や
担
い
手
育
成
を
進

め
、
守
る
農
業
か
ら
稼
げ
る
農
業
へ
の
転
換

を
図
り
、
若
手
就
農
者
の
定
着
を
要
望
。

●
質
疑　
古
市
駅
西
側
の
交
通
混
雑
の
課
題

解
決
に
向
け
て
、
ど
う
検
討
す
る
の
か
。

●
市
長　

駅
西
側
駐
車
場
活
用
と
関
係
機
関

連
携
で
混
雑
緩
和
対
策
を
推
進
す
る
。

●
要
望　

古
市
駅
西
側
の
交
通
混
雑
解
消

に
向
け
、関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、古
市
駅

前
開
発
に
向
け
て
検
証
し
、
対
策
を
要
望
。

●
質
疑　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改

定
と
併
せ
て
、
市
街
化
調
整
区
域
の
提
案

基
準
を
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
見
直
す
の
か
。

●
市
長　

調
整
区
域
に
新
た
な
提
案
基
準
で

土
地
利
用
を
促
進
し
、
指
定
沿
道
で
事
務
所・

倉
庫
設
置
を
条
件
付
き
で
可
能
に
な
る
。

●
要
望　
市
街
化
調
整
区
域
の
新
提
案
基
準

策
定
で
、
企
業
立
地
制
度
と
も
整
合
を
取
り
、

計
画
的
な
土
地
利
用
と
地
域
活
性
化
を
要
望
。

●
質
疑　

市
営
向
野
南
住
宅
の
安
全
対
策

と
、
今
後
の
方
向
性
は
ど
の
よ
う
に
検
討

す
る
か
。

●
市
長　

法
定
年
限
を
迎
え
る
た
め
転
居

誘
導
し
、地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

●
要
望　
入
居
者
の
生
活
に
配
慮
し
た
丁
寧

な
転
居
支
援
と
、跡
地
の
有
効
活
用
を
要
望
。

《
安
全
で
安
ら
ぎ
の
あ
る生

活
の
実
現
》
か
ら

●
質
疑　
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
実
施

の
避
難
所
受
入
体
制
と
運
用
方
法
は
。

●
市
長　

ペ
ッ
ト
飼
育
ス
ペ
ー
ス
と
人
の

居
住
ス
ペ
ー
ス
を
分
け
、
対
応
方
法
の
周
知

や
物
資
の
整
理
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
取

組
む
。

●
要
望　

避
難
所
開
設
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
連
動
し
た
も
の
を
作
成
し
、
ペ
ッ
ト
同
行

避
難
の
受
入
体
制
整
備
の
強
化
を
要
望
。

●
質
疑　

恵
我
之
荘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
職
員
配
置
と
地
域
活
動
活
性
化
の

方
策
は
。

●
市
長　

職
員
常
駐
で
地
域
交
流
拠
点
と

し
て
活
用
推
進
す
る
。

●
要
望　

多
世
代
が
集
え
る
地
域
交
流
拠

点
の
居
場
所
と
し
て
の
活
用
推
進
を
要
望
。

《
支
え
合
い
助
け
合
う
社
会
の
実
現
》
か
ら

●
質
疑　

古
市
駅
東
側
広
場
に
喫
煙
所
を

設
置
す
る
目
的
と
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

●
市
長　

受
動
喫
煙
防
止
や
環
境
美
化
の

た
め
に
設
置
し
健
康
被
害
防
止
等
に
期
待

す
る
。

●
要
望　

受
動
喫
煙
防
止
と
環
境
美
化
の

観
点
か
ら
、
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
の
双
方
が

快
適
に
過
ご
せ
る
喫
煙
所
の
環
境
整
備
を

要
望
。

《
羽
曳
野
の
宝
を
守
り
育
む
》
か
ら

●
質
疑　

府
内
初
の
小
児
神
経
科
医
巡
回

に
よ
る
発
達
障
害
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

小
学
2
年
生
と
5
年
生
へ
の
導
入
経
緯
と

事
業
効
果
は
。

●
市
長　

支
援
教
育
の
組
織
的
対
応
力
底

上
げ
で
切
れ
目
な
い
支
援
強
化
が
期
待

で
き
る
。

●
要
望　
早
期
発
見
・
早
期
支
援
の
体
制
を

強
化
し
、
切
れ
目
な
い
支
援
を
要
望
。

●
質
疑　

学
校
運
営
協
議
会
の
人
選
方
針

と
多
様
性
お
よ
び
実
効
性
の
確
保
方
法
は
。

●
市
長　

設
置
規
則
で
校
長
が
人
選
し
、

多
様
な
構
成
で
協
議
会
の
実
効
性
を
確
保
。

●
要
望　
学
校
現
場
の
負
担
軽
減
配
慮
と
、

学
校
と
地
域
が
目
標
を
共
有
し
た
学
校
づ

く
り
の
学
校
運
営
協
議
会
の
定
着
を
要
望
。

●
質
疑　
公
立
諸
学
校
の
規
模
・
配
置
適
正

化
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
と
将
来
像
は
。

●
市
長　

数
年
か
け
て
市
民
意
見
を
踏
ま
え
、

教
育
委
員
会
が
ま
と
め
て
計
画
策
定
す
る
。

●
要
望　

教
育
改
革
審
議
会
の
答
申
を

踏
ま
え
、学
級
数
や
教
職
員
体
制
、通
学
路
等

を
総
合
的
に
検
討
し
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て

最
善
の
教
育
環
境
を
第
一
に
計
画
策
定
を

要
望
。

●
質
疑　

教
育
研
究
所
を
西
浦
幼
稚
園

跡
地
へ
移
転
す
る
目
的
と
本
来
の
役
割
は
。

●
市
長　

ス
ペ
ー
ス
確
保
で
様
々
な
体
験

と
、
心
身
両
面
に
効
果
が
期
待
で
き
、
不
登
校

支
援
や
教
科
書
セ
ン
タ
ー
機
能
の
役
割
が

あ
る
。

●
要
望　
学
校
と
の
連
携
強
化
と
、
更
な
る

不
登
校
支
援
や
教
育
相
談
機
能
の
充
実
を

図
り
、
社
会
的
自
立
へ
繋
げ
る
運
営
を

要
望
。

《
持
続
可
能
なまち

づ
く
り
へ
の
推
進
力
》
か
ら

●
質
疑　

大
屋
根
リ
ン
グ
木
材
リ
ユ
ー
ス

検
討
の
経
緯
と
新
庁
舎
で
の
活
用
方
法
は
。

●
市
長　

基
本
設
計
者
よ
り
提
案
で
、
家
具

へ
の
再
加
工
を
想
定
し
て
い
る
。

●
要
望　

万
博
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
環
境

配
慮
と
実
用
性
を
発
信
す
る
庁
舎
整
備
を

要
望
。

●
質
疑　

道
の
駅
の
更
な
る
魅
力
向
上
の

方
向
性
と
地
域
経
済
・
観
光
へ
の
波
及
効
果

は
。

●
市
長　

関
係
団
体
と
連
携
で
魅
力
発
信

や
誘
客
、販
路
拡
大
等
、相
乗
効
果
を
図
る
。

●
要
望　

道
の
駅
の
魅
力
向
上
を
図
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
提
案
。
観
光
振
興
と
地
域

経
済
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
要
望
。

《
そ
の
他
の
質
疑
》

●
総
合
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て

●
行
政
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

●
充
電
式
電
池
を
含
む
小
型
家
電
製
品
の

回
収
B
O
X
に
つ
い
て

●
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
C
事
業
拡
充
に
つ
い
て

●
子
育
て
支
援
員
に
つ
い
て

●
峰
塚
公
園
管
理
棟
を
活
用
し
た
歴
史

資
料
館
に
つ
い
て

●
旧
浅
野
家
住
宅
に
つ
い
て
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《
市
政
運
営
全
般
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
就
任
し
て
6
年
目
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
の
施
策
の
総
括
と
こ
れ
か
ら
の
羽
曳
野

未
来
創
生
の
骨
格
と
基
礎
概
念
に
つ
い
て
。

●
市
長　

こ
れ
ま
で
の
前
例
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
果
敢
に

挑
戦
し
て
き
た
。
子
ど
も
・
子
育
て
、
保
育

施
策
や
地
域
資
源
を
活
用
す
る
施
策
は
、

重
点
的
に
進
め
た
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
実
が

結
び
始
め
、
市
民
に
も
実
感
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
歴
史
や
文
化
、
豊
か
な
自
然
や

特
産
品
な
ど
、
当
市
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
新
た
な
未
来
を
築
く
町
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

●
要
望　
未
来
創
生
に
向
け
て
の
ス
ピ
ー
ド

感
と
歴
史
文
化
の
位
置
づ
け
は
評
価
す
る
。

子
育
て
や
教
育
の
支
援
策
は
、
多
く
の
保
護

者
間
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。
子
育
て
や
教
育

に
関
わ
る
施
策
の
充
実
を
強
く
要
望
す
る
。

●
質
疑　
令
和
8
年
度
の
当
初
予
算
の
編
成

に
お
け
る
主
眼
に
つ
い
て
。

●
市
長　

人
口
減
少
に
よ
る
市
税
収
入
の

伸
び
悩
み
、
高
齢
化
社
会
の
扶
助
費
の
増
加

な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
。
限
り
あ
る

財
源
の
中
で
施
策
や
事
業
の
選
択
と
集
中
を

進
め
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
実
現

す
る
。

●
要
望　
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定

的
に
提
供
す
る
こ
と
は
行
政
と
し
て
の

義
務
。
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る

強
靱
な
財
政
構
造
を
大
い
に
期
待
す
る
。

●
質
疑　
理
想
の
職
員
像
に
つ
い
て
。

●
市
長　

羽
曳
野
を
愛
し
、
市
民
に
信
頼
さ

れ
、将
来
を
見
据
え
、自
ら
考
え
行
動
す
る
。

行
政
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、

課
題
を
発
見
し
、
分
析
し
、
解
決
、
協
働
す
る

よ
う
な
職
員
が
理
想
の
職
員
像
と
考
え
る
。

●
要
望　

職
員
の
人
材
育
成
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
ス
キ
ー
ム
を
確
立
す
る
こ
と

が
課
題
で
あ
り
、
人
口
減
少
や
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
伴
う
適
正
運
営
を
大
い
に
期
待
す
る
。

●
質
疑　

今
ま
で
先
延
ば
し
さ
れ
山
積

し
て
い
る
課
題
の
解
決
に
つ
い
て
。

●
市
長　

多
額
の
費
用
を
要
す
る
施
設

整
備
実
現
に
向
け
、
時
期
を
逸
す
る
こ
と
な

く
決
断
し
て
き
た
。
念
願
の
給
食
セ
ン
タ
ー

の
供
用
開
始
。
市
役
所
本
庁
舎
は
魅
力
的
な

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
建
て
替
え

整
備
を
進
め
て
い
る
。
D
X
や
業
務
改
革
を

推
進
し
、
効
率
化
、
高
度
化
を
図
り
、
持
続

的
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
、
施
設

の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
や
集
約
化
な
ど

抜
本
的
な
見
直
し
に
よ
る
施
設
の
最
適
化

が
課
題
で
あ
る
。

●
要
望　

多
額
の
事
業
費
が
必
要
な
施
策

に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
適
切
な
対
応
を

堅
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
数
々
の

課
題
に
対
し
、
財
政
状
況
と
市
民
目
線
を

基
軸
に
事
業
の
推
進
を
お
願
い
す
る
。

●
質
疑　
国
政
選
挙
の
結
果
か
ら
、
維
新
の

会
の
首
長
と
し
て
、
そ
し
て
羽
曳
野
市
の

か
じ
取
り
役
と
し
て
の
見
解
と
抱
負
に

つ
い
て
。

●
市
長　

自
民
党
と
日
本
維
新
の
会
の
議
席

を
大
き
く
伸
ば
す
こ
と
と
な
り
、
本
市
と
し

て
は
、
国
、
府
、
市
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
こ
と
で
重
点
施
策
が
具
体
的
に
前
進

す
る
好
機
で
あ
る
と
期
待
を
し
て
い
る
。

●
要
望　
国
政
と
の
パ
イ
プ
が
太
く
な
り
、

多
く
の
課
題
解
決
と
事
業
の
推
進
、
新
規

事
業
の
創
出
な
ど
、
大
い
に
期
待
す
る
。

《
く
ら
し
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

新
た
な
都
市
基
盤
整
備
や
将
来

の
都
市
構
想
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

●
市
長　

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に

よ
り
周
辺
都
市
と
の
連
携
や
都
市
機
能
の

集
積
を
強
化
す
る
。
ま
た
戦
略
的
な
視
点
で

都
市
機
能
の
誘
導
や
適
切
な
公
共
施
設
等

の
配
置
、
企
業
立
地
な
ど
、
人
口
構
造
の

変
化
に
対
応
し
た
都
市
空
間
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

●
要
望　

広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
の
必
要
性
を
訴
え
る
。
市
民
の
方
が

豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
都
市
羽
曳
野

実
現
に
向
け
、
邁
進
す
る
こ
と
を
お
願
い

す
る
。

《
安
全
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

生
活
の
実
現
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

市
民
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の

行
政
施
策
と
情
報
共
有
体
制
に
つ
い
て
。

●
市
長　

避
難
所
の
環
境
改
善
と
し
て
、

体
育
館
の
空
調
設
備
の
導
入
、
大
型
防
災
備

蓄
倉
庫
や
避
難
所
防
災
倉
庫
の
整
備
、
民
間

事
業
者
や
医
療
関
係
機
関
と
の
災
害
時

応
援
協
定
な
ど
連
携
強
化
を
迅
速
で
的
確

に
対
策
で
き
る
よ
う
備
え
て
い
る
。
ま
た
、

本
市
が
発
表
す
る
避
難
情
報
を
入
手
す
る

方
法
も
含
め
、
広
報
紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
域
防
災

講
演
会
な
ど
で
お
伝
え
す
る
。
市
民
の
皆
様

の
命
を
守
る
こ
と
は
私
の
使
命
と
考
え
る
。

●
要
望　
市
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
の
対
応
は
と
て
も
評
価

す
る
。
防
災
施
策
の
充
実
と
体
制
強
化
を

要
望
す
る
。

《
支
え
合
い
助
け
合
う社

会
の
実
現
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

希
薄
化
す
る
地
域
社
会
で
の

福
祉
施
策
の
拡
充
と
介
護
支
援
に
つ
い
て
。

●
市
長　

地
域
住
民
が
安
心
し
て
住
み
慣

れ
た
場
所
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る

よ
う
な
介
護
予
防
施
策
の
強
化
を
図
り
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
積
極
的
に
取
り

組
む
。

●
要
望　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
地
域
共
生

社
会
へ
の
実
現
の
推
進
を
強
く
要
望
す
る
。

《
羽
曳
野
の
宝
を
守
り
育
む
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

か
ら
見
る
学
校
教
育
と
I
C
T
環
境
下
で

の
子
ど
も
ら
し
さ
に
つ
い
て
。

●
市
長　

調
査
結
果
か
ら
、
児
童
・
生
徒
の

自
己
肯
定
感
が
年
々
向
上
し
て
い
る
。
体

づ
く
り
や
、
教
員
を
増
や
し
て
の
教
科
担
任

制
な
ど
、
学
習
環
境
を
充
実
さ
せ
て
き
た

成
果
が
現
れ
た
。
ま
た
子
ど
も
ら
し
さ
は
、

未
知
の
事
象
に
目
を
輝
か
せ
、
仲
間
と
協
力

し
て
答
え
を
探
求
す
る
心
の
躍
動
そ
の
も
の

で
あ
る
。
I
C
T
は
発
見
な
ど
に
心
震
わ

せ
る
主
体
的
な
学
び
を
引
き
出
す
道
具
と

考
え
る
。

●
要
望　

I
C
T
環
境
下
で
の
実
体
験
と

デ
ジ
タ
ル
を
組
み
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の

好
奇
心
や
探
究
心
が
芽
生
え
、
そ
れ
ら
を

受
け
入
れ
で
き
る
教
育
環
境
の
充
実
を

要
望
す
る
。

《
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
推
進
力
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

行
政
に
お
け
る
I
C
T
環
境
で

の
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
そ
し
て
未
来
創
生
に
向
け

て
の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

●
市
長　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
効
果
的
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
で
き
る
も
の
は
、
抜
本
的
に

見
直
し
、
結
果
的
に
市
民
に
と
っ
て
利
便
性

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
。
今
後
、

直
面
す
る
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
創
造

す
る
。
私
が
思
い
描
く
市
の
将
来
像
を
し
っ

か
り
と
認
識
し
、
未
来
を
切
り
開
く
、
み
ん
な

の
思
い
が
形
に
な
る
、
ど
ん
ど
ん
よ
く
な
る

羽
曳
野
市
の
実
現
に
向
け
進
め
て
い
く
。

●
要
望　

行
政
並
び
市
民
生
活
で
I
C
T

環
境
が
進
化
す
る
中
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
要
望
す
る
。
答
弁
か
ら
、
豊
か
な

地
域
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の

強
い
意
気
込
み
を
感
じ
た
。
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阪
倉
禎
明

（
自
由
民
主
党
・
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
恵
我
ノ
荘
駅
前
・
郡
戸
大
堀
線

整
備
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

恵
我
ノ
荘
駅
前
広
場
の
整
備
と

郡
戸
大
堀
線
全
線
開
通
に
向
け
た
用
地
買
収

及
び
工
事
着
手
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

●
市
長　

駅
前
南
側
広
場
は
こ
れ
ま
で
取
得

し
た
土
地
取
得
特
会
か
ら
買
戻
し
完
了

次
第
、工
事
に
着
手
す
る
予
定
。
郡
戸
大
堀
線

は
残
る
用
地
買
収
を
進
め
土
地
の
取
得
が

出
来
次
第
工
事
に
入
る
。

●
要
望　
本
事
業
は
長
年
地
域
住
民
が
待
ち

望
ん
で
い
る
最
優
先
課
題
で
あ
る
。
用
地

取
得
に
お
い
て
地
権
者
の
方
々
へ
の
誠
実

か
つ
粘
り
強
い
交
渉
に
全
力
を
注
い
で
頂
く

よ
う
要
望
す
る
。

《
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
ど
の
よ
う
に

改
訂
さ
れ
る
の
か
。

●
市
長　

令
和
8
年
度
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
外
水
及
び
内
水
氾
濫
に
よ
る
浸
水
想
定
の

状
況
を
見
開
き
ペ
ー
ジ
で
掲
載
す
る
。

●
要
望　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た

町
会
単
位
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

市
民
が
避
難
行
動
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
施
策
を
強
く
要
望
す
る
。

《
防
災
備
蓄
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
防
災
備
蓄
品
は
ど
の
よ
う
に
拡
充

さ
れ
て
い
る
の
か
。

●
市
長　

避
難
所
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

や
感
染
症
対
策
の
た
め
簡
易
間
仕
切
り
、

折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド
を
各
2
4
0
台
購
入
。

●
要
望　
避
難
所
で
は
口
腔
ケ
ア
を
徹
底

す
る
こ
と
が
感
染
症
予
防
、
関
連
死
を
防
ぐ

上
で
重
要
で
あ
る
。
今
後
、
断
水
で
も
使
用

可
能
な
液
体
歯
磨
き
や
口
腔
ケ
ア
用
品
の

備
蓄
品
の
拡
充
を
強
く
要
望
す
る
。

《
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
回
収
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置

に
よ
る
資
源
化
促
進
と
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
等
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

●
市
長　

市
内
の
3
箇
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
、適
切
な
処
理
を
推
進
し
て
い
く
。

●
要
望　
ご
み
収
集
車
、
処
理
施
設
の
火
災

が
増
加
し
て
い
る
。
火
災
予
防
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
観
点
か
ら
更
な
る
回
収
拠
点
拡
充

を
要
望
す
る
。

《
独
居
高
齢
者
、
認
知
症
支
援
の

強
化
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

第
10
期
高
年
者
い
き
い
き
計
画

等
に
お
け
る
認
知
症
支
援
の
強
化
に
つ
い
て

伺
う
。

●
市
長　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
・
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
配
置
し
、
認
知
症

予
防
を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　

今
後
30
年
で
高
齢
者
の
3
人
に

1
人
が
認
知
症
患
者
及
び
予
備
群
に
な
り
、

介
護
保
険
料
も
30
年
後
に
は
6,
0
0
0
円

か
ら
1
5,
0
0
0
円
に
な
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
危
機
を
回
避
す
る
た
め
発
症

を
遅
ら
せ
る
『
予
防
策
』
に
予
算
と
知
恵
を

重
点
的
に
投
入
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

《
学
校
給
食
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

小
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

今
後
も
恒
久
的
に
維
持
し
、
中
学
校
へ
拡
大

し
て
い
く
た
め
の
決
意
を
伺
う
。

●
市
長　

小
学
校
給
食
費
は
国
か
ら
児
童

一
人
当
た
り
月
5,
2
0
0
円
が
交
付
さ
れ
る
。

不
足
分
は
市
が
負
担
し
来
年
度
よ
り
小
学
校

給
食
完
全
無
償
化
を
実
施
予
定
。
中
学
校
に

お
い
て
は
国
政
に
お
け
る
３
党
合
意
の

趣
旨
に
対
し
、
早
期
実
現
に
向
け
働
き
か
け

て
い
く
。

●
要
望　

国
や
府
の
動
向
を
待
つ
と
い
う

受
け
身
的
な
姿
勢
で
は
な
く
、
本
市
が
独
自

に
小
中
学
校
の
給
食
費
完
全
無
償
化
の

旗
印
を
早
期
に
掲
げ
る
こ
と
こ
そ
、
子
育
て

世
代
の
流
入
を
促
す
最
大
の
呼
び
水
と

な
る
。
早
期
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

《
市
役
所
・
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
新
庁
舎
整
備
に
お
い
て
、
万
博
の

大
屋
根
リ
ン
グ
木
材
を
リ
ユ
ー
ス
す
る

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
こ
の
取
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

●
市
長　

無
償
で
譲
渡
を
受
け
る
予
定
で

あ
る
た
め
、
材
料
費
は
か
か
ら
な
い
。
設
置

後
も
低
コ
ス
ト
で
長
期
間
利
用
で
き
る
よ
う

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

●
要
望　

建
設
費
が
当
初
計
画
か
ら
大
幅

に
増
額
さ
れ
て
い
る
現
状
に
対
し
、
市
民

か
ら
不
安
や
懸
念
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
北
海
道
八
雲
町
で
は
資
材
高
騰
に

よ
る
大
幅
な
予
算
超
過
に
対
し
、
将
来
に

わ
た
る
町
民
の
負
担
を
看
過
で
き
な
い
と
し
、

設
計
を
白
紙
に
戻
し
、
再
設
計
を
行
う
決
断

を
下
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
う
増
額
を
そ
の
ま
ま
追
認
す
る

の
で
は
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
、
意
匠
や
規
模
、

素
材
選
び
に
至
る
ま
で
、
い
ま
一
度
コ
ス
ト

カ
ッ
ト
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
。
天
然
木
材

は
将
来
的
に
定
期
的
な
塗
装
や
修
繕
と

い
っ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
継
続
的
に

発
生
さ
せ
る
。
数
十
年
後
の
維
持
管
理
費
が

市
民
の
負
担
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
実
効
性

の
あ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
計
画
の
実
行
を

求
め
る
。
1
度
決
め
た
か
ら
進
む
の
で
は

な
く
、
市
民
の
た
め
に
最
善
の
判
断
を

下
す
。
市
民
の
大
切
な
血
税
が
投
入
さ
れ
る

事
業
だ
か
ら
こ
そ
、
コ
ス
ト
意
識
と
必
要

で
あ
れ
ば
計
画
を
見
直
す
柔
軟
な
姿
勢
を

も
っ
て
事
業
に
望
む
こ
と
を
切
に
要
望

す
る
。

《
そ
の
他
の
質
疑
》

●
羽
曳
が
丘
西
65
号
線
整
備
に
つ
い
て

●
西
浦
受
水
場
の
設
備
更
新
効
果
と
将
来
的

な
水
道
料
金
の
適
正
化
に
つ
い
て

●
丹
下
ち
び
っ
こ
広
場
の
一
時
避
難
場
所

と
し
て
の
機
能
分
担
と
維
持
管
理
に
つ
い
て

●
が
ん
検
診
の
拡
充
に
つ
い
て

●
障
害
者
支
援
に
つ
い
て

●
就
学
前
教
育
の
再
編
、
3
歳
児
保
育
の

質
的
担
保
に
つ
い
て

●
歴
史
資
産
の
観
光
活
用
に
つ
い
て
（
峰
塚

公
園
管
理
棟
の
歴
史
資
料
館
化
）

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
戦
略
に
つ
い
て

●
窓
口
改
革
と
D
X
に
つ
い
て
（
書
か
な
い

窓
口
導
入
に
よ
る
市
民
の
待
ち
時
間
削
減

と
事
務
効
率
化
の
目
標
）
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